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52 SE l 0 井戸状遺構出土木一括土器



櫛

52 S E 8  井戸状遺構出土木製品



序 言

平泉町に所在する柳之御所遺跡は、 12世紀北方の王者として繁栄を誇った奥州藤原氏
いにしえ

の残した遺跡であり、古から先人先学がこの地を訪れ往時の栄華に思いをはせた地であ
ります。

本遺跡は、ー級河川北上川上流改修ー関遊水地事業及び国道4号改修平泉バイパス建
設にともない、昭和63年より（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、平泉町教
育委員会により事業予定地内の緊急発掘調査が実施されました。調査の進行にともない、
大規模な掘立柱建物跡 ・ 園池跡 ・ 井戸跡 ・ 堀跡が発見され、またおびただしい量のかわ
らけ ・ 墨画資料 ・ 各種木製品など質量ともに内容豊かな遺物が出土しました。これらの
遺構 ・ 遺物は、 12世紀後半、特に奥州藤原氏三代秀衡との関連が強く、本遺跡が『吾妻
鏡』にみられる f箪箪富』であるとの考えが多くの歴史家から指摘されているところで
あります。

このような経過のなかで、遺跡に対する建設省のひとかたならぬ御理解により、平成
5年には保存が決定し、平成9年3月には『柳之御所遺跡』として国の史跡に指定され
ました。

県では、本遺跡が国民共有の貴重な財産であるとの認識から、この遺跡を後世に伝え
るとともに広く活用されることを願い、将来的には史跡公園として整備し、平泉文化を
全国に発信してまいりたいと考え、平成 10年度より本格的な発掘調査を実施し、本年度
は第1次3ヵ年計画の最終年度となります。

本年度の調査では、園池の北側に新たに大規模な建物の存在が明らかとなり、柳之御
所遺跡の中枢施設の移動が想定されるようになってきました。また、初代清衡の時代で
ある 12世紀初め頃のかわらけがまとまって発見され、柳之御所遺跡の年代がこの時期ま
で遡ることが確認されました。これは、柳之御所遺跡の開始年代と遺跡の性格、ひいて
は平泉奥州藤原氏の設立期の問題を考える上で非常に大きな問題を示唆しております。
同時に平成 12年 1 1月には、 「平泉の文化遺産」が世界遺産の暫定リストに追加登録され、
今後の発掘調査、整備等に向け大きな弾みとなりました。

本報告書は、平成 12年度第52次発掘調査成果をまとめたものであり、本書がいかば
かりなりとも文化財保護と平泉研究発展の一助となれば幸いと存じます。

調査の実施と報告書作成に当たり、御指導御助言賜りました、柳之御所遺跡調査研究
指導委員会の諸先生方、文化庁記念物課、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ
一、平泉町教育委員会、国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所をはじめ関係各位の
皆様に深く感謝申し上げます。

平成 13年3月

岩手県教育委員会
教育長 合 田 武



例 ロ

［ 本書は、岩手県教育委員会が平成12年度に実施した柳之御所遺跡整備調査事業に係る、 史跡柳之御所遺

跡の発掘調査の概要報告である。本事業は、 文化庁の国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、 岩手県教育委員会事務局文化課が主体となり、 （財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ
ーの協力を得て実施した。

＜岩手県教育委員会事務局文化課＞

文 化 課 長 伊藤 学司

課 長 補 佐 小田野 哲憲

主任文 化 財 主 査 中村 英俊

柳之御所調査主査 斎藤． 邦雄（担当）

文 化 財 専 門 員 佐々木 務（担当）

く（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー＞

所 長 伊藤 民也

調査第一課長 佐々木 勝

文化財専門員 羽柴 直人（担当）

3. 遺構の呼称は、 平成63年度に（財）岩手県文化振典事業団埋蔵文化財センタ ーが実施した調査時の方法に

準拠し、 下記の略称を使用した。遺構名の記載については遺構略号の前に調査次数を付してある。なお、

複数年次にわたる調査で明らかに同一と認定される遺構については当初の調査時の遺構名を継続して使

用した。

SA:
塀

．柱列 SB:掘立柱建物 SC:道路状遺構 SD:溝・堀 SE:井戸 •井戸状遺構

SG:遠地 SK:土坑．柱穴の一部 sx: その他 S I :堅穴住居 p:柱穴

例：52SB 1 第52次調査の第1号掘立柱建物跡

4 図版、 写真図版、 遺物観察表中の遺物番号は共通である。遺物の実測図については一部を除いて1/3

を基本にしておりスケ ー ルを図中に示した。遺構遺物写真については縮尺は不定である。

5. 調査成果の一部については、 柳之御所遺跡調査研究指導委員会等で公表してきたが、 本書の内容が優先

するものである。

6. 第V章の「柳之御所遺跡出土鋼印の素材について」については国立歴史民俗博物館の永嶋正春氏、 木製

品の樹種同定については、 パ リノ ・ サ ー ヴェイ株式会社と釜石文化財保存処理センタ ーの御協力により

実施したものである。 また、 一部出土木製品の年輪年代測定については、 光谷拓実氏 （奈良国立文化財

研究所） の御協力により実施したものである。なお、 今回理化学的分析を行った銅印は、 平成11年度

第50次調査で出土したものであり、 詳細については柳之御所遺跡第50次発掘調査概報(2000年：岩

手県教育委員会編）で既に報告済みである。

7. 遺構の埋土観察、 遺物の色調観察は、 「新版標準土色帖』を参考にした。

8. 鉄製品の保存処理については、 岩手県立博物館の協力を得た。

9. 後述する「柳之御所遺跡調査研究指導委員会」の委員の方々をはじめとして、 下記の方々 ・ 機関の御協

力を得た。（順不同：敬称略）

国立歴史民俗博物館 （財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー 岩手県立博物館 平泉町教育委

員会 平泉町文化財センタ ー 柳之御所資料館 福島大学 （財）水沢市埋蔵文化財センタ ー 鎌倉考古

学研究所 奈良国立文化財研究所

10. 本事業に係る調査で得られた諸記録及び出土遺物は、 岩手県教育委員会が保管している。
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第 1 章 はじめに

1 調査経過

当教育委員会では、 柳之御所遺跡が平成9年に国の史跡に指定されたことから、 当遺跡を史跡公園として

整備し保存活用を図るため、 文化庁・柳之御所遺跡調査研究指導委員会の指導助言を得て、 平成10年度か

ら主に未調査区域を対象として内容確認の発掘調査を計画的・継続的に実施している。三ヵ年を1 サイク）レ

とし、 第I期整備対象区域である堀内部地区を中心として調査を実施している。

平成11年度実施した第50次調査では、 既往の調査で確認された苑池や大型の建物など、
塀

で囲 まれた中

枢域の周辺地域での12世紀代の遺構の広がりと密度を確認することを主要な目的として、 遺跡の東側にあ

たる北上/II右岸縁に調査区を設定し発掘調査を行った。 その結果、 12世紀代の遺構が現況の河岸縁 まで分

布し柳之御所遺跡の一部が北上川の侵食で失われていることが確認された。12世紀代の遺構についても、

塀
や井戸状遺構の検出、 複雑に重複する掘立柱建物などが多数検出され、 複数時期にわたって遺跡が営 まれ

たことが明らかにされた。 また、「磐前村印」と刻印された銅印と器表面全体を漆の泌み込んだ麻布で被覆

されたほぼ完全な形に近い白磁四耳壺が同一の井戸状遺構から出土した。地名を刻印したと推定される銅印

の発見は、 奥州藤原氏の統治システムを考察するうえで貴重な資料となるばかりでなく、 本邦の印章史の空

白期を埋める資料として注目された。

平成12年度は第 1 次三ヵ年計画の最終年度であり、 柳之御所遺跡遺跡の調査としては通時で第52次の調

査に当たる。 昨年度に引き続き苑池が立地する遺跡中心部の北側の地域を対象として調査を実施することに

した。 また、 平成11年度からの継続の県単事業として、 遊歩道 ・ 説明板・ベンチ等、 来跡者の利便に供す

るための簡易的な施設の設置を図った。

なお、 柳之御所遺跡第53次調査として平泉町教育委員会が堀外部地区で倉庫建設に伴う事前調査として

周知の遺跡部分の柳之御所遺跡の発掘調査を実施している。

2 本年度の調査について

(l) 柳之御所遺跡調査研究指導委員会

当教育委員会では、 柳之御所遺跡調査研究指導委員会を設置し、 柳之御所遺跡の発掘調査と研究、 史跡整備

等について指導助言を得ており本年度は以下の内容で委員会を開催した。

① 平成12年度第1回柳之御所遺跡調査研究指導委員会

平成12年5月11日（木） 平泉町役場

・柳之御所遺跡第52次発掘調査計画について（県教育委員会）

•平泉遺跡群関連発掘調査計画について （平泉町教育委員会・（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

タ ー ・岩手県立博物館）

•平泉文化研究機関整備推進事業について （県教育委員会）
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② 平成12年度第2回柳之御所遺跡調査研究指導委員会

平成12年10月19 日 （木） 平泉町役場・柳之御所遺跡発掘調査現場ほか

・柳之御所遺跡第52次発掘調査成果について

•平泉遺跡群関連発掘調査成果について

・ 現場視察～柳之御所遺跡（文化課） 志 羅 山遺跡（平泉町教育委員会）

泉屋遺跡（（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー）

柳 之 御 所 遺 跡 調 査研 究 指 導 委 員 会

氏 名 役 職 専門分野 備 考

入 間 田 宣夫 東北大学東北 ア
・
ジ ア 研究セ ン タ ー 教授 古代 ・ 中 世 史

牛川 善幸 長 岡 造形大学教授 造園学

岡 田 茂弘 東北歴 史博物館 考古学 （古代）

小野 正敏 国立歴 史民俗博物館助教授 考古学 （ 陶磁器）

河原 純之 千葉大学教授 考古学 （ 中 世） 委員長

工藤 雅樹 福 島大学教授 考古学 ・ 古代 史 副委員長

斉藤 利男 弘前大学教授 中 世史学

佐藤 信 東京大学 古代史学

田 辺 征夫 奈 良 国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部長 考古学 （歴史）

村 田 健一 奈 良国立文化財研究所建造物研究室主任研究官 古代建築 平成11年度就任

(2) 調査の 目 的と調査の方法

平成 1 2年度は柳之御所遺跡発掘調査第1 次3 ヵ年計画の3 年次にあたり、 堀 内 部地区の中心建物群の東

側～北東側の地区を主要な発掘調査対象区と して実施することに した。 具体的には（財）岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財センタ ーが平成 元年に行った第2 3次調査区と隣接 した場所であり、 また当教育委員会文化課

が平成 4 年、 平成 5 年に行った第37次 • 第42次の範囲内容確認調査の調査区と重複する部分である。 今次調

査は以下を主要な課題と して行った。

① 池跡及び中心建物群を囲む23SA1
塀

跡の追跡。

② 4 間 9 間の南北棟の東側の状況及び建物郡の伸長。

③ 42SD01大溝とさ れていた遺構の時期及び伸展状況の追跡。

④ 3 7次 ． 42次の内容確認調査の時期に確認 さ れていた溝・
塀

類の時期及び伸展状況の把握。

発掘調査にあたって昭和63年度に（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ーが行った緊急調査時に設

定 したグ リ ッ ド に従った。 グ リ ッ ド の呼称についても同様である。調査が今後も継続 さ れることから再度基

準点の設置を行った。
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（基準点 1 X 座標 ： 一 1 11,970.000 Y座標 ： 25,030.000 グ リ ッ ド 杭70 - 70)。

基本的には遺構の内 容把握を主目的にしており、 遺構の所属時期の確定 ・ 遺構の性格等を把握するこ と であ

り、 検出したすべてについて最終的な段階 まで精査を行っておらず必要最低限の段階で調査を終了している

ものもある。 なお、 半戟あるいは完掘した遺構については砂で埋め戻し、 さらに砂 と 土で追構面を覆い可能

なか ぎり旧状に復 旧し保存を計っている。

柳 之 御 所 遺 跡 発 掘 調 査年次計画

年 次 調査次数 調査面積 調査期 間 予算 （千円） 備 考

第 平成 1 0 年度 第 4 9 次 5 0 O m2 
5 月 1 5 日 ～

1 0 月 3 1 日
1 8 , 2 1 1  国庫補助

次 平成 1 1 年度 第 5 0 次 1 ,  8 0 0 m2 
5 月 1 3 日 ～

1 0 月 3 1 日
1 8 , 2 1 1  国庫補助

計

画 平成 1 2 年度 第 5 2 次 5 0 O m2 
5 月 1 5 日 ～

国唐補助1 1 月 1 7 日
1 8 , 2 1 1  

第 平成 1 3 年度 第 5 5 次 3 ,  1 0 0 m2 

次 平成 1 4 年度 3 ,  1 0 0 m2 

計

画 平成 1 5 年度 3 ,  1 0 0 m2 

※ 平成12年度 ま で は 実績、 13年度以降 は予定

柳 之 御 所 遺 跡 発 掘 調 査年 次 別 調 査 計 画

年 次 調査次数 調査内容等

平成 1 0 年度 第 4 9 次 • 堀 内 部地 内の中心建物 群 、 特 に 最大建物であ る 南北棟4
第

間9 間42SB l (28SB4 と 一部重複） の東側 地 区の解 明 。

次 · 23次調査次の23SB2建物跡の延長確認。
3 
力 · 23SA3柱列跡、 23SA1塀跡の延長確認。

年
· 48SB 1 建物跡の延長確認 と 所属 時期の検討。

計
画 • 北上 川 に 向 か い 形成 さ れて い る 小規模谷地形の解明。
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平成 1 1 年度 第 5 0 次 ・ 池跡 及 び中 心建物 群 を 囲む23SA1塀跡 の追跡。

· 4 間 9 間 の南北棟の 東側の状況及び建物群の伸長。

· 42SDOI大溝とされていた遺構の時期及び伸展状況の追跡。

· 37次 、 42次 の 内 容確認調査の 時期 に 確認 さ れ て い た 溝 ・

塀類の時期 及 び伸 展状況の把握。

平成 1 2 年度 第 5 2 次 •堀 内部地区、 中心建物群の西側 及 び北西側地域の解明。

・ 祭祀遺構周辺域の解明。

・ 無量光院 と の 対峙地域の解明。

• 堀外部地区か ら 延長す る と推定 さ れ る 道路遺構の解明。

平成 1 3 年度 第 5 5 次 ・ 未調査区域 で あ り 、 中 心建物群 の北側地 区 の 解 明 。

・中心建物 群 を 囲むと推定 さ れ る 塀跡の検出。

•堀外部地区か ら 延長す る と推定 さ れ る 道路遺構の解明。

平成 1 4 年度 第 5 6 次 ・ 未調査区域であ り 、 中心建物 群 の 北側地区の解明。
第

・中心建物群 を 囲むと推定 さ れ る 塀跡の検出。
次
3 •堀外部地 区 か ら 延長す る と推定 さ れ る 道路遺構の解明。

年
・現存す る 微高 地状の高 ま り の性格把握。

計 •北上川 縁地域の状況把握。

平成 1 5 年度 ・未調査区域で あ り 、 中 心建物群 の 北側地区の 解明。

•堀外部地区か ら 延長す る と推定 さ れ る 道路遺構の解明。

•北上 川 縁地域の状況把握。

•堀外部地区との連絡施設 （道路 ・ 橋等） の確認。

※ 第51 次調査 平泉 町教育委員会
第53次調査 平泉 町教育委員会
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第 II 章 検 出 遺構

1 建物

柳之御所遺跡第52次調査では掘立柱建物跡が26棟検出された。 また柱列は 6 条が検出された。 こ れらの

建物、 柱列はその所属時期を明 らかにし得ないものも多いが、 予測を含めて所属時期について述べる。 建物

の所属時期は出土遺物から 1 2世紀のものと近世のものに 2 大別される。

1 1 2世紀に属する建物 ・ · · 52S B 14、 52SB 18、 52SB 1 9、 52S B21、 52SB25、 52SB26 

2 近世（一 部16世紀も 含 む）に属 する建物・ ・ •52SB 1 、 52SB 2 、 52SB 3 、 52SB 4 、

52S B 5 、 52SB 6 、 52SB 7 、 52SB 8 、 52SB 9 、 52SB 10、 52SB 11、 52SB 12、 52SB 13、

52 SB 15、 52SB 16、 52SB 17、 52SB20、 52SB22、 52S B23、 52SB24 

( 1 )  1 2世紀の建物

今次の調査で検出 さ れた12世紀の建物 は 6 棟ある。建物 ごとに説明する。これらの建物の12世紀の中で

の時間的な位置付け、 用途については、 全体的な視点から、 他の遺構との兼ね合いを含めて考察せねばな ら

ず、 こ こ では詳しく述べない場合もある。

52 S B  1 4  確固たる根拠はないが、 柱穴の埋土の質感から12世紀の所属と考え られる。12世紀の ト イ レ状

土坑52SK 13よりもおそらく古い。 また近世～近代の土坑52SK 18よりは古い。 P 903と P132の 間には

柱穴が検出されていないが、 他には柱穴があり、 総柱の建物であった可能性がある。

52 S B  1 8  西側の庇の柱穴が残存していないが「三間四面」の建物と考えられる。西側は東側よりも検出

面の標高が低く、 それがために柱穴が残存していない。検出された柱穴も概し て遺存状態が悪く、 浅いもの

が多い 。 本建物は12世紀の ト イ レ状土坑52SK 14よりおそらく古い。

52 S B  1 9  柱穴の埋土の質 感か ら 1 2世紀の所属と考えられる。道路状遺構の路面内に位置しており道路状

遺構より古 い可能性が考えられる。

52 S � 2 1  柱穴の埋土の質感から12世紀の所属と考えられる。北東隅から北側に柱穴が延びるが、 一体の

ものである可能性が考えられる。 建物の軸方 向が大型建物の52SB25に近く同時存在の可能性も考えられ

る。

52 S B 25 大型の建物である。「三間四面」 の本体部分と 2 間の幅で東側に延びる部分からなる。柱間寸法

が 9~10尺台と長く、 平泉遺跡群内でも傑出 した大きさの建物である。 これ まで検出された堀内部地区の

「中心建物」と比べても遜色ない大きさである。 この大きさか ら 考えて52SB25はある時期の柳之御所遺跡

堀 内 部地区の中心建物（ またはその一部分）である可能性が高い。 52SB25は2間の幅で東側に突出する部

分がある。 これが「廊」のような施設であれば、 それに連結 する大規模な建物が東側に存在する可能性があ

る。 こ の有無は今後の調査により明 らかになる。

柱穴は30個検出されている。柱穴はいずれも柱の抜き取りを観察できる。柱痕が観察できたものは底面

近くに痕跡が残っていたものである。身舎の柱穴の掘方は庇の柱穴の掘方より径が大きい。 そして身舎の柱

穴には礫が多量に詰 まっていた。 この礫は抜き取り痕の部分だけではなく、 本来の柱穴の埋土にも入ってお

り、 柱を立てる際に土とともに入れ られた礫と理解できる。 こ の礫は庇の柱穴には全く含 まれておらず、 柱

を立てる際に身舎と庇の柱を峻別していた こ とがわかる。 また幾つかの柱穴で、 底面に礎板が置かれている
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ことが確認できた。 これは、 身舎、 庇のいずれの柱穴にもみられる。抜き取 り 痕の土には焼土や炭化物は含

まれずこの建物が焼失した痕跡は全 く 見出せない。

52 S B 26 ほとんどの柱穴が3 1 次調査で検出されたもので、 今次の柱穴番号を付していない。 31次調査の

31 S A3としたものが本建物の核にな っ ている。 P 974の検出によ り 、 再検討した結果、 柱列ではな く 「三

間四面」の建物とすべきである判 断した。

(2) 近世の建物

近世の建物は幾つかの重複する まとま り に分けられる。以下 まと ま り ことに説明する。

① 調査区西側 (58 -57付近） のま と ま り (52SB3~52SB l 0) 

52S B 3、 52SB 5 、 52S B 7 � 52 S B 9 の 4 棟がほぼ同 じ位置で重複する。 柱穴の 直 接の切 り 合いか

ら52SB 3が52SB 5 よ り 新しい。 そして52SB 5 は52SB 7 よ り 新しい。 52SB 9 は柱穴が重複する

部分がなく、 前後関係を知 り 得ないが、 柱間寸法などから最も古い建物と仮定する。 そうすると古い順から

52S B 9、 52SB 7 、 52SB 5 、 52SB 3の変遷が仮定される。 これらは建物の規模から考えて主屋と考

えられ、 主屋の建替えが行われたものと理解できる。52SB 3 は北側に、 52SB 5 は南北両面に下屋柱を

持つ、 同 じ 性格の建物が連続して建てられたという観点からすれば、 規模も同程度であろうから、 52SB 

3 の南面、 そして52SB 7 、 52SB 9 の南北両面にも下屋柱が存在していたと想定される。 上屋柱の掘 り

込みに比べると下屋柱の掘 り 込みが著し く 浅いため、 下屋柱が残存していない可能性が高い。

主屋と考えられる 4 棟の建物の東側に、 付属屋と考えられる小規模な 4 棟の建物の重複がある。 この部分

は幅の広い52S D26が位置してお り 、 柱穴はその埋土に掘 り 込 まれてお り 、 柱穴の検出は非常に困難をき

わめた。 これらの建物は柱穴の切 り 合いと、 主屋との位置関係から古い順に52SB 10、 52SB 8 、 52SB 

6 、 52SB 4の変遷と考えられる。主屋との関係は52SB 9 と52SB 10、 52SB 7 と52SB 8、 52SB 

5 と52SB 6 、 52SB 3 と52SB 4 がそれぞ れ組み合わさる。この組み合わせでは、 必ずしも主屋と付属

屋軸方向 は共通していない。 52SB 3の プラン内に土坑52SK27が存在する。 周辺部が焼けているわけで

はないが、 位置的な点から52SB 3 内に設置された炉の痕跡の可能性が考えられる。

こ の建物 の まと ま り の年代ははっ き り しない点もあるが、 最も新しい主屋52SB 3 の幾つかの柱穴から

遺物が出土している。 柱穴 P 732の柱痕からはキセルの吸 口 (6023) 、 P 991からは瀬戸 ・ 美濃産の陶器碗

(4007) 、 P 9 90からは瀬戸 ・ 美濃産の輪花の皿 (4011) である。 キセルの年代については18世紀代の可

能性があるが、 こ れは柱痕からの出土でもあ り 、 柱痕が腐 り 空洞になってからの混入も考えられる。2点の

瀬戸 ・ 美濃産陶器については17世紀前半の所属が考えられ、 また平泉近辺の掘立柱建物民家 の形状変遷

（羽柴直人 1997 「岩手県平泉町における近世掘立柱民家について」 紀要X VII （財）岩手埋文 ）を考

え合わせると、 52SB 3の年代は17世紀前半～中頃のものとするのが妥当であ ろう。52SB 3に先行する

建物の年代は1軒の存続期間を40年と仮定すると、 概ね52SB 5 が16世紀末 ～17世紀初頭、 52SB 7 が

16世紀後半、 52SB 9 が16世紀前半とすることができる。付属屋52SB 4 、 6 、 8、 10はそれぞれ伴う

主屋の年代が与えられる。 柳之御所遺跡41次調査ではこれらの建物の まと まりから約20m 南で井戸(41S 

E 6 ) が検出され、 17世紀前半の美濃産の皿 （第72図参考に掲載）が出土している。位置的に考えて41S

E 6 は52SB 3 等の まと まりに伴う可能性が高く、 上記の年代観を補強する。 また一片であるが、 建物の

まと ま り のす ぐ北側にある52S K26から16世紀代の中国産の染付皿(4027) が出土している。 (52SK 

26 自 体は20世紀の遺構である。）これも建物群の年代が16世紀～ 1 7世紀中頃の属する可能性を高めている。

建物の性格は規模と造物量から考えて農民の住居とするのが妥当であ ろう。
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② 調査区中央部 (66- 60付近） のまとま り (528B 1 1 、 528B 1 2、 52柱列 1 、 52 8 B 20) 

規模の類似する52SB 11と52S812が重複する。 また建物に組めなかったが、 52柱列 1 も重複する。52

柱列 1 は52S812の下屋柱になる可能性も考えたが、 軸がややずれるため、 その案を採らなか った。しかし

検討の余地は残されている。 また、 柱穴の切り合 い 関係から52S811が52S812、 52柱列 1 より新しいこと

がわかる。52S812と52柱列 1 は切り合 いがなく前後関係は不明である。52S811のP53 7から肥前産の磁

器の碗 (4029) が出土している。17世紀前半のもので、 52S811の年代も17世紀前半と考えた い。 それに

先行する52S812は 16世紀末～17世紀前半の所属と考えた い。52S811、 52S812と重複しそれらより新

しい52SD6 、 52SE3 からは18世紀代の陶 磁 器片が出土しており、 52S811が近世後半に下らない 証の一

つを示している。

52S811、 52S8 1 2は同時期と推測される52SB3 ゃ52SB2 に比べるとその規模が小さい。よって主屋で

はなく付属的な建物と推測される。位置的な点から調査区東側の建物の まと まり(52SBl 、 52SB2 など）

に付属する可能性が高 い。52柱列 1 は上述のように52S812の下屋柱の可能性も考えられるがはっ き りしな

い。独立した柱列とした場合はその用途、 時期を明確にすることがで き な い。

また52SB 11、 12と重複する52S B20が存在する。52SB 1 1 の柱穴と切り合う部分があるが前後関係

を把握でき なかった。52SB 11、 12の規模に近いことから、 同じ用途の建物と推測される。

③ 調査区東側 (7 1 - 6 1 付近） のまとま り (528B l 、 52SB2、 528B 1 3、 528B 7 5~ 1 7) 

規 模の大 き い52SB1 、 52SB 2 、 52SBl5、 52S816の重複を中心とする まと まりである。52S8 1 、

52S816には下屋柱が検出されていないが、 本来は52SB2 、 52S815と同様に下屋柱が存在したものと想

定する。よってこの4棟は同規模の建物で、 それが連続的に建て替えられたものと理解される。柱穴の切り

合 いから新しい順に52SB 1 →52SB2 →52SBl5ということがわかる。52S816は他の建物と柱穴の切り合

いが無く前後関係を明らかにし得な いが、 柱穴P336から 16世紀末～17世紀初めの肥前産陶 器碗 (4006)が

出土しており、 後に述べる建物の年代観と照らし合わせ、 52SB3 より古く、 52SB2 、 SBl5より新しいと

想定する。よ って想定する建物の変遷は古 い順から52SBl5→52S8 2 →52SBl6→52SB1 となる。これら

の4棟はその規模から農民の屋敷の主屋と考えられる。建物の年代は52SB1 の柱穴P258で瀬戸美濃産の陶

器皿 (4002) 、 P278、 P 34 7 で肥前産の陶 器碗 (4003 、 4004 同 一個体）、 P278で肥前産の磁 器碗

(4028) 、 P260で肥前産磁 器皿 (4037) が出土している。これらの陶磁 器はいずれも17世紀前半代に納 ま

るもので52SB1 の年代も17世紀前半に求められる。 そしてこれに先行するのが、 16世紀末～17世紀初頭

の肥前産陶 器碗を出土した52S8 15ということになる。時期は陶 器の年代から16世紀末 ～17世紀初頭と考

えられる。52SB2、 52SBl5からは遺物の出土がないが、 52S816との連続性から、 52SB2 が16世紀後半、

52S815が16世紀中葉の年代が与えられる。

52S813 は 規 模と その位置から、 主屋 に伴う 付属屋と考えら れる。 位置的には52SB1 、 52SB2、

52S815の いずれかに伴うと考えられるが、 得られた事象からは明らかにで き な い。 また上で調査区中央の

まと まりの52SB 11、 SB12、 SB20は、 本 まと まりの主屋に付随する付属屋の可能性があることを述べ

た。52S811の柱穴P537から出土した肥前磁 器の底部は、 52SB1 の柱穴278から出土した磁器碗の 口縁部

と同一個体と考えられる。このことからも、 52SB1 の まと まりと、 52SB11の まと まりは、 同じ屋敷内の

遺構である可能性が高 い。
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また、 本 まと まりの中に52SB17が存在する。 この建物は柱穴の切り合いから、 52SB2 より新しい建物

である。 そして他の主屋52SB1 、 15、 16とも共存し得ない。 この52SB17の時期は明確にし得ないが、 プ

ラ ンも平行四辺形でしっかりしたものではなく、 52SB 1 などの主屋の変遷とは関係ない近世中葉以降の臨

時的な建物と推測される。 52SB17の南東3 m付近に19世紀代の遺物を含 む52SK 2 が存在する。この土

坑と52SB 17の関係が推測される。

なお、 位置的な関係から、 52SB 1 とその北辺にある52S D 1 が、 また52SB 16とその北辺にある52

SD2 がそれぞれ伴う可能性がある。

④ 調査区南東 (7 1 - 65) の ま と ま り (52 S B 22~24) 

52S B23は柱穴の掘方の規模が径80cm程度と非常に大きいのが特徴的である。 それがために、 52SB 

23を構成する柱穴の内2個を土坑 (52SK15、 52SK23) として調査してし まったほどである。所属時期

は明確にし得ないが、 プ ラ ンや柱間寸法などから12世紀の可能性は非常に低く、 今次の調査で検出された

多くの近世建物と同時期、 16世紀～17世紀前半に属する可能性が高 い。 しかしその場合、 他の主屋級の建

物との関係が問題になる。柱間寸法が長い部分もあり、 下屋柱を想定した方が都合が良いが、 下屋柱は一個

も検出されておらず、 その有無は不明とせ ざるを得ない。

52S B24は52S B 23の東側に軸方向を同じくして位置している。 このことから、 52SB24は52S B23 

の付属建物と考えられる。52S B24の東辺の柱穴は柳之御所遺跡31次調査で検出されており、 31S A 2 の

名称が付されていたが、 今次の調査で西辺の柱穴が検出され、 建物になることがわかった。

52S B22は半間 ことに柱穴が配されている。52SB23とプランが重複するわけではないが、 非常に近接

しており、 同時存在とは考えられない。52SB22は位置的に 考えて、 ③の調査区東側の ま と まりの主屋52

SB 1 、 52 8 B 16、 52S B 2 、 52SB 15のいずれかに伴うと考えられる。 柱が半間こtとに配されること

から密閉性の高い蔵のような用途が想定される。

(3) 柱列
柱列と認識したものは6 条ある。 年代がはっ き り しないものが多いが、 下に可能性を示す。

近世～近代・ ・ • 52柱列 l 、 52柱列 2 、 52柱列3 、 52柱列 4

12世紀 · · · · 52柱列 5 、 52柱列 6

この中で52柱列 5 の南側は近年に造作された水田のために削平されており、 本来は柱列に対応する柱穴

が有り建物を構成していた可能性が高い。他の柱列については用途を明確にし得ないものが多い。
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36,2尺(1097cm)

7. 5尺
(227cm) 

7. 5尺
(227cm) 

柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P328 40 .8 27 .26 
P832 70 .0  26 .96 
P258 65 .2 27 .06 
P260 5 1 . 8  27. 1 5  
P l 9 1  43 .6  27 .28  
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P 753  20 .0  26.64 
P 769 1 0.7  26 .79 
P l 00 3  65 .2  26 . 1 8  
P 762  27 .5  26 .47  
P l OOO  17 .0  26 .65 
P 756 3 3.7  26 .42  

柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 
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P l 0 2 1  56 .9 26 .29  
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柱穴番号
深 さ 底 面 の 標 高

(cm) (m) 

P273 1 1 .2  27 .53 
P274 1 8.4 2 7 . 5 1  
P354 8 .7 27 .4 1 
P285 1 7 .8  27 .45  
P288 1 9 .3  27 .40 
P 2 9 1  1 5 .9  27 .48 
P359 1 2 . 1  27 .3 1 
P874 20 .3  27 .32 
P298 2 1 .4 27.37 
P 9 1 5  5 .8 27 .44 
P363 1 7 .6  27. 1 8  
P364 6 .8 27 .20 
P 3 0 1  2 4.4 27.22 
P300 1 6.8 27 .33  
P305  2 1 . 3  27 .20 
P304 25 .9  27 . 1 5  

柱穴番号 深 さ 底 面 の 標 高

(cm) (m) 

P635 27 .2  27 .65 
P634 39 .4  27 .36  
P567 3 4 . 1  27 .43  
P568 34 .7  27 .77 
P931  40. 1 27 .39  
P557 1 9 .4  27 .57  
P637  10 . 8  27 .80 
P559 1 1 . l  27 .56  
P 6 3 1  35 .4  27 .48 
P630 28.5 27.47 
P629 30. 1 27 .47 
P570 48 .9  27 .26  
P572 3 5 . 1  27 .40 
P553 不 明 不 明
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柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P827 30.3 26.77 
P924 1 7 .5 27 .09 
P430 33 .8  27 .29 
P808 1 5 .8 27.33 
P484 42.2 26 .69 
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柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P 1 64 b  53.4 26.93 
P 8 9 1  38.7 26.97 
P 1 60 26 .8  2 7 . 1 7  
P 1 62 a  55.3 26.86 
P l 049 1 3 .4 2 7.02 
P 3 1 0  5 1 .6 26 .85 
P 1 66 53.9 26 .82 
P l 036a 23.3 26.85 
P l 032 29.5 26 .87 
P 976 26 .3  26 .82 
P 959  49 .2  26 .74  
P 961  47 .4  26 80 
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柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P l 03 8  62 .9  26 .68 
P 9 8 1  58 .7  26 .65 
P 969 68 .3  26 .7 1 
P 970 58 .2 26 .77 
P 956 22 . 4  26 .99 
P 966 1 3 . 0  27 . 26  
P 967 1 3 . 8  27 .26 
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P 375 6 .7 27 .06 
P l 04 3  3 9 . 1  26 .78  
P 366 33 . 3  26 .85  
P 307 1 6.4  27 .08 
P 308  42 . 1  26 .79  
P 3 1 1  48 . 3  26 .82  
P l 04 4  3 7 . 1  26 .9 1 
P l 04 1  54 .2  26 .72  
P l 04 0  52 .0  26 .76  
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P 977  4 7.5  26 .79  
P l 04 8  35 .5  26 .86  
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P864 

A 一 〖)辺- B A -

2
 

勺60

P 935 
1 l O G Y 7 / l llJl 緑 灰 色 土

lOY R l .  7 /  1 黒 色 土 プ ロ ッ ク
少 鼠 、 礫 多 駄 混 入 礎 板． の 破 片

が 混 入 抜 き 取 り 痕
10 G Y 6 / l 緑 灰 色 ロ ー ム
10Y R 5 /  1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少

鼠 混 入 柱 穴 の 掘 方 の 土

奉戸

＼

」B
 

[
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c̀
 

^
K
 

0 `
 

5

E

P
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)

0
 三

B
.

 

S
ll
 

52
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＼
 

か く ら ん

P945 

/因
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―姶
- 1 1S-s9 

尋

柱穴番号
深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P940  23 .9  27 . 25  
P939  1 5 . 0  27 .30  
P944 1 5 . 9  27 .34  
P945  1 7 . 2  2 7 . 2 3  
P 2 3 0  29 .2  27 . 45  
P938  9 . 6  27 . 33  
P2 1  l 56 .2  27 . 43  
P937  1 0 . 0  27 . 24  
P 2 1 5  59 .9  2 7.46 
P 885 1 3 .4  27 .29 
P209  32 .0  2 7.46 
P 845 45 .4  27 .40  
P l 02 23 .0  27 .46  
P l 03 4 1 . 2 27 .45  
P 886 66.8 27 . 1 5  
P 9 4 1  25 .0  27 .29 
P946 23 .9  27 .30 
P887 6 1 . 0 27 . 1 7  

柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P894 67 .2  27 . 1 2  
P949b 63 .5  27 . 1 0  
P867 33 .2  27 . 1 8  
P942 未 掘
P936 27 .5  27 . 1 0  
P934  33 .0  27 .08  
P865 7 2 . 1  27 . 1 3  
P935  24 . 1 2 7 . 1 3  
P864 64 .5  27 .27  
P869 5 3  2 2 7 . 1 6  
P863  6 3  0 27 .09  
P866 28 6 2 7 . 1 3  

10. 25尺
(310. 5cm) 

9. 0尺
(272cm) 

: 9

、
-

9
、 9: 

P867 
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--L-28.0m ー B

鱈
P 867 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

10Y R 1 . 7 / 1 黒 色 土 ま だ ら 多 紋 混 入
抜 き 取 り 痕
5 Y 7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム
lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら 多 屈 混 入
柱 痕
5 Y 7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム
lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら 少 駄 混 入
掘 方 の 土

P865 
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L=28.0m 

□[ 

- B 

゜ o 1 
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P 865 
1 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R l . 7 / 1 黒 色 土 少 抵 混 入
礫 多 砧 混 入 抜 き 取 り 痕
2 .  5 Y  8 / 4 淡 黄 色 ロ ー ム
lOY R l . 7 / 1 黒 色 土 ま だ ら 少 駄 混 入
掘 方 の 土

2
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P 864 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

10 Y R 4 / l 褐 灰 色 土 ま だ ら 少
駄 混 入 l O Y R l. 7 /  1 黒 色 土
ま だ ら 少 訊 混 入 柱 抜 き 取 り 痕
lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
礫 、 炭 化 物 粒 少 屈 混 入
柱 穴 の 掘 方 の 土

P863 

A
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P 869 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 、 礫 多 屈 混 入
抜 き 取 り 痕
lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 多 磁 混 入
掘 方 の 土

2
 

｀昌
P866 

A
- -L=28.0m - B 

瓢言

P 863 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら 多 祉 混 入
抜 き 取 り 痕
5 Y 8 / 4 淡 黄 色 ロ ー ム
礫 多 祉 混 入 lOY R l .  7/ 1 黒 色 士 少
羅 混 入 掘 方 の 士

2
 

P 866 
1 lOY R l . 7/ 1 黒 色 土

lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ
ら 多 低 混 入 柱痕
lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R l . 7 / 1 黒 色 土 ま だ ら 少
殷 混 入 柱 穴 の 掘 方
lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R 5 / 1 褐 色 土 ま だ ら 多
位 混 入 抜 き 取 り 痕 か

2
 

3
 

P934 

A
--L-28.0m - B 

畠
P 934 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

礫 多 屈 、 lOY R l . 7 / 1 黒 色 士 プ
ロ ッ ク 少 只 混 入 抜 き 取 り 痕
7 . 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム
lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少
瓜 混 入 柱 穴 の 掘 方 の 士

2
 

゜ 2 m  

鼻
第 l l 図 掘立柱建物 ( 1 1 ) (52 S 8 25) 

- 19 · 2 0  -



P230 [

”
 P21 5  

A....!:_=2B.2m _ 

□
B 

P845 
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A
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二
- B 
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A L=28.0m -=- --·--· - B 

麟
P938 
A ― L=28.0m - B 

疇

P944 

A .1,__-28.0"'- B 

冒

P 230 
1 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土

酸 化 鉄 分 多 鼠混 入 か わ ら け細 片 微
殿 混 入 抜 き 取 り 痕

2 lOY R l . 7 /  1 黒 色 土
l O Y  R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム ま だ ら 多
蘇 混 入 柱 穴 の 掘 方 の 土 底 面 に 礎
板 の 痕 跡 あ り

P 215 
1 lOY R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム

lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少 嚢混
入 抜 き 取 り 痕

2 lOY R l. 7 /  1 黒 色 土
5 Y 7 / 3 浅黄 色 ロ ー ム ま だ ら 多 量
混 入 柱 痕

3 5 Y 7 / 3 浅黄 色 ロ ー ム
lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 微飛 混 入 柱痕

4 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 少 塁 混入
掘 方 の 土

P 845 
1 10Y R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム

lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら
多 嚢 混 入 礫 少 呈 混 入

2 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土
lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ
ロ ッ ク 多 昼 混 入

3 7. 5 Y 8 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム
lOY R 5 / 1 褐 灰 色土 ま だ ら
少 量 混 入

P 103 
1 10 Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R l. 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら 少
塁 混 入 柱 抜 き 取 り 痕

2 lOY R 2 / 1 黒 色土
lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム と
炭 化 物 粒 ま だ ら に 多 風 混 入
柱 痕

3 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
炭 化物 粒 ． lOY R 2 / l 黒 色
土 粒 少 盪 混 入

P 885 
1 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土

l O Y  R 7 / 8 黄橙色 ロ ー ム プ
ロ ッ ク 少 嚢 混 入 柱痕

2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 微 量 混 入

P 938 
1 lOY R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム

lOY R l . 7/ 1 黒 色土 多 昼混 入 柱痕
2 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 少 量 混 入 掘 方 の 土

P 944 
1 lOY R 1. 7 / 1 黒 色 土

5 Y 8 / 6 黄 色 ロ ー ム ま だ ら 多 量 混
入 柱痕

2 5 Y 8 / 6 黄 色 ロ ー ム
l OY R l . 7/ 1 黒色 土 プ ロ ッ ク 少量 混 入
掘 方 の 土
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2ロニ

B
 

9
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p
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A 
L=28.0rn - -B 

嗣
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麟

P937 

A_ L=28.0m - B 

麟
P945 
A L=28.0m ― ―B 

麟
P939 

A上ー 28.0m - B 

闘

P 211 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少 景混
入 炭 化 物 粒 少 阻 混 入 抜 き 取 り 痕

2 lOY R l . 7/ 1 黒 色 土
5 Y 7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム ま だ ら 多 最
混 入 柱 痕

3 5 Y 7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム
lOY R l.  7/ 1 黒 色 土 微 量 混 入
掘 方 の 土

P 209 
1 lOY R l . 7/ 1 黒 色 土

l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に
多 飛 混 入

2 l O Y  R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム
lOY R l. 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら に 少 量混 入

P 102 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

10Y R 4 / l 褐 灰 色土 ま だ ら 多g 混 入
柱 痕

2 l O Y  R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム
lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少 量 混 入
掘 方 の 土

P 886 
1 lO)' R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム

lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 少 量 混 入

抜 き 取 り 痕
2 lOY R l . 7/ 1 黒 色 炭 化 物 阿
3 l O Y  R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム

lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら 少 塁 混 入
抜 き 取 り 痕

4 5 Y 7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム
lOY R l. 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら 多 ほ 混 入
柱 痕

5 5 Y 7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム
lOY R l . 7/ 1 黒 色 士 ま だ ら 微 殷 混 入
掘 方 の 土

P 937 
1 lOY R l . 7/ 1 黒 色 土

5 Y R 8 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム ま だ
ら 多 屈 混 入 柱痕

2 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム
lOY R l . 7/ 1 黒 色土 微 g 混 入
柱 穴 の 掘 方

P 945 
1 lOY R 3 / 1 黒 褐 色 土

l O Y  R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム ま だ ら 少
堡 混 入 柱 痕

2 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R 7 / 1 灰 白 色土 ま だ ら 少 嚢 混
入 掘 方 の 土

P 939 
1 lOY R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム

炭 化 物 粒 、 lDY R 5 / 1 褐灰 色 土 ま だ ら
多 只 混 入 柱 痕

2 l O Y  R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム
lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少 呈 混 入
掘 方 の 土

゜ 2 m  

第 1 2図 掘立柱建物 ( 1 2) (52 S  825柱穴）
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P 940 
1 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム

lOY R l .  7 / 1 黒 色 土 微 姐 混 入 ま だ
ら 少 は 混 入 掘 方 の 土

2 lOY R l . 7 / 1 黒 色 土
5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク 多
款 混 入 柱 穴 の 掘 方

3 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 土 木 が 変 化 し た
土 礎 板 の 痕 跡 か

P 946 
1 lOY R 5 / 3 に ぶ い 焚 褐 色 砂
2 5 Y R 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム

l O Y  R l .  7/ 1 黒 色 土 ま だ ら 多 蜃 混入
掘 方 の 土 か

P 894 
1 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 ま だ ら 多 塁
混 入 柱 痕 か

2 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 少 最 混 入
掘 方 か

3 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 口 ．ー ム
l O Y R l . 7 / 1 黒 色 土 プ ロ ッ ク 多 呈
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P 941 
1 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土

10Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 多
量 混 入 柱痕か

2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
10Y R 1. 7 / 1 黒 色 土 少 鼠混入 掘 方 か

3 l D Y  R 3 / 1 黒 褐 色 土
10Y R 8 /  3 浅 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 少
登 混 入

4 lOY R l. 7/ 1 黒 色 土
10Y R 8 /  3 浅 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク
少 泣 混 入

P 887 
1 2. 5 Y  8 / 4 淡 黄 色 ロ ー ム

小 礫 小 盪 混 入 抜 き 取 り痕 か
2 lOY R l . 7 / 1 黒 色 土 礫 多 旦 混 入

し ま り な し 抜 き 取 り 痕 か

P 949 
1 lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土

し ま り な し 礫 多 最 混 入
2 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

10 Y R 4 /  1 褐 灰 色 土 ま だ ら 多 虹
混 入 人 為 的 に 埋 め た 土 ？

3 1 0 Y R 3 / l 黒 褐 色 土
10Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ
ク 少 黛 混 入
1 ~  3 陽 全体 が 抜 き 取 り 痕 か

P936 

A 
L=28.0m 

P 936 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R l .  7/ 1 黒 色 土 ま だ ら に 少 嚢 混 入
礫 多 最 混 入 抜 き 取 り 痕

2 1 0 G Y 8 / l 明 緑 灰 色 土
l O Y R l . 7/ 1 黒 色 土 ま だ ら に 微 量 混 入
掘 方 の 土

ー B

誓

5 m  

第 1 3図 掘立柱建物 ( 1 3) (52 S 8 25柱穴 • 52 S 8 26) 
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柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P201  28 . 6  27 .38  
P203 9 .6 27 .54 
P907 1 1 .5  27 .48 
P l 26 43 .3  27 .24  
P l 24 37 .7  27 .23 
P l 25 1 8 .8 27 .44 

52 柱列 4
N -7 · - E  

P271 P264 士ー6l ニ
®P256 P247 P243 @-@ - reJ:...:.:.::...__® -0 

200cm 
(6.6 尺）

200cm 
(6.6尺）

20(血
(6.6 尺）

200cm 
(6.6尺）

181cm 
(6.0 尺）

柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P 2 7 1  13 . 4  27 .48 
P264 20.4 27 .48 
P256 1 9.0 27.5 
P247 1 5.2  2 7 . 4 1  
P243 不 明 不 明

800cm 
(26.4尺）

52 柱列 5
P562 P

9

33 P571 P660 

® ® @ P558 
® 

壬-57

236cm 
(7.8尺）

N-1 · -w 

g�
 

17
侶ー

」

63土
179cm 
(5.

9

応 I
537cm 
(17.7 尺）

N -12 ·  - E 

179cm 
(5.

9

尺）

236cm 
(7.8尺）

52 柱列 6
P183 PJ87 P l28 Pl53 

@ © @---© 

176cm 
(5.8 尺）

柱穴番号 深 さ 底而の標高
(cm) (rn) 

P 524 2 1 . 9 26 .97 
P 526 34 .5  26 .8 1 
P 527  不 明 不 明
P 8 1 2  不 明 不 明
P l 052 不 明 不 明
P l 053 不 明 不 明
P 928 54 .2  26 .70 
P l 054 不 明 不 明
P 922 37 .8  26 .88 

柱穴番号 深さ 底面の標高
(cm) (m) 

P485 3 1 .0 26 .82 
P487 1 1 .4  27 . 1 4  
P 8 1 3  5 .5  27 .26  
P439  6 .8  27 .29 
P 8 1 4  不 明 不 明
P4 1 4  7.2 27.46 

:
／ 

柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P933 37 .2  27 .34 
P 5 7 1  22 . 1  27 .54  
P562 40 .8 27 .37 
P560 14 .6  27 .53 
P558 22 .7  27 .45 

柱穴番号 深 さ 底面の標高
(cm) (m) 

P l 87 1 7. 2  27 .35  
P l 83 32 .9  27 .26  
P l 28 6 .5 27 .62 
P l 5 3  23 .0  27 .41  

7 ゜ 5 m  

第 1 4図 柱列 (52柱列 1 ~6)
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2 井戸状遺構

柳之御所遺跡52次調査では井戸状遺構を10基調査した。 12世紀の井戸は52S E 1 、 52SE 7 、 52SE 8 、

52S E 9、 52S E  10。近世～近代の井戸は52SE 2 、 52S E 3 、 52S E 4、 52S E 5 、 52SE 6 である。

( 1 )  1 2世紀の井戸

52S E 1 開 口 部は径 2 mほどであるが、 深さ 2 m付近ですぼみ、 径80cmほどに小さくなる。埋土は7層

までが一気に堆積し、 その後やや時間を経て1~ 6 、 8層が形成されたと推測される。 遺物は 2 層から多量

に遺物が出土している。遺物は瓦(3011、 3012、 3015、 3021、 302 7~3035、 3045~3048) 、 かわら

け(1~8 、 10~12、 14、 17~21、 23、 24、 26) 、 渥美産 陶 器片 (1099) 、 白 磁四耳壺底部片(2035) 、

穿孔のある石(6012) がある。 瓦は平瓦、 丸瓦の両者があるが、 いずれも砂粒が多 く 軟質な焼成 であり、

共通した胎土をも っている。 かわらけは 2 層の他に 1 層、 3 層からも少量出土している(9、 15、 16、 22)。

遺物はこのように上層部に集中す るが、 埋土 中位の9層から 白 磁壺体部片(2054) 、 木製品(5195、 5197)、

他に11層から木製品(5196、 5198) 、 最下層の12層から底部から □ 縁部 まで残存する渥美産陶器の片 口 鉢

(1058)、 中国陶器片 (2100) 、 ロクロかわらけ(25) が出土している。 図化できないかわらけ片は各層合

わせて 8 , 4 30g出土し ている。 図化したかわらけの重量 は 3 ,690gであるので、 52SE 1 全体で総計

12 , 120gが出土している。 また図示していない渥美産陶器が4 片 (225 g) 出土している。図示した も のも

合計すると6片(1,110g) になる。 また図示いていない須恵器系陶器が2片 (60 g ) ある。

52SE 1 は52SD1 と重複するが、 52SE 1 が古い。 また52SE1 の北西側に近接する溝52SD10からは52SE

1 の2層から出土した瓦と共通する瓦の大形片が出土している。 よっ て両者は同時に開 口していた可能性が

高い。 52SE 1 の時期は12世紀後半と推測される。

52S E 7 深さが150cm程度で井戸と称するのは不適切 だが、 調査時に付した名称をその ま ま使用する。

2層からかわらけ(33~116) が多量に出土している。 他に2層からは渥美産甕片(1078、 1079 2 片合

計 1 2 8 g ) 、 古代の須恵器 ？ 片(1139 20 g ) が出土している。 出土し たかわらけは図示しなか った破片

を含めて全て ロクロ かわらけである。 また最下層の9層から竹製の編物と、 ロク ロ かわらけ片 （図示なし）

が出土した。 図 化しなかったかわらけの総置は4 ,570g、 図示したかわらけの総量は9 , 000g、 総計で

13,570gのかわらけが出土した。 9層からの 1 片を除くと他は全て 2 層からの出土である。 年代は2層から

出土した ロクロかわらけの形態から考えて12世紀前半代の遺構とするのが妥当である。

52SE 7 は大型建物52S825の柱穴P845と切り合うが52SE 7 が古い。 また52SE 7 は道路遺構の路面内

に位置するので道路遺構とは同時存在ではない。

52S E 8 下部でややふくらむ断面形を呈する。 埋土は各層共に人為的な遺物を多く含み、 人為を介在し

ながら徐々に堆積したと考えられる。 5 層にはカ モ メ 貝の巣穴のある粘板岩や大形の礫が何個か投 げ込 まれ

ていた。特徴的なのは 6 層で焼けた壁土片で構成される層である。 火災の後の焼け壁土を人為的に集めて廃

棄した層である。 合計21, 860gの焼けた壁土が出 土した。 5、 6 層からはかわらけが数点出土しているが二

次被熱している個体が多い。 7 、 8層からは大きめの板材、 部材が集中して出土した。 これらは炭化してい

る部分は無く、 火災を受けた痕跡はない。9層、 10層はかわらけや木製品などの遺物が多量に出土した。 か

わらけは重ねられている状態のもの も 多く、 ほぼ一時に廃棄した遺物と考えられる。
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出土したかわらけの形態から12世紀第4四半期の遺構で ある可能性が高い。 9層から出土した折敷(5010)

について年輪年代測定を奈良国立文化財研究所の光谷拓実氏に依頼した。 結果は 「1186年伐採」 との結果

を し ヽただし ヽた。

出土遺物は以下に列挙する。

かわらけ 9 、 10層出土・ ・ ・ 2 7 8 点図示 (117~1 7 8 、 180~ 395) 5 、 6 層出土・ •8 点 圏 示

(1 7 9 、 3 9 6 ~ 402) 図 示 し て い な いかわらけの 総重量は6 3 , 900g、 図示したかわらけの 総重量は

20,425g 合計84, 325gのかわらけが出土している。

国産陶 器 上層、 表層 (1~3層） から常滑産片 口 鉢片 (1003)、 常滑産甕片 (1031、 103 3、 104 7、

1048)、 渥美産 山 茶碗片(1057)、 古代 ？ の須恵 器片 (1134) 6層と7層から常滑産片 口 鉢 (1008)、 5

層から常滑産甕片(1049)、 9層から常滑産甕片(1037) が出土 他に図示しなかった陶器片は常滑産陶器

20片(1,015g)、 渥美産 陶 器11片 (1 , 2 70g) 須恵器系陶器1片(35 g) で ある。 図示した陶器は常滑産陶

器8片 (963 g)、 渥美産陶器l片 (35 g)、 須恵器l片(80 g) で ある。

中 国産陶磁器 6層からII 系の 白磁 壺片(2020)、 緑釉 陶 器片(2077)、 7層からII 系の 白磁 壺片(202 7)、

陶 器壺片(2090)、 9層から II系の 白磁 壺片( 2026)、 III 系の 白磁 の壺片(2036、 2046、 2056、 2065、

2067)、 陶器壺片(2082) 10層からII 系の 白磁 壺片(2024) が出土した。

瓦 表層から丸瓦片( 3013、 3018)、 6層から軒丸瓦片 (3002)、 9層から平瓦片(3060) が出土

木製品 6層から3点 (5053、 5081、 5132、)、 7層から21点 (5001、 5008 、 5085、 5126 、 5149 、

5152 、 5153、 5155、 5 1 58、 5160、 5162 、 5170~517 2 、 5175~5177、 5180、 518 6、 5188、

5192、)、 9~10層から170点 (5002~5007 、 5009~5052、 5054~5080、 508 2~5084、 5086~

5125、 512 7~5131 、 513 3~5148、 5150 、 5151、 5154、 5156~5157、 5159、 5 1 61、 5163~

5169、 5173、 5174、 5178、 5179、 5181~5185、 5187、 5189~5191、 5193、 5194) を図示した。

その他の遺物 5層から穴あき石 （ カ モ メ 貝の巣穴がある粘板岩）（6001)、 6 層から瓦器片(6018)、 7

層から浮き彫りのある不明石製品(6011)、 9層からカ タ カ ナの墨書がある手づ く ねかわらけ(6030) が出

土した。

52S E 9 開 口 部のプランは円形であるが、 下部では方形の プランになる形状で ある。 埋土上部の1~4層

は礫や陶器片 を 多 く 含む層である。 井戸が埋没した後、 再び上部が陥没し、 窪みになり、 その部分に堆積し

た層と考えられる。 6層からは完形のかわらけが まと まって出土した。 埋土出土としているかわらけもおそ

ら く 6 層からの出土 で ある。 7 ~8層は遺物の包含がほぼ無 い。 9 ~10層からは完形に近いかわらけや木

製品が出土している。

出土したかわらけの形態から12世紀 中葉の遺構の可能性が高 い。 出土遺物は以下に列挙する。

かわらけ 6層から 12点(403~414)、 出土層 を はっきり認識できないが埋土 中位から4点(415~419)、

10層から8点(419~426) を図示した。 図示できなかったかわらけ片の総重量は10, 700g、 図示したかわ

らけの総重量は5,100gで合計 15, 800gのかわらけが出上した。

国産陶 器 埋土上部から出土の常滑産陶器(1028)、 渥美産甕片(1084、 1089、 1091、) 須恵 器系陶器

甕 (1115) を 図示 した。 他 に図示して い な い 陶 器は 常 滑 産 陶 器1 7 片 (1 ,590 g)、 渥 美 産 陶 器75片

(6 , 390 g)、 須恵器系陶器3 片(620 g) がある。 図示していない陶器のほとんどは埋土上部の1~ 4 層か

ら出土した。 図示したものは常滑産陶器l 片(40 g)、 渥美産陶器3片(355 g)、 須恵器系陶 器 l 片 (95 g) 

である。
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中国産陶磁器 埋土から I I 系の 白 磁 壺片 (2039)、 10層から I I 系の 白 磁 壺片 (2049) が出土 した。

瓦 平瓦片(3059) が出土 した。

木製品 9~10層から折敷 (5201)、 板材(5202)、 部材(5203)、 曲物 (5204) が出土した。

52 S E 1 0  深さ230cmほどで割合に浅い。 下部の8層は一気に埋めた土と考えられる。 9 層 は炭化物が多

く混じる層で箸が1本出土 した。 5 層からはかわらけが多量に出土した。 上層出土と したかわらけも5層に

帰属と して良いと思われる。 かわらけは99点図示した。 小型かわらけが74点、 大型かわらけが15点、 柱状

高 台かわらけ5点、 大型の柱状高 台の高坪が5点ある。 小型かわらけが大型かわらけのより圧倒的に多いの

が特徴的である。 5層以外からは遺物の出土がほとんどなかった。 出土 したかわらけの形態から12世紀初頭

の遺構と推測される。

出土遺物は5層 （上層と して取り上 げたものを含め） 出土のかわらけを99点 (427~525) 図示 した。 他

に図示 し ていないかわらけが2 ,200gある。 これも5層からの出土である。 図示 したかわらけの総重量は

8 , 715gで合計10, 915gが出土 した。 他 に5層から古代の土師器長胴甕片 (526)、 古代の須恵器大甕片

(527) 、 t甘渦片 (528) が出土 している。 また 9 層から箸 (5205) が出土 した。

(2) 近世～近代の井戸

52S E 2 、 52 S E 3 、 52 S E 4 、 52SE 5 、 52SE 6 は近世～近代の井戸である。これらはいずれも

底面 まで掘り下 げていない。 いずれの井戸からも12世紀の遺物が出土しているがこれらは混入であるので

個々については述べない。

52 S E 2  4 m20cm まで掘り下げたが底面に達 し なかった。 近世前半の井戸の可能性が高い。

52 S E 3 52 S E 4 と重複するが52SE 3 が新しい。 また52SD6 より新しい。 18世紀代の肥前産の磁

器皿 (4047) が出土 しており、 18世紀以降の井戸と考えられる。

52 S E 4 52S E 3 より古い。 12世紀の可能性も捨てきれないが、 近世の所属の可能性が高い。

52 S E 5 52 S D 6 と重複するが前後関係を判 断できなか っ た。 同時存在の可能性もある。 52SD 6 か

らは18世紀代の陶磁器片が出土しており、 52 SE 5 も その頃の遺構の可能性が高い。

52 S E 6 木製の枠がある井戸である。 52SD 8 と重複するが、 52SE 6 が古い。 1 8 世紀代の肥前産陶

器鉢片 (4017) が出土 しており、 近世後半の遺構と考えられる。
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L=27.9m 
A

-＿ 
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52S E 2 
A 

A--L=26.8m ーB

A 

52 S E 2 
1 lOY R 6 / 1 灰 黄 褐 色 土

炭 化 物 粒 ． 焼 土 少 嚢 混 入
2 lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土

J O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に 多 量 混 入
3 10 G 4 / l 暗 緑 灰 色 土

5 G 7 / l 明 緑 灰 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク で 多 訊 混
入 湿 っ て い る

A― L=27.4m 

5 2 S  E 1 
1 10Y R 6 / l 灰 黄 褐 色 土

l O Y  R 8 / 6 黄 橙 色 ロ ー ム が プ ロ ッ ク 状 に
混 入 炭 化 物 粒 少 殿 混 入

2 lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土
l O Y  R 8 / 6 装 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク が 少 晨
混 入 炭 化 物 粒 、 か わ ら け 片 混 入

3 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 レ ン ズ 状 に ラ ミ ナ
が 入 る 遺 物 は ほ と ん ど 含 ま な い 自 然 堆
積 恩

4 l O Y  R 8 / 6 黄 橙 色 ロ ー ム 微 量 の 炭 化 物
粒 混 入 し ま り が あ る

5 10 Y R 4 / l 褐 灰 色 土 と lO Y R 8 / 6 黄 橙
色 ロ ー ム の 混 土 褐 灰 色 土 が 卓 越 す る

6 lOY R 8 / 1 灰 白 色 ロ ー ム
l O Y  R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に 少 蜃 混 入

7 l O Y  R 8 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lO Y R  4 /  1 褐 灰 色 土 ま だ ら に 少 塁 混 入

8 lOY R 3 / 1 黒 褐 色 土
l O Y  R 8 / 6 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に 少 慧 混 入

9 lO G Y S / 1 明 緑 灰 色 ロ ー ム
N 5 ／ 灰 色 土 ま だ ら 少 量 混 入

1 0  l O G  Y 8 / 1 明 緑 灰 色 砂
N 5 ／ 灰 色 土 ま だ ら 少 塁 混 入

11 lOY R 1 .  7 / 1 黒 色 炭 化 物 屈
12 lOG Y 8 / 1 明 紐 灰 色 土

N 5 ／ 灰 色 土 ま だ ら 少 量 混入

52 S E 3 
1 10Y R 6 / l 灰 黄 褐 色 土 礫 、 陶 器 片 多 量 混 入
2 l O Y  4 / 1 灰 色 土 l O G  6 / 1 緑 灰 色 ロ ー ム ま だ ら に 多 g 混

入
3 10 G 6 / l 緑 灰 色 ロ ー ム 砂 少 量 混 入

＼ B 

― B 

52 S E. 4 
注 記 な し ゜ 2 m  

第 1 5図 井戸状遺構 ( 1 ) (52 S E l  ~4) 
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52S E 6 

A

 
52S E 5 

B
 

L=26.0m 

A
�---- 2 ―B 

52 S E 5 
1 lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 酸 化 鉄 分 多 屈 に 混 入
2 IOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
3 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 礫 混 入 す る
4 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 砂 水 流 に よ り 生 成
5 lOY R 7 / 4 に ぷ い 黄 橙 色 砂
6 lOY R 7 / 1 灰 白 色 砂 IOY R 7 / 4 Iこ ぶ い 黄 橙 色 砂 少 伍 混

入

52S E 5 と 52 S D 6 が 震 複 す る が前 後 関 係 を 判 断 で き な い ．
同 時 存 在 の 可 能 性 が あ る ．

52S E 7 
A 

L=28.2m 
A
— ^ 6 7 3 

ーB

A 

L=27.lm 

A
--

52 S E 7 
1 l O Y  R 6 / 1 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

多 塁 混 入 炭 化 物 粒 多 量 混 入 か わ ら け 片 微 量 混 入
2 l O Y  R 4 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 多 旦 混 入 完 形 の ロ ク ロ か

わ ら け 多 紐 に 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

少 量 混 入
4 lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 少 紐 混 入
5 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

多 星 混 入 炭 化 物 粒 多 凪 混 入
6 lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に 多 祗

混 入
7 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 炭 化 物 粒 多 置 混 入
8 1 0 G Y 7 / 1 明 緑 灰 色 土 酪 化 鉄 分 多 旦 に 混 入
9 l O Y  R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 多 量 混 入

4 ―
B 

5 2 S  E 6 
1 5 Y 5 / 1 灰 色 土 酸 化 鉄 分 多 旦 混 入 炭 化 物 粒 多 最 混 入
2 1 0 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 砂 N 5 ／ 灰 色 土 ま だ ら に 混 入
3 1 0 G Y 7 / 1 明 緑 灰 色 土 1 0 G Y 3 / l 明 緑 灰 色 土 ま だ ら 多

屈 混 入
4 5 G Y 5 / l オ リ ー プ 灰 色 土 板 材 が 変 化 し た 土
5 1 0 G Y 3 / l 明 緑 灰 色 土 1 0 G Y 7 / 1 明 緑 灰 色 砂 ま だ ら に

混 入
6 10 G Y 3 / 1 明 緑 灰 色 土 1 0 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 砂 多 屈 に 混

入

2 m  

第 1 6図 井戸状遺構 (2) (52 S E 5~7) 
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L=27.lm 
A -

52S E 8 
A 

L-27.lm A -- ―B 

52S E 9 

丸6C

A 
52S E 1 0  

B
 

命-59

5 2 5  E 8 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 10B G 明 緑 灰 色 土 ま

だ ら に 少 且 混 入 炭 化 物 粒 多 景 に 混 入
2 lOY R 5 / 2 灰 黄褐 色 土 炭 化 物 粒 多 枇 混 入

礫 多 景 に 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 2 灰 黄 褐

色 土 ま だ ら に 多 量 混 入 礫 非 常 に 多 黛混 入
4 lOY R 3 / 1 黒褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー

ム ま だ ら に 多 且 混 入
5 10Y R 2 / l 黒 褐 色 土 炭 化 物 粒 、 か わ ら け 片

多 黛 混 入 焼 け た 壁 土 片 少 嚢混 入
6 2. 5 Y R 6 / 8 橙 色 の 焼 け た 壁土 片 で 構成 さ れ る 履

炭 化 物 粒 多 盪 に 混 入
7 lOY R l. 7/ 1 黒 色 炭 化 物 層 か わ ら け 片 多 屈 混 入

焼 け た 壁 土 片 少 屈 混 入
8 10G Y 7 / l 明 緑 灰 色 土 炭 化 物 粒 多 釦こ 混 入

板 材 を 含 む
9 1 0 G Y 4 / l 暗 緑 灰 色 ロ ー ム 完 形 か わ ら け

木 製 品 、 自 然 木 屑 を 非 常 に 多 黛 に 含 む
10 lOG Y 6 / 1 緑 灰 色 砂 部 分 的 に 同 色 の ロ ー ム を 含

む 完 形 か わ ら け ． 木 製 品 を 非 常 に 多 Jil 含 む が 9 層
よ り はや や 少 な い

第 1 7図 井戸状遺構 (3) (52 S E 8- 1 0) 
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52S E 9 
1 lOY R 5 / 4 に ぶ い 黄 褐 色土

礫 多 凪 混 入
2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

lOY R 6 / 1 褐 灰 色土 ま だ ら に
多 祉 混 入 酸 化 鉄 分 多 紐 混 入

3 !OY R 6 / 1 褐 灰 色 土
5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム ま だ ら
少 屋 混 入

4 lOY R 6 / 1 褐 灰 色土
酸 化 鉄 分 多 飛 混 入

5 2 . 5 G Y 4 / l 暗 オ リ ー プ 灰 色 土
炭 化 物 粒 ． 礫 多 羹 混 入 木 片 混 入

6 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土
10 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 ロ ー ム を
ま だ ら に 多飛 混 入 完 形 か わ ら
け を 含 む

7 2. 5 G  Y 4 / 1 暗 オ リ ー プ 灰 色 土
1 0 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 ロ ー ム を
縞 状 に 多 旦 混 入

8 l O G  Y 7 / 1 明 緑 灰 色 砂
1 0 G Y 3 / l 暗 緑 灰 土 ま だ ら に 多
応 混 入

9 1 0 G Y 3 / l 暗 緑 灰 色 土 木屑 ．

木 片 ． 曲 物 片 含 む
10 lOG Y 5 / 1 緑 灰 色 土

10 Y R 6 / l 褐 灰 色土 を プ ロ ッ ク
状 に 少 量 混 入

52 S E 10 
1 JOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 、 焼 土 粒 少 g 混 入
2 JOY R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム 炭 化 物 粒 ． JOY R 5 / 2 灰 黄 褐

色 土 ま だ ら に 少 紐混 入
3 5 Y 5 / l 灰 色 土 焼 土 プ ロ ッ ・ク 、 炭 化 物 粒 多 屈 混入 JOY 

R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク 少 且 混 入
4 JOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 5 Y 5 / l 灰 色 土 プ ロ ッ ク 多 旦

混 入
5 7 . 5 Y 5 / l 灰 色 土 J O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク 少

!il 混 入 完 形 か わ ら け （ 柱 状 店 台 な ど ） 多 量 に 含 む
6 5 Y 8 / 3 淡黄 色 ロ ー ム 7 . 5Y 5 / l 灰 色 土 ま だ ら に 多 最

混 入
7 5 Y 8 / 2 灰 色 ロ ー ム 酸 化 鉄 分 少 虻混 入 7 . 5 Y  5 /  1 灰

色 土 縞 状 に 少 屈 混 入
8 5 Y 8 / 2 灰 色 土 （ 砂 っ ぽ い ） 7 . 5Y 5 / l 灰 色 土 プ ロ ッ

ク 状 に 少 祉 混 入 炭 化 物 粒 少 嚢 混 入
9 JOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 木 屑 多 嚢 含 む

゜



3 土坑
39基を調査した。 12世紀に属する土坑は52SK 1 、 52SK 9 ~14、 52S K21、 52S K22、 52S K24、

52 S K 25、 52SK28~33、 52SK35~38の21基がある。 近世～近代に属する土坑は52SK 2 ~8、 52

SK 16~20、 52S K26、 52S K 2 7がある。 52SK39は時期不明である。 52SK 15、 52S K 2 3は調査

時に土坑の名称を付したがど ち ら も52SB23を構成する柱穴になった。

( l ) 1 2世紀の土坑
52S K 1 52S D 1 よ り 古い。 ロクロかわらけ(529) が出土している。 他に図示して いないかわらけ片

が3,220 g ある。図示したかわら けは250 g である。 合計3 ,470 g の出土である。 国産陶器は常滑産三筋壺

片 (101 1 15 g) を図示した。 他に図示 していない常滑産陶器が3片 (85 g)、 渥美産陶器4片 (450 g)

が出土している。

52S K 9  底面に瓜の種子を含む土があり、 「 ト イ レ状土坑」に分類される。 遺物の出土はない。

52S K I O 下部の6層は有機質分の多い土で 「 ト イ レ状土坑」 に分類される。 12世紀の溝52S D  10と接

するが前後関係を明らかにできなかった。 埋土から II 系の 白磁 壺片(2051) が出土 した。 また6層からはチ

ュ ウ木が出土した。 図示したのは5206~5215の10点であるが、 図示していない も の も 多量にある。 また

図示していない常滑産陶器 l 片 (15 g)、 渥美産陶器4片(240 g) が出土している。

52S K l l  顕著な ト イ レ状土坑特有の土ではないが5層からチ ュ ウ 木が多量に出土してお り 、 「 ト イ レ状土

坑」 と判断される。 図示したかわらけは530~535の5点である。 他に図示していないかわらけが5,080 g 

ある。 図示 したかわらけ675 g と合わせると5 , 755gになる。 また埋土か ら 瓦片 (3036、 3037、 3064、

3065) が出土している。 他に固示していない渥美産陶器5片(135 g)、 須恵 器系陶器l 片 (85 g) が出土

している。 チ ュ ウ 木は5層から多量に出土したが図示したのは5216~5226の21点である。 様々な形状があ

り 、 他の製品を割って 転用したものである。 5232~52 36には黒漆塗 り が観察できる。 5236は2片が接合

したが、 ものさしに類似する刻 みがある製品である。 また墨書のある手づくねかわらけ片 (6030) が出土

している。 墨書は内外面にある。

52S K 12 埋土は ト イ レ状土坑の土とは異なる。 手づくねかわらけ(536) が出土 している。 こ れは磨耗

が著しい個体である。 もう一個体完形に近いかわらけがあ っ たが、 磨耗が著しく、 接合できなくな り 図化で

きなかった 。 これ も 合わせ図示していないかわらけが3 ,665g出土した。 図示 したかわらけとの合計は

3 , 890gである。 他に図示していない常滑産陶器1 片 (15 g) が出土している。

52 SK 13 埋土の下部 5 層から種子が出 土し 「 ト イ レ状土坑」 と判 断 される。 ロク ロ かわらけ (537 、

538) が2~3 層から出土している。 他に図示していないかわらけが1 , 930g出土した。 図示したかわらけ

の重量を合わせると2 ,110 g の出土である。 他に図示 していない渥美産陶器2片 (90 g が出土している。）

52 S K  14 明瞭な ト イ レ状土坑の埋土ではないが、 形状と深さから考えて ト イ レ状土坑である可能性が高

い 。 かわらけは4点 (539~542) を図示した。 いずれ も ロク ロ かわらけである。 他に図化しなかったかわ

らけが540 g ある。 固化した も のとの合計は1, 1 80 g である。

52S K 2 1  埋土下部の2 層は有機質分の多い土で、 ト イ レ状土坑と判断される。 かわらけは3 点 (543 ~

545) 図示した。 図示していないかわらけ片が10,560 g 、 圏示した も の も 加えると10, 740gになる。 また

埋土から渥美甕片(1081 365 g ）、 中国陶器(2087) が出土した。 他に図示していない渥美産陶器が l 片

(50 g)、 須恵器系陶器1片 (30 g) が出土している。
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52SK22 52SK23 ( 52S 8 23の柱穴） と 重複するがそれよりも 古 い。 最下層3層 は炭化物層であり、

土坑の形状 と 合わせて ト イ レ状土坑の可能性が高 い。 かわら けは1 点 (546) 図示した。 他に図化して いな

いかわら けが1,430g出土した。 図化したものを合わせる と1,490gになる。

52S K24 52S B 13の柱穴 P143 と 重複するがそれよりも古 い。 下半部の埋土は有機質分の多い 土でチ

ュ ウ 木 と 種子が多量に出土し、 ト イ レ状土坑である こ と を示して いる。 かわら けは8個 ( 547~ 5 54) 囮示

した。 図示して いないかわら け片は7 ,155 g で、 図示したものを加える と 8 , 095gになる。 他に図示して い

ない常滑産陶器 l 片(85 g)、 渥美産陶器2片(65 g)、 須恵器系 陶器1片 (45 g) が出土した。 チ ュ ウ 木は

18点( 5237~ 5253) のみを図示したが、 他にも 6 ~8層か ら 多量に出土して いる。 大半のものは5237~

5240のような断面が角形の棒状のチ ュ ウ 木である。 他に8層出土の木片(5254) と 4層出土の部材(5255)

も固示した。 また6層か ら 鉄製の札（さね）が3枚 (6026~6028) 出土した。 6026 と6027は癒着した状

態、 6028は少し離れて出土した。 いずれも表面には黒漆が塗 られて いる。 威糸の痕跡はない。

52 S K25 埋土下部の4層か ら 種子が出土して おり ト イ レ状土坑 と 判断される。 52SB 13の柱穴 P 921 b 

と 重複するがそれより古 い。 かわら けは1点(555) 図示した。 他に図示して いないかわ ら けが365 g 出土

した。 医示したものを加える と 420 g になる。

52 S K28 皿状の浅い土坑である。 2層か ら ほぼ完形の手づくねかわら けが少量 ま と ま っ て 出土した。 い

ずれも非常に磨 耗 し て い る。 図示したのは6点 ( 5 5 7~ 562) である。 他 に図示して い な いかわ ら けが

1 ,  1 55gが出 土 して いる。 図示したものを合計する と 1, 760gになる。 また埋土か ら 常滑産三筋 壺の破片

(1012) が出土して いる。

52 S K29 埋土は ト イ レ状土坑のもの と は異なる。 かわら けは 5 点(563~567) 固示した。 図示しなか

ったかわらけは1,860 g ある。 図示したもの と の合計は2,555 g になる。

52S K 30 埋土は ト イ レ状土坑のもの と は異なる。 完形のかわらけが数点 ま と まって 出土した。 図示した

のは 5 点( 568~572) でいずれも ロクロかわら けである。 他に図示して いないかわら けが88 5 g ある。 図

示したものを加える と 1 , 515gになる。

52S K 3 1 埋土は ト イ レ状土坑のもの と は異なる。 52S I 1 と 重複するがそれよりも古 い。

52S K32 埋土は ト イ レ状土坑のもの と は異なる。 かわら けは1点 (573) を図示した。 他に固示して い

な いかわら けが235 g 出土した。 図示したもの と 合わせる と 330 g になる。

52S K33 埋土は ト イ レ状土坑 と は異なる。 かわら けは4 点 ( 5 74~ 5 7 7) 図示した。 他に図示して いな

いかわら けが725 g 出土した。 図示したものを合わせる と1,060 g の出土になる。

52 S K35 浅い土坑である。 底面か ら 完形かわら けが少量出土して いる。 図示したのは2点 ( 578、 579)

である。 図示したもの以外にかわら け片が170 g 出土して いる。 図示したもの と 合わせる と 540 g になる。

52S K 36 当初柱穴の番号を付したが調査の結果土坑 と 判 明したので名称を変更した。 埋土は ト イ レ状土

坑 と は異なる。 底面か ら 完形のかわら けが出土した。 かわら けは4点 (580~ 583) を圏示した。 いずれも

ロク ロ かわ ら けである。 図示した以外に1 , 040 g かわ ら けが出 土して いる。 図示したものを合わせる と

1 , 715 g になる。 他に図示して いない須恵器系陶器3片(390 g) が出土した。

52S K 3 7  埋土は典型的な ト イ レ状土坑のもの と は異なるが、 土坑の形状か ら ト イ レ状土坑の可能性が高

い。 本遺構は道路状遺構の道路側溝52S D30 と 重複するが、 52S D30の残存状態が非常に悪く、 前後関係

を判別できなか った。 また52SK37は大型建物52SB25の プラン内 にあり、 同時存在ではな い。 かわら け

は2点 (584、 585) を図示した。 図示した以外に350 g かわ ら けが出土して いる。 図示したものを合わせ

る と 520 g である。
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52 S K38 浅い土坑である。かわらけは1点 (586) を図示した。 他に図示して いないかわらけが190 g 

出土した。図示したものを合わせると365 g の出土になる。 また図示して いない渥美産陶器が2片(200 g )  

が出土した。

(2) 近世～近代の土坑

52 S K 2  皿状の土坑である。埋土下半の2層 は礫で構成 される層である。礫に混じって 近世陶磁器片、

砥石、 12世紀の瓦、 国産陶器片が混じる。 不要の礫などを集めて 廃棄した土坑と考えられる。出土した近

世陶磁器に は19世紀前半の大堀相 馬産の陶器碗(4018) 、 18世紀代の瀬戸産の播鉢(4022) 、 瀬戸産 ？ の

鉢 (4025) 18世紀後半～19世紀初頭の肥前産の青磁 香炉(4050) がある。これらの近世陶磁器から19世

紀以降に形成された土坑と考えられる。

52 S K3 皿状の土坑である。52 $ D 6 と重複するがそれよりも新しい。12世紀の国産陶器片が多数出土

したが近世の陶磁器も出土して おり、 近世以降の土坑である。 近世陶磁器は18世紀代の陶器碗 (4012、

4013) 、 18世紀前半の肥前産陶器碗(4015) 、 19世紀前半 ？ の大堀相馬 ？ 産の陶器碗(4019) 、 18世紀の

瀬戸産播鉢(4021) 、 17世紀前半の肥前産磁器皿(4032、 4039、 4040) がある。本 追構より古い52 S D 

6 からも18世紀代の遺物が出土して おり、 本遺構の年代は19世紀以降の可能性が高い。

52 S K 4  52 S K 6 と重複するが本遺構が新しい。埋土に大きめの礫を多量に含んでいる。

52 S K 5  底面は皿状を呈する土坑である。12世紀の遥物を多量に含んでいたが埋土の質感から近世以降

のものと判断した。

52 S K 6  52 S K 4と重複するが本遺構が古い。 また52 S D 7 と重複するが本迫構が新しい。

52 S K 7 52 S D 6 と重複するが本遺構が古い。時期ははっきししないが埋土の質感から近世以降の遺構

と判断 した。

52 S K 8 規模の小さい土坑である。 S B17の P 842と重複するが本遺構が新しい。18世紀代の肥前産

磁器皿(4048) が出土している。近世後半以降の土坑である。

52 S K l6 52 S D22と重複するがそれよりも新しい。52 S D22は近世以降の溝と考えられ、 それより新

しい本遺構も近世以降の 追構ということになる。

52 S K 1 7 52 S D 1 7と重複するが本遺構が古い。時期ははっきりしないが、 埋土の質 感から近世以降の

遺構と考えられる。

52 S K 18 52 S 8 14の柱穴 P 901と里複するが、 本 追構が新しい。底面は皿状で一部分が深く窪む。胎

土には礫が混じる。埋土の質感から近世以降の遺構と判断される。

52 S K l 9 出土遺物はないが、 埋土の質感から近世以降のものと判断される。

52 S K20 52柱列3 の柱穴 P l25と重複するが本遺構が古い。埋土の質感から近世以降の遺構と判断され

る。

52 S K26 皿状の底部で、 水貯めのような用 途と推測される。出土遺物は17世紀前半の肥前産陶器皿

(4008) 、 19~20世紀の陶器甕(4026) 、 16世紀代の中国産の染付皿(4027) を図示した。他に図示しな

かったがプ リン ト の磁器碗も出土して おり、 20世紀に下る遺構と判断できる。

52 S K27 浅い土坑で中央が円形に盛り上がって いる。52 S B 3 の 内 部に あり、 52 S B 3に伴う施設の

可能性が高い。周辺が焼けて いるわけではないが、 位置から考えて 炉の施設痕跡である可能性が考えられる。

52 S B 3に伴うのであれば17世紀前半の年代が与えられる。

52 S K34 埋土の質感から考えて 、 非常に新しい近年のものと考えられる。
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52S K 1 

□1 

＼ 
B
 

A 命60 

52S K 2 
A 

／ 
A -L-=27.6m 

゜ ＼ 言［
ーB

土

A＼ J 5 2 S  K 2 
1 lOY R 6 / 
2 礫層

4 に ぶ い 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 少 凪 混 入

I 
B 

52S K 3 

／ A ＼、
A― L=26.4m 

瓢
―B 

B
 

5 2 S  K 3 
1 lOY R 5 / 3 に ぷ い 黄 橙 色 土 酸 化 鉄 分 多 量 混 入
2 l OY S / 1 灰 色 ロ ー ム 砂 少 量混 入 近 世 陶 磁 器 出 土

A 
L=26.8m 

52S K 4 

L=27.8m 

A

'喜冒[B

ー6
 玉

A

52·S K 1 
1 lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 か わ ら け 片 、 炭 化 物 粒 、 焼 土 粒 少

見 混 入
2 l O Y  R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 、 焼 土 粒 少 租 混 入
3 10 Y R 5 / l 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 ． 焼 土 粒 ま だ ら に 全 体 に 多

黛 混 入
4 10 Y R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 少 黛 混 入
5 l O Y  R 8 / 3 黄 橙色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

多 盈 混 入
6 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

少 量 混 入

5 2 S  K 4 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム の 混 土 lOY R 6 / 1 灰 白 色 土

ま だ ら に 混 入

゜ 2 m  

第 1 8図 土坑 ( 1 ) (52 S K 1 -4) 

- 33 -



52S K 5 L=27.Sm A-=-

[ 
A 

5 2 S  K 5 
l lOY R 6 / l 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に

多 量 混 入 礫 、 磨 耗 し た か わ ら け 片 多 量 混 入

幸�61

52S K 6 

A
 

L=26．如A_ ーB

A 

60
 玉

A
ーL

ぃ

A
s

 

2
 
5

 

5 2 S  K 7 

B
 

1

2

3

4

 

lOY R 8 / 8 黄橙 色 ロ ー ム
石 、 陶 器 片 含 む
10Y R 4  / 1 褐 灰 色 土
l O Y  R 8 / 8 黄橙 色 ロ ー ム ま だ ら に
多 量 混 入 礫 ． 陶 器 片 多 量 に 混 入
lOY R 8 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
lOY R 4 / 1 褐 灰 色土 ま だ ら に
少 羹 混 入
lOG 7 / 1 明 緑 灰 色 砂
l O Y  R 8 / 8 黄 橙色 ま だ ら に 少 量 混入

A 

L=26.9m 
A-=- -- - -B 

A
土

SK

A

□
 

2
 
5

 

B
 

5 2 S  K 9 
1 10Y R 1 . 7/ 1 黒 色 土 lOY_

R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に

多 量 混 入 人 為 的 に 埋 め た 土
2 10Y R 1 . 7/ 1 黒 色 土 瓜 の 種 子 多 量 に 含 む

5 2 S  K 6 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少

昼 混 入
2 10Y R 4 / l 褐 灰 色 土 礫 ｀ 陶 器 片 混 入
3 10Y R 7 / 8 黄 橙色 ロ ー ム lOY R 3 / 1 黒 褐 色土 ま だ ら

に 少 量 混 入
4 lOY R 3 / 2 黒 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

少 塁 混 入

八A〈口B

A言鼠冒
B

52S K 8 
1 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 酸 化 鉄 分 混 入 近 代 以 降 の 磁 器 片 出

土
2 lOY R S / 2 灰 黄 褐 色 土

52S K 10  

A

〖/
B

L=27.9m A-- 3 ―- B 

A
主

5 2 S  K IO 
1 10Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

少 量 混 入
2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

多 最 混 入 1 
3 lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 炭 化物 粒 多 伍 混 入
4 10Y R 6 / l 褐灰 色 砂 炭 化 物 粒 少 屈 混 入
5 5 Y 8 / 4 浅 黄 色 ロ ー ム lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 と 炭化 物 粒

多 量 混 入
6 10Y R 2 / l 黒 色 土 炭 化 物 多 量 混 入 有 機 買 分 の 多 い 土

ill り 気 あ り ゜ 2 m  

第 1 9図 土坑 (2) (52 S K 5- 1 0) 
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十 52S K 1 1  
71-60 

ー B

52S K l l  
1 10Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 瓦 片 、 炭 化 物 粒 混 入
2 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に

多 嚢 混 入
3 10Y R 6 / 6 明 黄 褐 色 ロ ー ム l O Y  R 6 / l 褐 灰 色 土 ま だ ら

に 多 呈 混 入
4 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 多 嚢 混 入 粘 り あ り
5 lD G Y S / 1 明 緑 灰 色 ロ ー ム 1D Y R 5 / 1 褐 灰 色 土 少 量 混

入 炭 化 物 粒 多 !i! 混 入 粘 り あ り
6 10 G Y 7 / 1 明 縁 灰 色 土 炭 化 物 少 量 混 入

52S K 1 4 

m
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土
〗
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□ B
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2
 

52S K l 4  
1 10Y R 5 / l 褐 灰 色 土 酸 化 鉄 分 、 炭 化 物 粒 少 豆 混 入
2 l O Y  R 1. 7 / 1 黒 色 土 か わ ら け 片 含 む
3 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

少 星 混 入
4 l O Y  R 4 / 1 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 砂 少 最 混 入
5 10B G 7 / 1 明 緑 灰 色 砂 1 0Y R 4 / l 褐 灰 色 土 少 量 混 入

B 

52S K 16 
1 lOY R 5 / 8 黄 褐 色 ロ ー ム 土 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま

だ ら に 混 入
2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少

量 混 入
3 10Y R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 少 量 混 入
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52 S K 13 
1 lOY R 3 / 4 暗 褐 色 土 炭 化 物 粒 5 ％ 混 入 遺 物 混 入
2 10Y R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 1 ％ 混 入
3 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 し ま り よ し 赤 土 15 ％ 混 入
4 5 Y 5 / 1 灰 色 土 種 混 入
5 5 G Y 5 / 1 緑灰 色 土 チ ュ ウ 木 出 土

L=27.5m A-- --B 

52 S K  15 
1 IOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 赤 土 3 ％ 混 入 し ま り よ し
2 10Y R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 2. 5 Y 7 / 3 浅 黄 色 土 30 ％ 混 入

砂 、 赤 土 7 ％ 混 入 し ま り よ し

A
上巧74告 ーB

詈
52 S K l  7 
1 10 Y R 5 / l 褐 灰 色 土 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

少 堡 混 入
2 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 少 及 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

少 糞 混 入
4 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 l OY R ? / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

多 量 混 入 ゜ 2 m  

第20図 土坑 (3) (52 SK l 1 - 1 7) 
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73-61 
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A
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52 S K  18 
1 1 0Y R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 礫 多 嚢 混 入 10 Y R 7 / 8 黄 橙 色

ロ ー ム プ ロ ッ ク ま だ ら に 少 置 混 入
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52S K 20 
1 10Y R 5 / 1 褐 灰 色 土

か わ ら け 片 炭 化 物 粒 多 量 混 入

52S K 22 
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L=27.4m 

A
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王65

52 S K 22 
l' lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 か わ ら け 細 片 炭 化 物 粒 少 籠 混 入
2' 7. 5 Y R 7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム l O Y  R 5 / 1 褐 灰 色 土 少 最 混

入 炭 化 物 粒 多 星 混 入
3' lOY R 1. 7 / 1 黒 色 炭 化 物 屈 7. 5 Y R  7 / 3 浅 黄 色 ロ ー ム ブ

ロ ッ ク 少 量 混 入

5 2 S  K 23 ( 5 2 S  B 23の 柱 穴 に 変 更 ）
1 10 Y R 5 / l 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ， か わ ら

け 細 片 炭 化 物 粒 少 黛 混 入 柱 痕 音 白 磁 片 出 土
2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 1 0 Y R 4 /  1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

多 最 混 入 か わ ら け 細 片 少 量 混 入

52S K 25 

5 2 S K 1 9  
1 !DY R 5 / 8 黄褐 色土 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に

少 塁 混 入

52S K 24 

A 

畢 52S K 21  
74-62 

A
□

 

A〔／〉B

A ....!:..-27.6m -B 

5 2 S  K 21 
1 10Y R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 か わ ら け 細 片 炭 化 物 粒 多 塁 混 入
2 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 少 依 混 入 有 機 質 分 多 旦 、

かわら け 細 片 微 塁 混 入

B
 三
3

土A
 B

 

A
--L=27.7m 

2 4 5 ーB

52 S K 24 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム l O Y  R 4 / 1 ま だ ら 少 量 混 入

礫 混 入
2 lOY R l . 7/ 1 黒 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

多 最 混 入 礫 含 む
3 l O G Y S / 1 明 緑 灰 色 ロ ー ム 酸 化 鉄 分 多 駄 混 入
4 1 0 G Y 5 / l 褐 灰 色 ロ ー ム lOY R 1. 7 / 1 黒 色土 ま だ ら に

少 嚢 混 入
5 7. 5 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 土 炭 化 物 し ま 状 に 少 量 混 入
6 7. 5 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 土 l O Y  R 5 / 1 褐 灰 色 土 多 塁混 入

炭 化 物 粒 ． ち ゅ う 木 を 多 嚢 に 混 入 有 機 質 分 の 多 い 土
7 1 0 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 土 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 多 呈 混 入

有 機 質 分 の 多 い 土 ち ゅ う 木 を 含 む
8 10 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 土 lOY R 5 /  1 褐 灰 色 土 多 駄 混 入

炭 化 物 粒 多 量 に 混 入 有 機 質 分 の 多 い 土

5 2 S  K 2 5  
1 lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら

少 足 混 入
・

炭 化 物 粒 少 盈 混 入
2 lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 多 最 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 8 / 2 灰 色 ロ ー ム ま だ ら

に 少 最 混 入
4 lOY R 8 / 2 灰 色 土 炭 化 物 粒 、 有 機 質 分 多 量 混 入 種 子 混

入
lOY R 8 / 2 灰 色 土 炭 化 物 少 量 混 入 ゜ 2 rn 

第2 1 図 土坑 (4) (52 SK l 8�25) 
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52S K 26 A--L-27.3m ―B 
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ニ

52S K 28 
A 

ロ

A
 告

」K
A

 

S

A

 

2
 
5

 

B



K
o:
A
 

525

A\
 

L=27.2m 

A

- -B 

冒
5 2 S  K 27 
1 5 Y R 6 / 1 灰 色 土

5 Y R 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク 多
量 混 入

5 2 S  K 29 
1 5 Y 7 / 8 黄 色 ロ ー ム lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 プ ロ ッ ク 下 半

に 多 量 混 入 ロ ー ム 炭 化 物 粒 少 塁 混 入 か わ ら け 半 片 混 入 人
為 的 に 埋 め た 土

2 lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 多 揖 混 入 か わ ら け 片 混
入

3 5 Y 8 / 2 灰 白 色 ロ ー ム l O Y  R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 ま だ ら に
少 塁 混 入

52S K 31 

こ
52 S K 2 6  
1 lOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 酸 化 鉄 分 多 量 混 入 炭 化 物 粒 少 g 混

入
2 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 酸 化 鉄 分 多 量 混 入 近 代 の 磁 器 片 含

む

ò
 

棄-65

A

言冒鼠□言言｀
5 2 S  K 28 
1 lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土
2 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 酸 化 鉄 分 多 量 混 入 礫 ． 完 形 か わ ら

け 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少

泣 混 入 炭 化 物 粒 少 !il 混 入
4 lOY R 4 / 1 lll 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 砂 多 量 混 入

52S K 30 

`A 
A[：

B 

告-66

5 2 S  K 30 
1 JOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 か わ ら け 片 、 炭 化 物 粒 多 量 混 入
2 J OY R S / 1 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 多

低 混 入
3 l O Y  R 5 / 1 褐 灰 色 土 10 Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 少

塁 混 入
4 JOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 炭 化 物 粒 少 旦 混 入
5 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 少

量 混 入

Aこ〉BA
68-lil 

L=27.5m 

A霞量
52 S K  31 
1 JOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 炭 化 物 粒 多 塁 混 入
2 JOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム JOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 ま だ ら に

少 旦 混 入 ゜ 2 m  

第22図 土坑 (5) (52 S K 26-3 1 )  
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玉。 52S K 36 

゜
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52S K 32 

L

”口

[[
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52S K 33 

A

0
B 

52S K 34 
A

®
 B

 

A喜｀喜蜃喜B

5 2 S  K 34 
1 lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土

l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に
多 塁 混 入 現 代 の 攪 乱 の 可 能 性 あ り

A
�〉

A 
A �27.6f2 - 8  

雪冒
A 

L=28.lm ーB
K

三

J
)

[
B

s

 

2
 

5
 

5 2 S  K 37 
1 lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 酸 化 鉄 分 、 炭 化 物 粒 多 量 混 入
2 10 Y R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 礫 多 母 混 入
3 10 G Y 6 / 1 緑 灰 色 土 l O Y  R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 多 嚢 混

入 礫 多 量 混 入

52S K 39 

52 S K  32 
1 1 0 Y R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 ． 10 Y R 7 / 8 黄 橙色 ロ ー

ム プ ロ ッ ク 多 屈 混 入
2 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 、 か わ ら け 片 少 最 混 入
3 5 Y 8 / 2 灰 白 色 ロ ー ム 炭 化 物 泣 少 位 混 入

5 2  S K 33 
1 10 Y R 6 / l 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 ま だ ら に 多 恩 混 入 ·10Y R 

7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら に 多 飛 混 入
2 10 Y R 6 / 2 褐 灰 色 土 l O Y  R 6 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に 多 飛

混 入

5 2 S  K 3 6  ( P  431か ら 名 称 変 更 ）
1 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 土 完 形 か わ ら け 含 む ｀ 炭 化 物 粒 多 黛

混 入
2 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 土 炭 化 物 粒 、 酸 化 鉄 分 多 飛 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 10 Y R 6 / l 褐 灰 色 土 ま だ ら に

多 量 混 入 完 形 か わ ら け 含 む

52S K 35  

5 2 S K 3 5  
1 l O Y  R 3 / 2 黒 褐 色 土 炭 化 物 粒 、 か わ ら け 細 片 多 飛 混 入
2 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム 炭 化 物 粒 、 完 形 か わ ら け 含 む

52S K 38 
B

o
A

A

玉[

缶�o

A 
L-27.7m 

量］
52 S K  38 
1 l O Y  R 4 / 1 褐 灰 色 土

炭 化 物 粒 、 礫 多 屋 混 入
2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム

l O Y  R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 多
足 混 入

A

言冒-口｀□□量胃冒
B

52 S K 39 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム J O Y  R 6 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

少 悪 混 入
2 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム JOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

多 凪 混 入 礫 多 筵 混 入 陶 器 片 少 皇 混 入

゜ 2 m  

第23図 土坑 (6) (52 S K 32~39) 
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(3) 時期不詳の土坑

52 S K39 楕 円形のプラ ンで底面が皿状の土坑である。埋土は地 山 に非常に類似した土で人為的に一気に

埋め戻したと判 断される。遺物は常滑産の甕片 (1045) を図示した。重さは280 g の破片である。他に図

示していない渥美産陶器15片 (2,050g) が出土している。道路状遺構の路面内に位置しており道路と同時

存在ではない。 所属時期は 1 2世紀のものか近世以降のものか判断に苦しむ。

4 竪穴遺構

52S I 1 南西部が削平され壁が残っていないが、 細長いプランを呈すると考えられる。用途は不明であ

るが、 底面が概ね平坦であるため竪穴遺構に分類した。 時期は埋土の質感から近世後半～近代の遺構と推測

される。

52S I 2 不整な隅丸長方形を呈する。底面は概ね平坦で竪穴遺構に分類した。床面の北西側に浅い柱穴

状の窪み （底面からの深さ約 8 cm) が存在するが、 本遣構に伴うか否か不明である。 埋土は地 山と判別が

難しい黄橙色 ロ ームで、 ほぼ一時に人為的に埋め戻されたと判断される。出土遺物はかわらけの細片が590

g 出土した。すべてロクロ かわらけと推測される。時期ははっきしたことは不詳だが、 12世紀代の遺構で

ある可能性が高い。道路遺構の路面内に存在し、 道路状遺構とは同時存在ではない。
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52S I 1 

―B 

A
 

52 S I 1 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 6 / 1 褐 灰 色土 ま だ ら 混

入 人 為 的 に 一 時 に 埋 め た 土

□》 A
 

52S 1 2  

c ― 齊0-58

L=28.lm 

A
--

52 S I 2 
1 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

多 獄 混 入
2 ioY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

少 盈 混 入
3 10Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 10Y R 6 / 1 褐 灰 色 土 粒 状 に 少

餞混入

1 ~ 3 層 と も に 人 為 的 に 埋 め た 土

Cニ----三
D

D
 

゜ 2 m  

第24図 竪穴遺構 (52 S I l · 2) 
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5 溝

52次調査で溝は32条検出された。 この う ち12世紀に属する溝は52SD 10、 52SD 14、 52S D25、 52

S D26、 52S D29、 52SD30、 52SD31、 52S D32である。 一方、 近世～ 近代に属する溝は52SD 1 、

52S D2 、 52SD 3 、 52SD 4 、 52SD 5、 52SD 6 、 52SD 7 、 52SD 8 、 52SD 9、 52SD 11、

52 SD 12、 52SD 13、 52SD 15、 52SD 16、 52SD 17、 52SD 18、 52SD 19、 52S 0 20、 52SD 

21、 52S 0 22、 52S 0 23、 52S 0 24 、 52S 027、 52S 0 28である。

溝の実測図は本文には断面図のみ掲載し、 平面図は長大になるため本文中には示していない。 遺構配置図

を参照されたい。

( 1 ) 1 2世紀の溝

52 S D  1 0  52 SK 10と接するが前後関係を明確にできなか っ た。 一部分が不整な形状を呈する溝で、 用

途などは不明である。 埋土中から手づ く ねかわらけ(587~589) が出土した。 ま た瓦 (3005、 3038、)

が出土している。 他に図示していないかわらけ片が1,290 g 出 土した。 圏示したものと合計すると1,500g

の出土である。

52 S D  1 4  単独の溝として遺構名を付し調査をおこな ったが、 板
塀

52SA 2 の ライ ン上にあり、
塀

の掘方

である可能性がある。

52SD25 52SD18と重複するが52S D25が古い。 埋土の質 感から12世紀の遣構の可能性が高い。 図

示していない常滑産陶器が l 片(125 g) 出土している。

52S D 26 調査区西方に位置する。 調査区内では溝は北側から南側に走るが、 調査区外北側では溝が東側

にカ ー ブしていることを読み取れる。 調査区外南側ではその ま ま 真っ 直 ぐ 南側に伸び、 堀に交わると予想さ

れる。 溝は幅の広い溝（古段階）と、 それを埋めて再び掘り返した幅の狭い溝 （新段階）からなる。 古段階

の溝は ト レンチで 3 ヶ 所掘ったのみで、 基本的には新段階の溝のみを完掘した。

古段階の溝は上幅 6 m 20~50cmを測る。 深さは確認面から40cm~ l 00cm程度で，底面の標高は南東側に

行 く ほど深 く な っ ている。 断面形は壁がなだらかに下がり、 幅の広い概ね平らな底面を持つ形態である。 埋

土は部分により異なるが、 黄橙色～黄褐色を基調とする ロ ー ムで地 山と類似する土である。 全体的に人為的

に埋め戻された土と解釈できる。 断面G - Hの付近には自 然木片を多量に含んでいる。

新段階の溝は古段階の溝を埋める こ とによって構築している。 古段階の埋土は黄色がか っ た ロ ーム基調の

埋土であるが、 新段階の埋土は砂質土や黒褐 ～褐色土で構成されており判 別は可能であっ た。 砂質土層の存

在から流水により生成された層がある こ とがわかる。 流水や周辺からの土砂の流れ込みによっ て時間をかけ

徐々に埋没したものと考えられる。 新段階の溝は古段階に比較すると大分細 く なり蛇行している。 しかし蛇

行の範囲もあ く ま で古段階の溝の幅の範囲内に納 ま っ ている。 よ っ て新段階の溝の構築の際には古段階の溝

の存在を十分意識していたことがわかる。 つ ま り、 古段階の溝を人為的に埋め、 新段階の溝を掘るとい う 行

為は一連の連続した行為であ っ たと考えられる。 新段階の溝の深さは、 古段階の底面の深さとほぼ同じか、

やや深めに掘られている。 ま た新段階の溝は蛇行していると記したが、 蛇行しているとするより、 コ の字形

の溝を掘り、 西側への張出しを意図して作 ったと判 断した方が良い。 張り出し部分の溝側に向かっ て緩やか

に傾斜する地形で上面に構築物の痕跡は見出せなかっ た。 調査区の北端でも新段階の溝は蛇行する気配をみ

せている。 おそら く この部分でも溝が コ の字形になり、 北側に向 く 張り出しを構成すると推測される。

52S D26の所属時期は12世紀代と考えられる。 新段階の溝には多量の遺物を含んでいる。 これらは全て
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12世紀以前の遺物であるが、 多くは風化しており、 接合するものも少ない。 よ っ て溝が廃絶した後に、 周

辺に散布する遺物が土砂とともに徐々に時間をかけて堆積したものと判断される。この状況は奥州藤原氏が

滅亡した直 後のことと推測される。よって52S D26の新段階の溝は1189年の奥州藤原氏の滅亡時に開 口 し

ていたことになり、 柳之御所遺跡の最終段階の遺構とすることができる。古段階の溝も新段階と間を置かず

連続しているもの な ので、 時期はそれほど上らず、 12世紀後半の 範囲内に納 まる可能性が高い。 しかし、

は っ きりした年代を確定できない。52S D26の用途は明確にできないが、 大規模な溝でもあり、 堀内部地

区をさらに区画する区画溝 の用途が推測される。

52S D31は52SD26と接するが、 52S D26の壁面が52S D31に連続する部分で流水により浸食されて

おり同時に開 口 していたことを示す。よ って両者は同時存在であ ったことがわかる。 また52SD26の上に

存在する52SB 3 ~52S B 10の柱穴はすべて、 52S D26よりも新しいものである。

出土遺物は非常に多い。 そのほと．んどは新段階 の溝からの出土で、 古段階の溝に含 まれる遺物は明確にす

ることができなか っ た。 以下図示した遺物を列 挙する。かわらけ(59 8 ~6 l 6)、 常滑産 陶器(1001、

1002、 1004、 1006、 1007、 1010、 1013、 1014、 1016、 1021、 1022、 1023、 1035、 1040、

1041)、 渥美産陶器(1054、 1060、 1061、 1064、 1065、 1066、 1067、 1071、 1075、 1082、 1086、

1095、 1106、)、 須恵器系 陶器(1111、 1124、 1130)、 古代の 須恵器 ？ （1135、 1136、 113 7)、 水沼

産 陶器(1142)、 中国産白磁 (2001、 2002、 201 7 、 2019 、 2022、 2025、 2032、 203 3 、 2043 、

2045、 2048、 2059、 2060）、 中国産青磁 (2068、 2069)、 中国産青白磁 (2073、 2076)、 中国産陶器

(2079、 2085、 2088、 2093、 2096、 2097)、 瓦(3009、 3052、 3054、 3062)、 部材(5256)、 砥石

(6007)、 石鍋片(6007）、 古代の 須恵器(6014）、 古代の土師器(6015、 6016)、 穿孔のある ロクロかわ

らけ(6020)、 羽 口 (6022) である。他に図示していないかわらけが10,205g出土している。図示したも

のを合計すると11,145gになる。 また図示していない常滑産陶器片が268片 (11,530g) 出土している。図

示したものを合わせると283片(12, 837g) になる。図示していない渥美産陶器は366片 (24,260g) 出土

している。図示したものを合計すると379片 (25,594g) になる。図示していない須恵器系 陶器と古代の 須

恵器 ？ は59片(2, 888g)、 出土している。図示したものを合わせると66片 (3,162g) になる。図示してい

ない水沼産陶器はない。図示したも のは1片(18 g) である。

52 S D 29、 52S D 30 (52S C 1道路状迫構） この 2 つの溝は対になる道路側溝である。道路は東西に走

り、 52SD29が南側、 52SD30が北側の道路側溝になる。ど ちらの溝も残存状態が不良で、 切れ切れの状

態で検出されている。道路状側溝の検出 は約30 m に留 まるが、 本来は東西にまだ まだ続いていたと推測さ

れる。道路側溝は深さが一様ではなく、 深い部分や浅い部分がある。深い部分は52S D29と52SD30で対

応する位置関係にあり、 何らかの意図を持 っ て深さに差をつけたと推測される。道路幅は側溝 の 幅を含めて

約 8 m になる。道路状遺構は52SB25と重複するが道路状遺構が古い。 また52SE 7 、 52S I 2 、 52S

K 39と道路状遺構が重複するが直 接切り合う部分がなく前後関係を判 断できない。 いずれにせよ同時存在

ではない。 また道路側溝52S D30と52S D32が重複するが52S D32が新しい。 また52S D29 の 南側に

52SA2が平行して存在するが同時存在と考えられる。この道路状遺構を52SC 1と称する。

出土遺物は52S D29から ロクロかわらけ(590~593) が出土している。 他に図示していないかわらけ

が825 g 出土している。図示したも のを合わせると1 ,035 g になる。 また図示していない常滑 産 陶器2片

(73 g)、 渥美産陶器5片 (350 g) が出土している。52S D30からはロク ロかわらけ(594) が出土して

いる。他に図示していないかわらけが435 g 出土している。図示したものと合わせると585 g になる。 また

渥美産 山 茶碗片(1056) が出土している。
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52 S D 3 1  52 S D26に注 ぎ込む溝であ る 。52 S D26と同時存在と考えられ る 。12世紀の遺構であ る が

用途、 正確は不明であ る 。 出土遺物は 9 世紀 頃のヘ ラ 切の須恵 器坪(6013) が出土してい る 。 他に図示し

ていな いかわらけが2 ,185 g 出土 してい る 。 また図示して い な い 常滑産陶器2片 (20 g)、 渥美産陶器5片

(615 g) が出土して い る 。

52 S D 32 確実な証拠はないが、 12世紀の遺構であ る 可能性が高 い。溝は途中で途切れ、 西側部分と東側

部分に分かれ る 。 途切れ る 部分は削平で失われてい る のではな く 、 もともと途切れていたと考えられ る 。東

側部分の東端と、 西側部分の西端は削平のため失われており、 本来は東西ともに まだ溝が続いてい たと推測

され る 。道路側溝52 S D30と重複す る が52 S D31が新し い。

出土遺物はかわらけ(596、 597)、 常滑 産 陶 器(10 34)、 渥美産陶 器(1105)、 中国産陶 器(2092 、

2098、 2101) を図 示し た 。他に図示していないかわらけが2 , 9 20g出土してい る 。図 示 し た ものを合わせ

る と3,015gにな る 。 ま た図 示していない常滑産陶器 5 片(250g)、 図示し たものを合わせ る と 6 片(315g)

にな る 。図示していない渥美産陶器は3 1 片(4 ,620 g)、 図 示し たものを合わせ る と32片(4 ,815 g) にな

る 。須恵器系陶器は6片(288 g) あ る が圏示はしていない。

(2) 近世～近代の溝

52 S D 1 52 S B  1 ま た は52 S B  16に伴 う溝の可能性がある 。52 S D 9 とは連続しており一連のもので

あ る 可能性があ る 。

52 S D 2 5 2  S B 16に伴 う溝の可能性があ る 。 ま た52 S D  18と一連のものであ る 可能性も あ る 。52 S 

B 15よりは新し い溝であ る 。

52 S D3 自 然の流水痕の可能性があ る 。

52 S D 4 、 52 S D 5 この2本の溝は平行関係にあり、 それぞれが道路側溝と考えられ る 。北側に新し い

溝が平行に2本 （遺構名は付していない） あ る が、 そこから続 く 道路と考えられ る 。この ライ ン は字柳之御

所133番地と128番地の境界にぴっ たり重なり、 地番の境に設置され た道路と理解でき る 。時期は近代以降

の可能性が高 い。52 S D 5 は52 S D6 と重複す る が、 52 S D 5 が新し い。 また52 S D4 からは18世紀代

の肥前産の磁器碗(4043) が出土してい る 。

52 S D 6  大規模な蛇行す る溝であ る 。18世紀代の瀬戸美濃産の陶 器碗 (4014)、 17世紀前半の肥前産

磁 器皿 (4036)、 18世紀代の肥前産磁器皿(4046) が出土して い る 。他に12世紀の国産陶器片が多量に出

土してい る 。常滑159片 ( 7 , 373g)、 渥美451片 (24, 804g)、 須恵 器系陶器、 須恵器8片 (881g) が出土

し た 。出土遺物から18世紀以降の溝と判断され る 。52 S E 3 、 52 S K 3 、 52 S D4 より古 く 、 52 S D 7 

とは同時存在と考えられ る 。52 S E 5 との前後関係は判断できなかっ た。同時存在の可能性も あ る 。用途

は明確ではな いが、 概ね字柳之御所133番地と128番地の境界のライ ンに沿っており、 地境に設置され た 排

水目的の溝の可能性があ る 。

52 S D 7  幅が広いが浅い溝であ る 。52 S D6 に合流し 同時存在の可能性が高 い。52 S K 4 、 S K 6 よ

り古 し ）。

52 S D 8 52 S E 6 と重複す る がそれよりも 古 い。用途は不明であ る。

52 S D 9  東西に走 る溝であ る が、 西端で南側に曲がり L 字状を呈す る 。52 S B  1 1、 12に伴 う溝の可能

性が高 い。52 S D 1 とは東側でつながっており、 一連の遺構であ る 可能性が高 い。埋土から17世紀後半 ？

の肥前産磁器(4035) が 出土しており、 年代の一端を示してい る 。

52 S D  1 1  南北方向に走 る 細い溝であ る 。用途は不明であ る が、 埋土中から19世紀中葉の大堀相馬産の土
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瓶片(4020) が出土 し た。出土造物から近世末～近代の遺構と判断される。

52 S D 12 5 2 S B 16の柱穴と重複するが前後関係を明らかにすることはできなかっ た 。おそら く 近世後

半～近代の 追構と推測される。

52 S D 13 52 S D 11と平行に並ぶ小規模な溝である。おそら く 近世後半～近代の遺構と推測される。

52S D 15 東西に走る溝である。おそら く 近世後半～近代の 追構と推測される。

52S D 16 52S 8 2 、 S B16の柱穴と重複するが52SD 16が古い。 また12世紀の土坑52SK 14よ り も

52 SD 16が古い。時期は12世紀の可能性を捨てきれな いが、 埋土の質感から近世の可能性が高いと判断 し

た。用途は不明である。

52S D 17 蛇行する溝である。52SD 18、 52S D27に連続する可能性があるが、 途切れてお り 判断でき

ないため独立 し た遺構名を付 し た。近世後半の造構52SK 2 よ り 古 く 、 近世前半の所属の可能性が高い。

52 S D  18 蛇行する溝である。 未調査区が間に入る ため北側と南側が連続 し な いが同 一の溝と判断 し た。

ま た さらに南側の52SD27に連続する可能性もあるが、 判断できないので別の遺構名を付 し た。北端は52

SD2 につな がる可能性もある。用途は52SD 1 や52SD 2 と同様に建物を区画する溝の可能性が高い。

52 S D25、 52SK21と重複するが52SD 18が新 し い。

52S D 19 52S 8 23の北辺に平行 して位置 してお り 、 52S B 23に伴う可能性が高い。

52S D 20 南北に走る溝である。近世後半～近代にかけての溝と推測される。用途は不明である。

52S D 2 1  南北に走る溝である。近世後半～近代にかけての溝と推測される。用途は不明である。

52 S D 22 東西に走る溝で、 52SD 1 につながっていた可能性がある。52SK 16よ り も古い溝である。

52 S D 23 南北に走る溝である。 近世後半～近代にかけての溝と推測される。用途は不明である。52S B 

13の柱穴と重複するが52S D23が新 し い。

52S D24 南北に走る溝である。52S B  16の柱穴と重複するが52SD24が古い。52S B  15 ま た は52S

B 2 に伴う溝の可能性がある。

52S D 27 南北に走る溝である。52S B 23に伴う可能性がある。 ま た52SD 1 7か52SD 18のど ち らか

につながる可能性がある。52S B 21と52S B 22の柱穴と重複するが、 ど ち らよ り も52SD27が新 しい。

52 S D 28 南北に走る細長い溝である。52SD27と重複するが52S D28が新 し い。 ま た52S K28とも

重複するが41次調査によ り 重複部分が破壊されている。おそら く 52S D28が新 しい。

6 塀

塀
は2条検出され た。ど ちらも12世紀の 追構である。

52S A 1 丸太材を連続 して並べた
塀

である。軸方向（直行する） はN -17
°

-Eである。

52S A 2 板材を並べた板
塀

である。道路状 追構の南側側溝52SD29の南側に平行 して設置されてお り 、

道路状遺構と同時存在である。 軸方 向 （直交する） は N -l7
°

-Eである。切れ切れであるが約40 m にわ

たって検出され た。
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1 10Y R 5 /  3 に ぶ い 黄褐 色 土 5 Y 7 / 8 黄 色 ロ ー ム プ ロ ッ

ク 少 扱 混 入 か わ ら け 細 片 混 入 材 木 の 痕 跡
2 5 Y  7 / 8 黄 色 ロ ー ム 炭 化 物 粒 少 試 混 入 lOY R 5 / 2 灰

黄 褐 色 土 ま だ ら 少 墨 混 入 掘 方 の 埋 土

52S D 1 8 （南） 52S D 1 8 （北）
L=21.6m L=21.6m A-_ ＿B A -- _B 

攣 疇
52S D 20 
A上＝ 27珈 !..... B二

52S D 22 
A上雰'9t

麟青
B

52S D 24 
L=27.7m 

A璽喜璽B

52S D 27 
L=27.7m A--

三三言
-B 

52S D 29 
L=28.0m L=28.lm _ _ L=28.0m A - - 2 -B C - - - - D E- -F 

疇 瓢し ニ
52S D 29 ( A - B l  ＼ 1 lOY R 6 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 微 塁 混 入
2 10Y R 4 /  1 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 少 嚢

混入 礫 少 最 含 む

52S D 29 ( C - D ) 
1 10Y R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 微 飛 混 入 lOY R 7 / 8 

黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 多 紐 混 入
2 10Y R 4  / 1 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら 多 母

ほ ぼ 完 形 の かわ ら け 含 む

5 2  S D 2 9  ( E  - F )  
1- - - lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 、 酸 化 鉄 分 微 量 混 入

52S D 32 
L=28.0m L=28.0m . -"" "- _ L=28.lm A言員員B C冒量『｀“

G

言量言〗52 S D 31  
1 lOY R 3 / 2 黒 褐 色 土

焼 土 粒 、 炭 化 物 粒 少 髪 混 入
2 JOY R 6 / 3 灰 黄 褐 色 土

砂 っ ぽ い 焼土粒 、 炭 化 物 粒 少 覧 混 入
3 JOY R 7 / 1 灰 色 砂 屈 流水 に よ り 生 成

52 S D  32 （ 共 通 ）
1 .  lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 酸 化 鉄 分 多 屈 混 入 礫 ｀ 関 器 片 混 入
2 10Y R 4 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 少 旦混 入 lOY R 7 / 8 黄

橙 色 ロ ー ム ま だ ら 少 晨 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 ま だ ら

少 量混入

2
』

B

A
ァ

ー扉
寮ヽ

S
L

A 

2
 

5
 

52 S D  18 （ 共 通）
l - - 10Y R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 混 入

52S D 2 0  
1 l O Y  R 6 / 2 灰 黄 褐 色土 酸 化 鉄 分 多 量 混 入

52 S D  24 
1 lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 酸 化 鉄 分 多 黛 混 入

｀
澤

52S D 22 
1 lOY R 5 / 3 に ぶ い 黄 褐 色 土

磨 耗 し た か わ ら け 細 片 混入
2 IOY R 7 / 8 黄 橙 色 砂
3 IOY R 5 / 1 褐 灰 色 砂 土 水 流 痕

5 2  S D  27 
1 lOY R S / 2 灰 黄 褐 土

酸 化 鉄 分 、 炭 化 物 粒 少 負混入 近 代
磁 器 片 出 土

珈

F贔巡
52S A 2  ( A - F )  
1 lOY R 7 / 1 灰 白 色 土 炭 化 物 粒 微 量 混 入 材 の 痕跡2 lOY 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少 蘊混 入

O 2 m  

第26図 溝断面 (2) (52 S D 1 7~25 · 27~32) 塀断面 (52 S A l · 2) 
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52S D 26 
L=28.lcn A -＿ ―B 

C 

L=28.2m ―D 

52S D 26 ( A - B )  
1 5 Y 8 / 2 灰 白 色 ロ ー ム lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 多 量 混 入

酸 化 鉄 分 混 入
2 1DY R 5 / l 褐 灰 色 土 砂 、 縞 状 に 多 盪 混 入
3 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 l O G Y  7 / 1 明 緑灰 色 ロ ー ム ま だ ら

に 少 呈 混 入
4 !DY R 5 / 1 褐 灰 色 土 1 0 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 ロ ー ム ま だ ら

に 多 棗 混 入
1 ' lOG 6 / 1 緑 灰 色 土 酸 化 鉄 分 多 位 混 入
2

' 1DY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 ま だ ら 多
量 混 入 人 為 的 に 埋 め た 土

3 ' lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOG 6 / 1 緑 灰 色 土 ま だ ら 少 位
混 入

52S 0 26 ( C - D )  
1 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 砂 粒 礫 非 常 に 多 旦 混 入
2 IOY R 3 / 1 黒 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

少 置 混 入 砂 粒 多 負 混 入
3 lOY R 7 / 8 黄橙 色 ロ ー ム lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 霜 降 り 状

に 多 只混 入 人為 的 に 埋 め た 土
4 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら 少 星

混 入
5 5 Y 8 / 3 淡 黄 色 ロ ー ム 酸 化 鉄 分 、 砂 粒 多 屈 混 入
6 5 Y 8 / 2 淡 黄 色 砂 lOY R 4 / 1 褐 灰 色土 ま だ ら 少昼 混 入

L-28.0m 
E― 

L-26.9m 
G― ― H 

52 S D  26 ( E  - F )  
1 JOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に

多 皇 混 入 炭 化 物 粒 多 函 混 入 人 為 的 に 埋 め た 土
2 lOY R 3 / 2 黒 褐 色 土 礫 多 塁 混 入 人 為 的 に 埋 め た 土 か
3 2. 5Y 7 / 2 灰 黄 色 砂 酸 化 鉄 分 の た め 橙色 を 呈 す る 部 分 あ り
4 ! O G Y  5 / 1 緑 灰 色 土 炭 化 物 粒 少 位 混 入
5 2. 5 Y 7 / 2 灰 黄 色 砂 10 G Y 3 / l 暗 緑 灰 色 土 ま だ ら 少

量 混 入
6 10 G Y 3 / l 暗 緑 灰 色 土
7 7 . 5 G Y 5 / l 録 灰 色 土
8 lOG Y 7 / 1 明 緑 灰 色 砂 10 G Y 3 / l 暗 緑 灰 色 土 ま だ ら 少

最 混 入

I 
L=26.7m ー J

52S D 26 ( G - H ) 
l JOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま だ ら

多 嚢 混 入 炭 化 物 粒 少 泣 混 入 人 為 的 に 埋 め た 土
2 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 砂 粒 、 礫 多 糞 混 入
3 JOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 砂 粒 、 酸 化 鉄 分 少 凪 混 入
4 lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 砂 粒 の 混 入 少 な い
5 JOY R 3 / l 黒 褐 色 土 JOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

少 紐 混 入 木 の 技 少 凪 混 入
6 JOY R 3 / l 黒 褐 色 土 砂 粒 多 琵 混 入 木 の 枝 多 簸 混 入
7 JOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク JOY R 4 / 1 褐 灰 色 土

ま だ ら に 少 最 混 入
8 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム 自 然 木 多 最 に 含 む
9 lOY R S / 1 褐 灰 色 土 砂 粒 多 患 混 入
1 0  J O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム J O Y  R 5 / 1 褐 灰 色 土 多 紐 混 入

5 2  S D 2 6  ( I  - J )  
1 JO Y R S / 2 灰 黄 褐 色 土 裸 多 飛 混 入
2 JOY R 6 / 6 明 黄 褐 色 土 J OY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 少依 混 入
3 5 Y 4 / 1 灰 色 土 砂 多 呈 混 入
4 JO G Y 6 / l 灰 色 砂
5 JOG Y ? / 1 明 緑 灰 色 土 砂 っ ぽ い
6 lOY 6 / 1 灰 色 砂 層 ゜ 2 m  

第27図 溝断面 (3) (52 S  026) 
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第 III 章 出 土遺物

1 かわ ら け

12世紀のかわらけは52次調査全体で314 , 803 g 出 上した。52次調査区の表土は第36次、 第41次調査に

より除去 さ れ て おり、 そ こか ら も 遺物は多量に出土して おり、 本来かわらけの出土量は これよりは多かった

はずである。以前の報告書にかわらけの具体的な出土量が記載さ れ て いないので当該区から の総出土量は不

明である。 しかし、 それを考慮に入れ て も こ の出土量は柳之御所遺跡堀 内 部地区において は単位面積あたり

では少ない量でとい え そうである。

出土したかわらけは遺構出土の も のを中心に掲載した。 全部で614点を図示した。個々の特徴 について は

表に記してあるので文章ではい ち いち記載して いない。 かわらけは手づ く ねかわらけとロ ク ロかわらけに分

けられる。 手づ く ねかわらけは以下のように分類 さ れる。

C 3 · · 2段なで、 口縁部面取りなし

C 4  · · 2段なで、 口 唇部をつ まみ上げ

C 5 · · 2段なで、 口縁部面取あり

D 2 · · 1 段なで、 口 縁部外反

D 3 · · 1 段なで、 口 縁部面取り無し

D 4  · · 1 段なで口 縁部面取り有り

その他に内 折かわらけがある。

ロ ク ロかわらけについて は特別細 く 形態分類をして いない。 その他とし て 、 ロ ク ロ 製品では柱状高 台かわ

らけ、 柱状高 台で大型の も のである高坪型かわらけがある。

表 中の法量は実測図面上で測定した。よって 反転実測で求め ら れた数値を記し て いる場合 も ある。 口縁長

というのは、 ロ ク ロかわらけにおいて、 底辺部か ら 口 唇部 までの長 さ を示 し て いる。 重 さ は残存して いる重

さ である。 色調は多種に渡る場合は最 も 表面積が多い色を記した。 依存度は正確な数値により測定ではな く 、

表面積の残存率を 目 分量に よ って 測った も のである。

出 上したかわらけで良好なセ ッ ト 状態にあるのは、 52S E 7、 52SE 8 、 52SE 10の資料である。 これ

ら は平泉におけるかわらけ編年の基軸になり得る資料である。

52S E 7は ロ ク ロ かわらけのみで構成 さ れ て おり、 手づ く ねかわらけ導入以前の時期の所産と推測 さ れ

る。90個を図示した(27 ~116)。器形の基調は皿型で、 1 2世紀初頭の碗形基調のかわらけと も 一線を画 さ

れ、 12世紀第 2 四半期に位置づけら れる可能性が高い。 小型かわらけと大型かわらけの個数の比率は大型

かわらけの個数が多 く 、 12世紀後半代の器種構成と も 共通する点が注目 さ れる。

52S E 8 か ら は多量のかわらけが出土し て いる。 総 量では84 , 325 g に及ぶ。図示した も のは28 6 点

(117~402) である。 出土したかわらけの大部分は 9 、 10層か ら 出土した も のである。図示した も のは ロ

縁の残存率が50％以上の も のを基準にし て おり、 他の遺構に比較すると、 図化の採用 基準がやや厳し く な

って いる。 また出土したかわらけの 中でロク ロ かわらけの量は非常に少な く 、 基準にみたな い も の も 図化、

掲載した傾 向がある。

52S E 8のかわらけは、 その 口 径の小 さ さ が特徴であるとい える。 こ れ までの平泉の手づ く ねかわらけ

の理解から すると 口 径が小 さ いほど時期が新し いという傾 向 が明 ら かに さ れ て いる。 こ れに当て はめれば

52S E 8のかわらけは奥州藤原氏の平泉で最終段階の形態という こ とができる。 こ れは52SE 8出土折敷
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第33図 52 S E 7  • 2層出土かわ ら け (5)

I 1 6  

10cm 

の年輪年代測定の結果→ 1186年伐採 と い う 結果 と も合致する。年輪年代の成果 と 合わせて52S E 8のかわ

らけの形態が平泉最終期の指標 と するこ と ができる。

ま た 注目 さ れるのは52 S E 8から 、 ロク ロ かわらけの胎土で製作 さ れた手づ く ねかわらけが 出土している

こ と である (379 ~389)。 こ れらは砂粒が多 く 海綿状骨針が混じるロクロ かわらけ と 共通する胎土であり

ながら、 手づ く ねかわらけの技法で製作 さ れているのである。そして非常に その製作技法は稚拙 なのである。

亀裂が生じ たり、 生じた亀裂に粘土を貼って こ まか し たり している。 これは手づ く ねかわらけの技法に熟達

してい な い者の仕事 と 感じられる。 使用 している胎土から考える と これ までロクロの技法でかわらけを製作

してい たエ人が、 手づ く ねの技法でかわらけを製作し たのではな いか と 考えられる。つ まりロ ク ロ エ人が手

づ く ねエ人に同化吸収 さ れる過程を示しているのが こ れ ら のかわらけと 考えられるのである。

52S E 8からは ロ ク ロかわらけも出土している。だが、 これらは個体数が非常に 少 な く 、 残存率も低いも

のが多 く 、 52 S E 8から多量に 出 土し た 手づ く ねかわらけに伴 う ものではな く 、 他の時期のものが混入し

た可能性も考えられる。
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52  SE 10のかわらけ(42 7 ~52 5) は こ れ までの平泉遺跡群では出上例の少 な い タ イ プのものである。

碗形の大型かわらけ、 身の深 い小型かわらけ、 小型の柱状高台かわらけ、 大型の高坪型のかわらけかが出土

している。 出 土層位も ま と ま っ ており、 一括のセ ッ ト と 考え ら れる。 こ れ ら のかわらけに形態的に 類似する

資料は中尊寺境内金 剛 院下層出土のものがある。金剛 院下層資料は12 世紀の前半代の年代 と されており、

52 S E  10の資料も こ れ に 近い時期 と 考え ら れる。大型かわらけの法量を比較する と 、 52S E  1 0のものが、

金剛 院下層よりも底径が小さ く 、 器高が高 く 若干ではあるが古 式の様相を呈している。 52S E  10が金剛 院

下層よりわずかに先行する と 考えて、 52S E  10のかわらけは 12世紀第1四半期の所属 と 考えたい。

52 SE 10の中で特異 なのは、 大型の高杯型のかわらけである。 こ れ ま で平泉遺跡群でこ のよう な 器種の

ものは出土 してい な い。 形状的に は従来出土 している柱状高台かわらけに類似するのであるが、 その大きさ

が全 く こ となるのである。よっ て柱状高 台かわらけ と は用 途が異 な っ ているのであ ろう。 野場喜子氏（野場

1988 「 『兵範記』に みる食器」 名 古 屋市博物館研究紀要第1 1巻） による と 、 12世紀の京都の貴族の 日

記（兵範記な ど ） に は宴会儀礼の用 具 に 「土高坪」 と いうものが記されている と いう。 こ の土高坪は焼物製

で、 上 に 折敷を置いて、 その上 に食器を並べて使用 したものである と いう。 そして土高坪は全体が木製の塗

高杯に比べる と 高位の者に供せ ら れ 、 また権威の 高 い 儀礼 に 使用 される場合が多 い と いう。 こ の事例か ら

52 SE 10の大型高坪は、 兵範記な ど に み ら れる 「土高坪」 、 またはそれを模したものである可能性が高いの

ではないだろうか。 そうであれば52S E  1 0のかわらけが使用された宴会儀礼はかな り 格が高いもの と 考え

ら れる。 こ の大型高坪の破片は52S E  10から あ まり離れてい な い 64 - 63グ リ ッ ド の攪乱部分から も 出土し

ている(6 1 6) 。 また52S E 10のかわらけの器種構成 は小型かわらけが大型かわらけの個数より圧倒的に多

い点 に 特徴がある。 図 示可能 なものは小型74 個 に 対し小型 15個である。 こ の大型と小型の個数の比は12世

紀後半のものと逆である。12 世紀後半のかわらけは大型かわらけの個数が小型かわらけ個数を圧倒するの

が通常である。 この52SE 10の器種組成 は、 宴会儀礼の内容が12世紀後半のもの と 異 な っ ていた可能性を

示している。
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2 国産陶器

52次調査では 12世紀の国産 陶器（常滑産、 渥美産、 須恵器系、 水沼産）陶器の破片が多量 に 出土した。

常滑産陶器は903片 (42,4 1 l g) 、 渥美産陶器は 1 9 19片 ( 129 ,298g) 須恵器系陶器、 又は古代の須恵器が

1 83片 ( 12,080g) 、 水沼産陶器が3片 (296 g ) である。 合計すると3008片 ( 184 ,065g) になる。 この
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量は平泉遺跡群内では突出 した出土量の多さといえる。かわらけの項でも記 したが52次調査と調査区が重

複する36次、 4 1次調査でも国産陶器は多量 （報告書にはその具体的な量の記述は一切な いが、 筆者が未掲

載 追物などを観察 した感 じでは52次調査に 匹敵する量が存在している。）に出土 してお り 、 これらを加える

と当該区の国産陶磁器の出土量は特異に多いことになる。今次調査区では国産陶器片の出土は多か っ たが、

かわらけ、 中国産磁器の出土量はそれに見合う量は出 土 していない。52次調査区では国産陶器片が他の迫

物よ り も突出して出土量が多いという特徴を指摘できる。 そして、 器種的には厳密に点数を検討 していない

が、 壺、 甕の破片が片 口 鉢の量をはるかに圧倒 しているようである。

そして、 こ れらの国産陶器片のほとんどは 12世紀の遺構に伴 っ て出土したのではない。多くの破片は近

世後半の52S D 6 、 52S E 3 、 52SK 3 などから集 中 して出土 している。つ ま り 、 多くの 12世紀の国産陶

器の破片は原位置を留めておらず、 移動 して再堆積したものか近世以降の 追構に再堆積 して52次調査区に

存在 しているというこ とになる。 そして再堆積 しただけあってこれらの破片の接合率は非常に低い。 例を上

げると、 外面の波状文が特異 なため容易に同 一個体片を識別できる須恵器系陶器の甕( 1108~ 1 123) があ

る。この甕が割れた場合に 生ずる総破片は数百片に 達すると思われる。 しか し こ の個体の破片は4 1次調査

を含めて約30片 しか出土していない。総破片数を300片とすると約 1 /10しか出土していないことになる。

これではほとんど接合できない量といえる。他の常滑産陶器や渥美産陶器は各々の個体の特徴が没個性的な

ため同一個体片を抽出できないが、 破片の残存率は上の須恵器系陶器波状文甕と同程度と推測される。

出土しなか った破片は、 未調査区に包含されているか、 猫間 ヶ 淵や北上川 に流失して失われたと考えられ

る。 そうすると本来存在していた陶器の総量は出土した量をはるかに上 まわると推定される。造物や土砂は

標高の 高 い地点から低い地点に 移動するであ ろうから、 出土した多量の国産陶 器片の原位置は、 52次調査

区の北側と考えられる。 12世紀においては52次調査区の北側に多量に国産陶器が集積された場所が存在 し

た可能性がある。 それは空の容器を貯蔵 してい たのではないだろうから、 壺、 甕に何らかのものを入れ貯蔵

していた可能性が高い。 何か貯蔵庫のような施設の存在が推測される。

こ のように多量に出土 した国産陶器であるが、 多くは前述のように近世以降の遺構からの出土であり、 ま

た接合率も低く、 掲載するものは、 口縁部の破片やその他特徴的なものの掲載に留めた。 図示したのは常滑

産陶器4 9 点 ( 100 1 ~ 1049)、 渥美産陶器58点 ( 1050~ 1 10 7) 、 須恵器系陶器又は古代の須恵器32点

( 1 108~ 1 139) 、 水沼産陶 器3点(1140~ 1 142) である。

常滑産陶器の年代については赤羽 ， 中野生産地編年 （永原慶二編 1995 「常滑焼と中世社会」 小学

館所収）を使用 した。 1 b 型式は 1 130~ 1 150年、 2型式は 1150~ 1 175年、 3型式は 1 1 75年～ 1190年の

製作年代とされている。 資料の多 く は特徴を有する部位を欠き、 型式に当てはめることができなかっ た。

10 10は 口 縁部に凸帯を有する器形である。 類例の少な い器種で注目される。 蓋と組み合せの「合子」の可

能性が考えられる。 1016~ 10 18は同一個体の破片である。大型の複合押印が施されてお り 1 b 型式に分類

される。 1 b 型式の常滑産陶器甕は平泉遺跡群では非常に出土例が少なく、 貴重な資料である。 1023はロ- -
唇部を欠くが短頸壺と考えられる。 1047~ 1049は52S E 8 から出土 した。 押印の 目 が非常に細かいのが

特徴的である。

渥美産陶器の年代は特定の編年表に は準拠 していない。 1050~1'057は山 茶碗である。1054は高台部が

存在しないが欠損 した痕跡もない。 1058は片 口 部分を欠 く が底部から口 縁部 まで残存している個体である。

1063は内面に金が付着 している片 口 鉢 片である。 砂金を擦る 、 練るといっ た用途に用いられたと考えられ

る。 1064、 1065は袈裟欅文の壺である。 1065は沈線が釉薬で埋 まって文様が判じ難くな っ ている。 1066

- 71 -



＼二0 1

― ― ← I  □2 
ロ ニ

戸／

1 0 1 2  

―--/ 
1 0 1 9 

1 005 

1 007 

ロ： 口。

1 0 1 3  

I 020 

第50図 常滑産陶器 ( 1 )

- 72 -

1 0 1 4  

1 0 1 5  

1 0 1 8  

0 10cm 



I 022 1 023 

1 033 

1 036 

1 039 

1 027 
ぷ頃公注・髯可 a 

1 025 こ

1 030 

--
/ 

1 037 

゜

1 03 5  

I 038 

□/ 
第5 1 図 常滑産陶器 (2)

- 73 -



＼
 

二三
1 042 

＼
 

二／
1 044 1 045 

＼ 
I 047 

10cm ゜
第52図 常滑産陶器 (3)

~1069は刻画文の壺である。1066は植物状の刻画 、 1067は鳥の羽状の刻画が施される。1068は耳の部分

の破片である。耳の部分に刻みが施される。1069はわずかに刻画部分がみられる破片である。1070は糊の

破片であるが沈線で描かれた文様がある。1073、 1074は頸部に断面が角型の凸帯が施されている。1084

~1107は甕の 口 縁部な いし頸部の破片である。頸部から 口 縁部が一度立ち上がりそれから 口 縁部が外反す

るタイ プ と 頸部から直 接 口 縁部が外 反するタ イ プがある。

須恵器系陶器は1108~1133を図示した。1108~1123は同一個体で波状文を有する大型の甕である。外

面の頸部から連続的に波状文が施されている。 口 縁部の内面の上端部に も 波状文が施されている。内面には

青海波に似る当て具痕がみられる。内面は当て具痕の上からナデ調整をお こ な っており、 当て具痕は部分的

にしか残 っていない。 こ の個体の破片は41次調査で も 出土しており、 今回出土した破片に接合する も の も

あ っ た。1113の上の部分は41次調査で出土した破片である。接合した状態を図示した。 こ の波状文甕に類

する須恵器系陶器は全国的にみて も 例がほと んどないようである。1124は片 口 鉢の底部、 1125は波状文四

耳壺の破片である。1126~1132は甕 （又は壺） の 口 縁部破片である。1133は底部破片である。

1134~1139は古代の須恵器 と 思われる破片である。 しかし12世紀の須恵器系陶器の内容がすべて明ら

かにな っている訳ではなく 、 こ れら も 12世紀の須恵器系陶器である可能性 も 全く否定はできない。1136、

1137は同一個体であるが内面の当て具が独特な も のである。1138、 1139は破断面が赤褐色を呈する。

1140~ 1142は水沼産陶器である。 この3片が52次調査出土の水沼産陶器の全点である。
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3 中国産陶磁器
52次調査で中国産磁 器は 白磁66点、 青磁4点、 青 臼磁 5 点が出土 した。 中国産磁 器は出土したものを全点

掲載した。 中国産磁器の編年は大宰府における 山本信夫氏の分類を参照 した。 年代も大宰府における年代観

を記 した。 中 国産 陶磁 器の多 く は12世紀の遺構に介在 しない状態で出土して いる。 また 12世紀の遺構から

出土 したものでも、 破片状態で混入 した感 じのものが多 い。 中国産磁器では碗、 皿の破片が少な く 壺類の破

片が多いのが特徴的である。

中国産陶器は 102点 (3,045g) 出土した。 こ の中で掲載 したのは29点 ( 1 ,405g) である。 中国産陶器は平

泉遺跡群において は出土 量が稀少な遺物である。 その中 にあ っ て 今回の出 土量は群を抜いて多いと言 える。

52次調査 区では国産 陶器の出土量の多さとともに、 中 国産 陶器の出土 量の多さも 目 立 っ て いるのである。

出 土状況は国産陶器片と同様に近世の遺構に混入して出土 した破片が多い。

200 1~2009は 白磁 の碗 、 皿である。 小破片が多い。 20 1 1~20 1 8は化粧土のあるII系の 白磁 四耳壺で、

同一個体の可能性がある。 内面は 口 縁部 と 釉の流れた部分を除 く と無釉である。2021~2027 も II系の壺で

同 一個体の可能性がある。 かなり大型の壺と推測される。 ほとん どの破片は二次被熱 し て いる。 2028~

2032 も 同 一 個 体の破片の可能性が高 い。これもII 系の壺である。 203 3 は大型の壺の底部破片である。

2034~2067は化粧土のない 皿 系の壺、 又は水注の破片である。2064は水注の把手部分の破片である。 志

羅 山遺跡の完形水注の把手に類似する。 2065~2067は同一個体の破片である。 内面は釉が流れる部分以外

は無釉である。

2068~207 1 は竜泉窯産の冑磁 碗である。2068、 207 1 は内面に劃花文がある。

2072~2076は青 白磁である。 2073は碗であるが釉境に小石が付着する。 2075は梅瓶にして は径が小さ

いのでそれ以外の器種の可能性もある。

中国産陶器は29片を図示した。 全体の器形を想定できないものが多 く 個々の破片を分類するに至 ら なか

っ た。2077は磁 器の図版に掲載 したが外面に緑色の釉がかかり、 陶器に分類するのが妥当のようである。

2078、 2080~2082 、 2083 、 2084は黄釉褐彩 四耳壺の可能性が高 い 。 2087は褐色の釉で上 部 に 沈線に

よる波状の文様がある。 薄 手の作りである。 2 1 0 1は底部の破片である。 外面底辺部、 底面は無釉である。

2 104、 2105は絞胎陶器である。赤褐色の胎土と白色の胎土が練り込 まれて いる。 内面は失透性の 白 色の釉 、

外面には褐色の釉がかかる。 ど ち ら の破片 も 二次被熱 し て いる。 同 一個体か どうかは判断 し 難い。
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4 瓦

52次調査で 1 2世紀の瓦は134点(17 , 545 g) 出土した。 掲載したのは軒丸瓦 3 点 (3001~ 3003)、 軒

平瓦l点(3004)、 丸瓦22 点(3005~3026)、 平瓦39点(302 7 ~ 3065) の合計65点(14,645g) である。

軒丸瓦はわずか3点の出土である。6001は陽刻の三 巴文でその周りに二重の圏 線が施される。軒丸の文様

部分が本体から剥離した状態の破片である。 3002は陽刻の連珠検討三叉文が施されて いる。 文様部分が剥

離した小破片である。 3003は小片で文様 も 判じ難いが陽刻の三叉文と思われる。3004は今次調査出土の唯

ーの軒平瓦である。 陽刻の唐草文が施されて いる。

軒丸瓦、 軒丸瓦は胎土 、 質感 、 厚さなど様々な様相の も のが混在するが、 その 中で2種類の胎土 の も のが

それぞ れ数多く存在する。1つは軟質な焼成で胎土に細かい粒子の砂が多量に混じ っ て いる •• • ①。 もう一つ

は硬質な須恵器 と い っ た感 じの焼成で胎土には砂粒はあ まり混入し て いない も の •• •②である。①は丸瓦が

3005~3013、 3015、 平瓦が302 7~3044の合計28点である。②は丸瓦が3014、 30 1 6 ~ 3022、 平瓦が

3045~3055の合計20点である。

①の胎土の も のは丸瓦 も 平瓦 も ②の胎土の も のに比べると厚手の作りである。 色調 は灰～灰 白 色の色調を

呈する も のが多い。 ①の丸瓦は下面（凹面）に布の圧痕を呈する。 上面（凹面）は縄 目のタ タ キ痕があるが

その上からナ デ調整をお こ な っ て おり、 タ タ キ痕はほとんど消されている。 ①の平瓦は上面（凹面）、 下面

（凸面）の両面に緩い弧状を呈する斜位の線がみられる。 こ れは粘土塊から粘土板を切り離す際の糸切痕と

考えられる。平瓦の下面には縄 目のタ タ キ 痕が明瞭にみられる。 こ の縄目は②の も のより太い。上面には布

痕が見 え ず、 上記の斜位の線と部分的に上面にみられるのと同様の縄目がある。

②の瓦は①に比較すると薄手の作りである。 タ タ キの縄 目 も①のものよ り 細い。色調は灰～青灰色を呈する

ものが多い。②の丸瓦は下面（凹面）に布の圧痕を有する。 数は少ないが横位の連続する沈線が部分的に見

える個体 も ある。これは粘土塊からの糸切痕と考えられる。上面にはタ タ キの縄目が顕著にみられる。②の

平瓦は上面、 下面に砂の付着がみられる。 これは型から瓦 を外しやすくするための「離れ砂」といわれる も

のである。そして上面（ 凹面）には糸切痕と思われる横位の沈線の連続と布の圧痕がみられる。 下面（凹面）

には縄 目のタ タ キ 痕がみられる。 この縄 目 は丸瓦 と 共通する も のである。

このように①と②では質感、 製作技法が大きく異な っ て いる。 よ っ て ① と ②の瓦は製作工人、 製作時期が

それぞれ異なるという可能性が考 えられる。①の瓦が集 中 し て 出土した造構は52SE 1 である。 一方②の

瓦は52SE 8や近世の遺構、 近代の撹乱から多く出土して いる。52SE 8は出土したかわらけの形態と折

敷の年輪年代から平泉滅亡の 1 189年に非常に近い時期の造構と考えられて いる。 一方52SE 1 のかわらけ

は出土 点数が少ないが52SE 8よりは古い形 態のかわらけが出土し て おり、 逍構の年代は52SE 8より も

古い。 こ の こ とからすると①の瓦が②の瓦より も 古いと言 え そうである。

そ し て 2種類の瓦が時期を違 え て存在するということは柳之御所造跡堀内部地区において 最低2 回の瓦を葺

く画期があ った と いう こ とになる。

その他に①と②の範疇に当て は まらない特徴の瓦 も ある。 丸瓦は3023~3026 、 平瓦は3056~3065であ

る。3064、 3065は一応平瓦に分類したが、 平らな破片で反りがほとんどなく 、 本当に平瓦かどうか不明で

ある。硬質な胎土である。
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5 近世陶磁器

52次調査では 中世末～近世の遺構が多数検出された。 そ し て それに伴 う 陶磁 器が出土 し て いる。 図 示 し

たのは陶器が26点(400 1 ~4026)、 磁 器が24点 (4027 ~4050) である。 こ れらは一部中世の も の も 含む

が近世陶 磁 器と一括 し て 扱 っ て いる。 また参考資料と し て4 1次調査で出土 した陶器を 1点、 磁 器を4点圏示

した。 52次調査 区と4 1 次調査 区は重複する部分が多 く 、 4 1 次調査区出土の近世陶磁 器 も 今回検出された近

世の遺構群に伴 う も のである。 4 1次調査の報 告書では近世陶 磁 器は全 く 実測図の掲載がないが、 かなりの

点数の近世陶磁 器が出土 し て いる。 その一端は （羽柴 直 人 1 9 96 「近世の柳之御所跡について 」 紀要

X VI （財） 岩手県埋文セ ン タ ー ） で示 し て いる。

400 1 は 13世紀後半～ 14世紀前半の東北地方在地産の歪器系 陶 器の片 口鉢片と推測される。 柳之御所遺跡

堀 内 部地 区で 1 3 ~ 14世紀のは っ き り した遺構は検出されて おらず、 また、 こ れ まで同時期の遺物の出土量

も 非常に少ない。 よ っ て 、 こ の破片は他地 区からの混入とい う こ と も 考えられる。

4002~40 1 l は近世初頭の陶器である。 柱穴から出土 した遺物 も 多 く 、 掘立柱建物の構築年代を 考える上

で参考にな っ た。 また、 こ れだけ まと ま った量の近世初頭の陶器があるとい う こ とは、 52次調査 区 内 にお

いて 、 近世初頭に安定 した力を持つ も のが生活 し て いたとい う こ とを示 し て いる。 参考と し て 掲載 した41

次調査の志野織部の皿は井戸4 1SE 6 から出土 した も のである。 かなりの優品であり当該区で生活 し て い

た者の勢力を しのばせる。
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4012~4026は 1 8世紀以降の陶器である。 1 8世紀以降は17世紀代に比較すると陶磁器の量が飛躍的に増

し 、 出土量も非常に多 く なるのが特徴である。 そのこ と を考 え 合わせると、 52次調査 区内では18世紀の陶

磁 器の出土置はそれほど多 く な いとい う ことが言 える。 追構でも 1 8世紀以降の大型の掘立柱建物は検 出 さ

れていない。

4027は中国産の染付である。 16世紀後半頃のものと推測 さ れる。 4028~4041は17世紀代の肥前産磁器

である。 4028 、 4029は同一個体の碗、 他は皿である。 4030は41次調査出土のもの と 接合した。4037は

同じ 文様のもの （参考の図 中 央）が41次調査で出土している。 同 一個体の可能性もある。 参考の図に掲載

した4点はいずれも1630 ~1650年代の肥前産磁 器皿である。 4042は青磁の皿である。 2 1 次調査出土破片

(21 S D  1 出土 掲載番号472) と接合した。 又 、 辿構外出土片（報告書掲載番号4775) も接合しないが同

一個体と思われる。 図は52次の出土片と2 1 次出土片が接合した状態を示した。 なお以前の報告書ではこれ

らを中国産青磁 と しているが、 それは誤りで肥前産青磁 が正しい。 このよ う に52次調査区では初期の肥前

産磁 器が多量に出土 しているのが特徴的である。 これ まで平泉遺跡群内でも17世紀代の屋敷跡が幾つか調

査 さ れているが、 17世紀前半の肥前産磁器の出土量は非常に少な い状況である。 報告書が未刊行なために

数値的な比較はできないが、 一般の股民層とは階層が異なる 中 尊寺金色院の庫裏の調査では 1 7世紀前半代

の肥前産磁器が ま と ま っ て出土している。 やはり17世紀前半代の肥前産磁 器の量は、 その使用者の階層性

を表す可能性が高 い。 本調査 区 は17世紀前半の肥前産磁 器の出土量の多 さ から考えて、 格の高 い者の居住

が推測 さ れる。 特に4042の青磁の皿は非常に高価なものであり注目さ れる。

4043~4050は18世紀以降の肥前産磁器である。 質、 量 と もに17世紀前半代に比較すると貧弱とい える。

4043 、 4 044 は碗、 4 045 ~ 4 04 8 は皿 、 4 04 9 は瓶、 4050は香炉である。 404 9の内面は無釉である。

4050は青磁で足が付 く 、 内面は無釉である。

6 木製品
木製品は258点を図示した。 この 内、 1 94点 (500 1 ~5 1 94) が52SE 8の出土品である。 他に52SE 

1 が4点(5 l 95~5098) 、 52 S E 2 が2 点 (5199~5200)、 52 S E 9 が4点 (520 1 ~ 5204) 、 52 S E  10 

が 1 点 (5 2 05)、 52 S K 10が1 0 点 (5206~52 l 5)、 5 2 S K 11が21点 (5205)、 5 2 S K 24が1 9 点

(5237~5255) 、 52 S D26が1点 (5256)、 52 S B2 5の柱穴出土が1点 (5257)、 柱穴 P l 00 9出 土が1点

(5258) である。 表 中の整理番号とい う のは整理の過程で用いた番号で、 水潰けの遺物それぞれにその番号

を付してあるので、 今後の保存処理や樹種同定の際の便を考えて表 中 に示した。

500 1~5004は墨書のある木片である。 5002 はカ タ カ ナ 、 5003には絵 ？ が書かれている。 5004は図の

下端に文字らし い墨書がある。 500,6は文字 ？ の線刻がある木片である。「七人」 、「廿二人」などと読めるが、

上部が欠損しており全体の 文 意は不明である。 5006は外面に切り傷が多量 にある木片である。 5007、

5008は漆器碗である。 5007の外底面は漆が施 さ れていない。 5008は小破片から 器形を求めており、 図示

した実測図は正確ではない可能性もある。 5009~5042は折敷である。 ただし小片は確実に折敷かど う かは

わからない。 5018は折敷として使用した後に端部を削 っ て何物かに転用している。 5044は折敷に似るが端

部に扶りがあり、 箱の部品と思われる。 5050は扇の骨である4本が組み合わさ った状態で出土した。 505 1

~ 5 055は単品で出土した扇の骨である。 5056、 5057は櫛である。 図の ス ケ ー ）レは2/ 3である。 5056は

歯の基部に線刻による文様がある。 5058は刀子の鞘、 5059は柄である。 5058の実測固の右端は鞘の内面

の図である。 鞘が割れていたため実測可能であった。 5060~5062は杓子、 5063は木槌の槌部分である。
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5065~5080は箸である。ただし、 両端部を欠 く ものは箸か否かの判断は難しい。5086は用途不明の部材

である。 何 ら かの飾りの部材 と考え ら れる。50 8 7 は竹とんぼの類と思われるが定かでな い。508 8から

5090は形代と思われる。5089は刀形であるが、 他の2 点は何をかたどったかわからない。5091は机の脚

の類である。5102は貫穴がある部材、 5104は断面形が L 字形を呈している部材 である。 いずれ も 用 途は不

明である。 5186は毬打のステイ ッ ク に似るが定かではない。5193は棒状の製品で端部にえ ぐりがある。長

さは90cm近 く に達し一方の端部は欠損している。 5193、 5194の ス ケ ー ルは1/ 4である。

519 5 ~5198は52SE 1 か ら の出土である。12世紀の材木であるが、 製品名、 用途は不明である。519 9、

5200は52SE 2 か ら の出土で近世以降の材 木である。5201~5204は52SE 9 か ら の出土で12世紀の材

木である。 5201は折敷、 5205は曲物の廻しの側板が本体から外れたものである。樹皮で綴じ ら れており釘

穴が3 ヶ 所にある。5205は箸で52SE 10から 唯一出土した木製品である。 5206~5215は52SK 10から

の出土、 5216~52 36は52SK 11か ら の出土でチ ュ ウ木として使用された木片である。これ ら は本来チ ュ

ウ 木として製作されたのではなく、 何 ら かの製晶や不要の木片をチ ュ ウ 木と し て転用したものと推測される。

両追構ともに、 図示した他に も チ ュ ウ 木と思われる木片が多量に出土している。この 中で52SK 11出土の

5231 ~5236は黒漆塗がある木片である。 何 ら かの漆塗製 品を割ってチ ュ ウ 木に使用したと考え ら れる。

5236は縦に割れていたものが接合した も のである。図示した表面にのみ黒漆が塗 ら れているが、 物差にみ

られるような目盛り状の刻みと、 「＞＜」状の刻みがある。目盛りと目盛りの間の長さは3 .55cmを数える。こ

の数値は曲 尺の1寸（約3.03cm) よりも長 く 、 鯨尺の1寸（約3. 78cm) よ りも短い。 また「〉＜ 」状の刻み

は以前、 柳之御所追跡で出土した物差に施されたものと非常によ く 似る。 しか しこれ までの物差ではこの刻

み は 5 の単位の目盛に施されるものであり、 5236に施される部分には必要のない記号である。 また両方の

端部は削 ら れているが、 それが本来の製品であった時点の端部なのか、 チ ュ ウ 木に転用される際の削りなの

＇ 

5005 

こ二］
5008 隅 V

・

I I 
5004 ゜ 10cm 

5007 

第74図 52 S E 8出土木製品 ( 1 )
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か判断でき な い。 本来の製品の端部であれば物差とは考え 難い。 そ し て 、 これ まで平泉で出土 し た物差で漆

塗の も のは存在して いない。 以上の点か ら 5236が物差とするには躊躇を感 じる。 5237~5256は52S K24 

出土の も のである。 5237 ~5253はチ ュ ウ 木である。 図示 し た 他に も 多 く のチ ュ ウ 木が出土している。 その

多 く は5239のよう な 断面が方形の棒状の も のである。 5254~5256はチ ュ ウ 木以外の用 途の材木と思われ

る。 5257は52S 8 2 5の柱穴 P 866か ら 出土 し た大型のへ ら である。 掘立柱の礎盤として転用 さ れ、 使用 さ

れて いたと思われる。

年輪年代測定結果
52次調査で出土し た 木 製品について 光谷拓実氏 （奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セ ンタ ー 技術研究

室長） に年輪年代測定を依頼 し 、 測定結果をい ただい た 。

52次調査出土の も のは3点について．依頼 し たが、 それと合わせて平泉町教育委員会の調査で出土 し た 2 点 も

同時に結果をいた だ い た 。 よ っ て 、 その2点について も 町教育委員会の許可を得て測定結果をここで報告す

る。

試料1 柳之御所遺跡第52次調査52S E 8出土折敷 報告書掲載番号5018

結果 測定不能

試科2 柳之御所遺跡第52次調査52SE 8出土折敷 報告書掲載番号5010

結果 西暦1186年伐採 （樹皮あり）

試料3 柳之御所遺跡第52次調査52S E 8出土箱片 報告書掲載番号5044

結果 測定不能

試料4 柳之御所遺跡第53次調査井戸中 層出土板材 （町教委試料）

結果 西暦1 1 48年伐採

試料5 志 羅 山遺跡第59次調査2号井戸下層出土 曲物底板 （町教委試料）

結果 西暦1099年 十 a 年伐採

試料4の結果について は平泉町教育委員会 2001 「平泉遺跡群発掘調査略報」 柳之御所遺跡53 · 54次

に も 掲載している。 試料 5 について は現在報告書未刊行である。
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7 その他の遺物
こ れ まで述べた種類以外の遺物をこ こ で一括 して述べる。

6001は52SE 8の5層から出土 した粘板岩である。片面に貝の巣穴が多数開いている。類似のものは毛越

寺庭園にみられ、 庭園において荒磯を表現する風景の道具立てと し て 使用されたと考えられる。 同 様 に

6001 も 庭園に用いられたも石であり、 不要になった後に井戸に廃棄されたと推測できる。 6002~6008は

砥 石である。砥石は近世以降と思われるものは割愛し 、 12世紀に属 する可能性が高いもののみを示した。

6009は滑石製の石鍋の体部破片である。外面に縦方向の調整がみえる。6010は滑石片である。上面、 下面

ともに擦痕がある。 石鍋の転用品の可能性がある。 6011は浮き彫りのある石片である。 何らかの彫刻から

剥離欠損 した石片と思われる。 6012は穿孔のある石である。 穿孔は自 然のものである可能性が高 い。

6013は切り離 しがヘラ 切りの須恵器坪である。9世紀前半の遺物と考えられる。6014は軟質な焼成である

が9~10世紀の須恵器の破片と推測さ れる。器種は長頸瓶の可能性が高 い。6015~6017は 9 ~10世紀の

土 師器長胴甕の破片である。 調整は内外面ともに磨耗が著 し く 不明である。6018は52 S-E8から出土 した

素焼きの破片である。 火鉢の類と推測され、 時期はおそら く 12世紀と考えられる。60 1 9は素焼きの破片で

ある。時期、 器種とも不明である。6020はロ ク ロかわらけの底部に穿孔が施されたものである。 磨耗が著

し く 確実ではないが、 焼成 後の穿孔と思われる。6021、 6022は羽 口である。 6021は時期不明、 6022は出

土遺構から12世紀のものと考えられる。

6023は52S B 3の柱穴 P 372から出土 したキセルの雁首である。 近世の も のであるが詳細な時期は判じか

ねる。6024、 6025は ど ち らも寛永通賣 （古寛永）である。6025は腐食が著 し い。

6026~6028は鉄製の鎧の「札」である。52S K24の6層から出土 し た。 52SK24は ト イ レ状遺構であり

6層は有機質分の多い土で種子やチ ュ ウ 木が多量に混入 していた。 6026と6027はX 字状に重な っ て癒着 し 、

6028はやや離れて単独で出土 し た 。 3点とも表面に漆が塗られており、 穴の数は13個ある。3枚ともに威糸

の痕跡はない。

6029 、 6030は墨書のあるかわらけ片である。 6029は手づくねかわらけ片で52SE 8からの出土である。

カ タ カ ナが記されるが小破片であり文意を読み取れな い。 墨書は内外面両方にある。6030は手づくねかわ

らけ片で52SK 11から出 土した。 内外面に く ずし字 ？ の墨書を施 している。 また実測図は木製品と しても

掲示 したが、 墨書資料という観点から5002の実測図も再び掲載 している。
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柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号(cm) (m) 
柱穴番号 深 さ 底面の棉高 建物番号(cm) (m) 柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号(cm) (m) 

P l O l  未 掘 P l 64a 未掘 P229  未掘
P l 02 23 .0  27 .46 52SB25 P l 64b  53 .4  26 .82 52SB21  P230  29 . 2  27 .45 52SB25 
P l 03 4 1 .2  27 .45 52SB25 P l 65 未 掘 P 2 3 1  未 掘
P l 04 未 掘 P l 66 53 .9  26 .82 52SB21  P232  未掘
P l 05 未 掘 P l 67 未 掘 P233  未掘
P l 06 未 掘 P l 68 未 掘 P234 未掘
P l 07 未 掘 P l 69 8 .3 27 .52 52SB 1 4  P235  未掘
P l 08 未 掘 P l 70 35 .9  27 .29  52SB 1 3  P236 未掘
P l 09 未 掘 P l 7 1  未 掘 P237 未掘
P l l O 未 掘 P l 72 1 7 . 5  27 .50  52SB 1 4  P238 未掘
P l l l  未 掘 P l 73 未 掘 P239 未掘
P 1 1 2 未 掘 P l 74 22 .0  27 .40  52SB 1 6  P240 未 掘
P l  1 3  未 掘 P l  75 1 9.3  27 .39 52SB 1 6  P 2 4 1  未 掘
P 1 1 4 1 0.7  27 .58 P l  76 2 1 . 1  27 .35  P242  未掘
P 1 1 5  26 .7  27 .44 P l  77 未 掘 P243  未掘 52柱 列 4
P 1 1 6 25 .7  27 .42  Pl  78  3 1 . 4  27 .26 52SB2 P244 未掘
P l l  7 未 掘 P l 79 46 .7  27. 1 1  P245  未掘
P 1 1 8 35 .8  27.3 1  52S B 1 4  P l 80 未 掘 P246 未掘 52SB2 
P 1 1 9  39 .0  27 .33  52S B 1 4  P l 8 1  未 掘 P247  1 5 .2  27.4 1  52S B 1 5  
P l 20 未 掘 P l 82 42 .5  27 .09  P248 23 . 1  27 .44  52S B 1 5  
P l 2 1  1 7 . 0  27 .47  52S B 1 4  P l 83 32 .9  27 .26  52柱 列 6 P249  1 0.5  27 .59 
P l 22 4 5  0 27 . 1 5  52S B 1 3  P l 84 未 掘 P250 33 .9  27 .35 52SB2 
P l 23 26 .4  27 .34  P l 85 未 掘 P 2 5 1  1 6.9  27 .52 52S B 1 5  
P l 24 37 .7  27 .23  52柱 列 3 P l 86 9 .2  27.4 1 P252  未掘
P l 25 1 8 .8  27 .44 52柱 列 3 P l 87 1 7 . 2  27 .35 52柱 列 6 P253  26 .0  27 .46  52S B 1 5  
P l 26 43 .3  27 .24  52柱 列 3 P l 88 1 5. 2  27 .37 P254 未掘
P l 27 未 掘 P l 89 73. 1 26.80 52SB 1 6  P255  38 . l  27 . 30  
P l 28 6 .5  27 .62 52柱 列 6 P l 90 未 掘 P256 1 9.0 27.50 52柱 列 4
P l 29 47 .3  27 . 1 9  P l 9 1  43 .6  27 .28  5 2 S B 1  P 2 5 7  44 .2  27 .24  52SB2 
P l 30 未 掘 P l 92 38.8 27.29 52SB2 P258 65 .2  27 .06 5 2 S B 1  
P l 3 1  56 .8  27 .04  52S B 1 3  P l 93 6 1 . 2  27. 1 0  5 2 S B 1  P 2 5 9  33 .4  27 .32 52SB2 
P l 32 4 6 . 1  2 7 . 1 3  52S B 1 4  P l 94 23 .5  27 .47 52SB2 P260 5 1 .8 27 . 1 5  5 2 S B 1  
P l 33 58 .0  26 .96  52S B 1 3  P l 95 36 .5  27 .33 52SB 1 7  P 2 6 1  未 掘
P l 34 1 9 . 7  2 7 . 3 1  P l 96 未 掘 P262 57 .0  27 . 1 4  52S B 1 7  
P l 35 未 掘 P l 97 未 掘 P263 40 .2  27 .22  52S B 1 7  
P l 36 27 .2  27 .29 52SB 1 4  P l 98 未 掘 P264 20 .4  27 .48 52柱 列 4
P l 37 未 掘 P l 99 33 .5  27 .37  52SB2 P265 1 1 .0 27 .52  52SB2 
P l 38 未 掘 P200 88 .8  26 .75 5 2SB 1 6  P266 未 掘
P l 39 20 .5  27 .32 52S B 1 3  P 2 0 1  28 .6  27 .38 52柱 列 3 P267 未掘
P l 40 33 . 1  27 .25  52S B 1 3  P202 未 掘 P268 4 5 . 1  27 . 1 9  52SB 1 6  
P l 4 1  未 掘 P203 9 .6  27 .54  52柱 列 3 P269 未掘
P l 42 1 9.4  27 .32 52S B 1 3  P204 未 掘 P270 未掘
P l 43 23 .0  27 .33 52S B 1 3  P205 未 掘 P 2 7 1  1 3.4  27 .48  52柱 列 4
P l 44 32 .5  27 .25 52S B 1 3  P206 37 .6  27 .32 52SB 1 5  P272 未 掘
P l 45 20 .5  27 .43 52S B 1 4  P207 2 6 . 1  27 .39  P273 1 1 .2  27 .53  52SB 1 8  
P l 46 43 .5  27 . 1 8  P208 25 .6  27 .40 P274 1 8.4  2 7 . 5 1  52SB 1 8  
P l 47 5 .2  27 .48 52S B 1 4  P209 32 0 27 .46 52SB25 P275 1 3.2  27 .38  52S B 1 5  
P l 48 未 掘 P 2 1 0  1 5 . 4  27 .42  P276 58 .5  27 .06 52SB2 
P l 49 1 8 . 1  27 .42  P2 1 1  56 .2  27 .43  52SB25 P277 36.8 27 .25  52S B 1 5  
P l 50 未 掘 P 2 1 2  未 掘 P278 65.0 26 .98 5 2 S B 1  
P l 5 1  未 掘 P 2 1 3  未 掘 P279 55 .9  27 . 1 0  52S B 1 5  
P l 52 37 .2  52S B 1 3  P 2 1 4  未 掘 P280 44 .2  27 .22  52SB2 
P l 53  23 .0  27 . 4 1  52柱 列 6 P 2 1 5  59 .9  27 .46  52SB25 P281  33 .8  2 7 . 4 1  52S B 1 5  
P l 54 未 掘 P 2 1 6  未 掘 P282 50 .7  27 . 1 5  52SB 1 
P l 55 未 掘 P 2 1 7  未 掘 P283 2 9 . 1  27 . 1 4  52S B 1 5  
P l 56 未 掘 P 2 1 8  未 掘 P284 58 .0  27 .06 5 2 S B 1  
P l 57 消 滅 P 2 1 9  未 掘 P285 1 7.8 27 .45  52S B 1 8  
P l 58 未 掘 P220 未掘 P286 消 滅
P l 59 1 8 . 1  27 .48 P 2 2 1  未 掘 P287 34 .7  27 .27  52SB 1 6  
P l 6 0  26.8 27 . 1 7  52SB21  P222  未 掘 P288 1 9 .3 27 .40  52S B 1 8  

P l 6 l a  1 8.0 27. 1 4  52S B 1  P223 未掘 P289 33 .2  27 .27 
P l 6 l b  1 1 .5  27 .34 P224 未掘 P290 1 1 .8 27.47 52SB2 
P l 62a 55 .3  26.86 P225  未掘 P291  1 5 . 9  27 .48 52SB 1 8  
P l 62 b  5.6 27 .26 P226 未 掘 P292 未掘
P l 63 a  9 .0 27 .38  P227 未掘 P293  39 .2  27 .20  52SB2 
P l 63b  1 2 .0 27 .33 P228 未 掘 P294  未掘

表1 柱穴計測表 ( 1 )
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＼ 
柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号

(cm) (m) 
柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号

(cm) (m) 
柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号

(cm) (m) 

P295 未掘 P361  未掘 P427  未 掘
P296 49 .4  27 .06 52SB 1 6  P362 未掘 P428 未 掘
P297 未掘 P363 1 7 . 6  2 7 . 1 8  52SB 1 8  P429 未掘
P298 2 1 . 4 27 37  52S B 1 8  
P299 未 掘

P364 6 .8 27 .20 52SB 1 8  
P365 未掘

P430 33 .8 27 29  52SB20 
P431  52SK36 に名称変更 52SB20 

ヽ

P300 1 6 .8  27 .33  52S B 1 8  P366 33.3 26 .85 52SB22 P432 52SK35に名称変更 52SB20 
P301  24 .4  27 .22 52S B 1 8  P367 47 .5 26 .78 P433 4 .3  27 .34 
P302 未掘 P368 6 .5  27 .29  P434 9 .8 27 .39 
P303 未掘 P369 8.8 27 . 1 5  P435 52SK3 1 に 名称変更
P304 25 .9  27. 1 5  52SB 1 8  P370 4 .8  27 . 27  P436  未 掘
P305 2 1 . 3 27 .20 52SB 1 8  P37 1  8 .5 2 7 .23 P437 未掘
P306 未掘 P372 22 .4  27 .08 52SB22 P438 未掘
P307 1 6 .4 27 .08 52SB22 P373 4 1 .0 26 .93 52SB22 P439 6 .8  27 .29  52柱 列 2
P308 42 . 1  26 .79  52SB22 P374 27 .9  27 .06 52SB22 P440 未掘
P309 40 .6  26 .86  P375  6 .7  27 .06 52SB22 P44 1  未掘
P 3 1 0  5 1  6 26 .85 52SB21  P376 未掘 27.08 P442 未掘
P31  l 48 3 26.82 52SB22 P377 未掘 P443 未掘
P 3 1 2  40 .2  26 .92 P378 未掘 P444 未掘
P 3 1 3  65 .0  26. 7 1  P379 未掘 P445 未掘
P 3 1 4  1 9 .3 27. 1 0  P380 未掘 P446 未掘
P 3 1 5  未 掘 P38 1 未掘 P447 未掘
P 3 1 6  未 掘 P382 未掘 P448 未掘
P 3 1 7  未 掘 P383 未掘 P449 未 掘
P 3 1 8  未 掘 P384 未掘 P450 未 掘
P 3 1 9  未 掘 P385 未掘 P451  未 掘
P320 1 2 .2  27 .46  52SB2 P386 未掘 P452 未 掘
P 3 2 1  37 .2  27 .26  52SB 1 5  P387 未掘 P453 消 滅
P322 37 .2  27 .23  52SB 1 5  P388 未掘 P454 未掘
P323 未 掘 P389 未掘 P455 未掘
P 324 55.0 27 .03 52SB2 P390 未掘 P456 未 掘
P325 44 . 1  27. 1 7  P391  未掘 P457 未掘
P326 20 .3  27 .43  52SB2 P392 未掘 P458 未 掘
P327 33 .5  27 .28 52SB 1 5  P393 未掘 P459 未 掘
P328 40 .8 27 .26  52SB1 P394 未掘 P460 未 掘
P329 未掘 P395 未掘 P461  未 掘
P330 未 掘 P396 未掘 P462 未 掘
P 3 3 1  未 掘 P397 未掘 P463 未掘
P332 未 掘 P398 未掘 P464 未掘
P 333 29.5 27 .33 52SB 1 5  P399 未掘 P465 未掘
P334 53 . 1  27 .05 52SB 1 6  P400 未掘 P466 未掘
P335 26 .0  27 .38 52SB2 P40 1 未掘 P467 未掘
P336 55 .3  26 .99  52SB 1 6  P402 未掘 P468 未 掘
P337 未 掘 P403 未掘 P469 未 掘
P338 3 1 .0 27. 1 8  52SB 1 5  P404 未掘 P470 未掘
P339 5 1 . 2 27 . 0 1  52SB2 P405 未掘 P471  未 掘
P340 未 掘 P406 1 1 . 5  27 .55  P472  未 掘
P 3 4 1  未 掘 P407 未掘 P473  未 掘
P342 未 掘 P408 未掘 P474 未掘
P343 57 .4  26 .93 52SB1  P409 未掘 P475 未掘
P 344 33 .7  27 .20  52SB 1 5  P4 1 0  1 6 . 7  2 7  48  P476  未掘
P 345 44.6 27 . 1 9  52SB2 P4 1 1  未掘 P477  未 掘
P346 33 .0  27 . 1 2  52SB 1 6  P4 1 2  未掘 P478 未掘
P347 53 .2  27 .02 52SB 1 P4 1 3  未 掘 P479 未掘
P348 28.5 27 .36  P4 1 4  7 .2 27 . 46  52柱 列 2 P480 未掘
P349 未掘 P4 1 5  未掘 P481  7 . 5  26 .99 52SB 1 2  
P350 未 掘 P 4 1 6  9 . 1  27 .46 P482 未掘
P351 未掘 P4 1 7  未掘 P483 50 .3 26 64  52SB 1 1  
P352 34 .2  27 .23  52SB 1 7  P 4 1 8  未掘 P484 42.2 26 .69  52SB20 
P353 未掘 P 4 1 9  未 掘 P485 3 1 .0 26 .82 52柱 列 2
P354 8 .7  27 .4 1 52S B 1 8  P420 未掘 P486 未 掘
P355 38 . 1  27 .03 52SB 1 6  P421  未掘 P487 1 1 .4  27 . 1 4  52柱 列 2
P356 未掘 P422 未掘 P488 未 掘
P357 5 1 . 7 27 .00 52SB 1 6  P423 未掘 P489 未掘
P358 未掘 P424 未掘 P490 未掘
P359 1 2 . 1  27 . 3 1  52SB 1 8  P425 未掘 P491  未 掘
P360 未掘 P426 未掘 P492 未 掘

表2 柱穴計測表 (2)
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柱穴番号
深 さ 底面の標高 建物番号(cm) (m) 柱穴番号

深さ 底面の標碍
建物番号(cm) (m) 柱穴番号

深 さ 底面の標高 建物番号(cm) (m) 

P493 未掘 P558 22 7 27 45 52柱 列 5 P624 未 掘
P494 未掘 P559 1 1 . 1  27 .56 5 2 S B 1 9  P625 未 掘
P495 未掘 P560 1 4 .6 27 .53 52柱 列 5 P626 未 掘
P496 未掘 P561  5 .2  27 .64 P627 未 掘
P497 未 掘 P562 40 .8 27 .37 P628 未 掘
P498 未 掘 P563 未 掘 P629 30 . 1 27 .47 
P499 未 掘 P564 未 掘 P630 28 5 27 .47 
P500 未 掘 P565 未 掘 P63 1 35 .4  28 .48 
P501  未 掘 P566 未 掘 P632 未 掘
P502 未 掘 P567 3 4 . l  27 .43 52SB 1 9  P633 未掘
P503 未掘 P568 34 .7 27 77 52SB 1 9  P634 39 .4  27 .36 52S B 1 8  
P504 未掘 P569 未掘 P635 27 .2  27 .65 52S B 1 8  
P505 未掘 P570 48 .9  27 .26 5 2 S B 1 9  P636 未 掘
P506 未掘 P 5 7 1  22. 1 27 .54 P637 1 0 . 8  27 .80 52S B 1 9  
P507 未 掘 P572 35. 1 27 .40 52SB 1 9  P638 未 掘
P508 未 掘 P573  ＇ 未 掘 P639 未 掘
P509a 未 掘 P574 未 掘 P640 未 掘
P509b 未 掘 P575  未 掘 P641  未掘
P 5 1 0  未 掘 P576 未掘 P642 未 掘
P 5 1 1 未 掘 P577 未掘 P643 未 掘
P 5 1 2  未 掘 P578 25 .5  27 . 1 4  P644 未掘
P 5 1 3  未 掘 P579 未掘 P645 未 掘
P 5 1 4  未 掘 P580 未掘 P646 未 掘
P 5 1 5  未 掘 P581  未 掘 P647 未 掘
P 5 1 6  未 掘 P582 未 掘 P648 未 掘
P 5 1 7  未 掘 P583 未 掘 52SB 1 1  P649 未 掘
P 5 1 8  未 掘 P584 未 掘 P650 未 掘
P 5 1 9  未 掘 P585 68.0 26 .43 P651  未掘
P520 未 掘 P586 1 5.8  26.88 P652 未 掘
P 5 2 1  4 7 . 6  26 .28 P587 未掘 P653 未 掘
P522 未 掘 P588 20.8 26 .78 P654 未 掘
P523 47 .4  26 .63  52SB 1 1  P589 未掘 P655 未 掘
P524 2 1 .9 26.97 52柱 列 1 P590 未掘 P656 未 掘
P525 45.0 26 .73 P 5 9 1  未 掘 P657 未掘
P526 34 .5  26 . 8 1  52柱 列 l P592 未掘 P658 未 掘
P527 未 掘 52柱 列 l P593 未掘 P659 未 掘
P528 5 1 . 2 26 .62 52SB 1 1  P594 未掘 P660 未 掘
P529 72 .9  26 .44 52S B 1 2  P595  未 掘 P661  未掘
P530  未掘 P596 未掘 P662 14 .7  26.84 52SB5 
P 5 3 1  4 4 . 5  26 .59 52SB 1 2  P597  未掘 P663  6 .6  26 .79 
P532 2 1 .0 26 .85 52SB 1 2  P598 未掘 P664 9 .4  26 .78 
P533 未 掘 P599  ボ ッ P665 28.8 2 6 . 5 1  52SB7 
P534 1 8.8 26.85 P600 未掘 P666 25.9 26 .54 52SB7 
P535 未掘 P601  未掘 P667 1 3 .4 26 .66 52SB7 
P536 未掘 P602 未掘 P668 33.8 26 .47 52SB7 
P537 53 .3  26 .99 52SB 1 1  P603 未掘 P669 20.4 26.46 52SB9 
P538 48 .8 26 .51  52S B 1 2  P604 未 掘 P670 ボ ッ
P539 未 掘 P605 未 掘 P671  1 7 . 9  26 .59 52SB9 
P540 37 .7  26 .52 52SB 1 1  P606 未 掘 P672 1 7 .0  26 .59 
P541  34 . 6  26 .54 52SB 1 2  P607 未掘 P673 未掘
P542 未 掘 P608 未掘 P674 1 6 . 3  26 .35  
P543  未掘 P609 未掘 P675 78 .6  26 .35  52SB5 
P544 未 掘 P6 10  未 掘 P676 22 .6  26 .89 
P545 未 掘 P 6 1 1 未 掘 P677 1 4 .7  26 .95  
P546 未 掘 P 6 1 2  未 掘 P678 4 .5  27 .07 
P547 未 掘 P 6 1 3  未 掘 P679 45 .5  26 .66 52SB7 
P548 未 掘 P 6 1 4  未 掘 P680 1 8 . 5  26 . 9 1  52SB7  
P549 未 掘 P 6 1 5  未 掘 P681  33 .5  26 .73  52SB7 
P550 未 掘 P 6 1 6  未 掘 P682 9 . 1  26 .99 52SB7 
P 5 5 1  未 掘 P 6 1 7  未 掘 P683 1 3 .3  26 .98 52SB5 
P552  未 掘 P 6 1 8  未 掘 P684 8.5 26.86 52SB9 
P553 未 掘 52SB 1 9  P 6 1 9  未 掘 P685 4 .4  26 .89 
P554 未 掘 P620 未掘 P686 1 6 .5  26 .88 
P555 未掘 P621  未掘 P687 7 .9  26 95 
P556 未掘 P622 未掘 P688 ボ ッ
P557 1 9.4 27 .57 52SB 1 9  P623 未掘 P689 6 .5  26 .91  52SB7 

表3 柱穴計測表 (3)
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柱穴番号
深 さ 底而の標高 建物番号(cm) (m) 柱穴番号 深 さ 底面の椋高

建物番号(cm) (m) 柱穴番号
深 さ 底面の標高

建物番号(cm) (m) 

P690 6 .4 26 .92 P756 33 .7  26 .42 52SB8 P822 7 . 3  27 2 0  52SB 1 5  
P69 1  30 . 3  26.64 52SB3 P757  25 .6  26 .46  52SB6 P823 38 .3  27 .22  52SB 1 5  
P692 7 .5  26 .82  P758  2 1 . 7  26 .33  52SB 1 0  P824 9 .9  27 .50 
P693 50 .0  26 .40 52SB5  P759  26 .2  26 .62 P825 53 .5  26 .70  52SB 1 1  
P694 3 .9  26 .84 P760 37 .4 26 .52 5 2SB6 P826 89 .8  26 .32  52SB 1 2  
P695 20 .9  26 .68  52SB3 P761  50 . 5  26 .33  5 2SB4 P827 30 .3  26 .77  52SB20 
P696 1 8.8  26 .69 P762 27 .5  26 .47 5 2SB8 P828  未掘
P697 4 5 . 1  26 .43  52SB5 P763 1 2 . 8  26 .65  P829  47 .8  26 .3 1  52SB 1 1  
P698 2 2.8  26 .64 52SB5  P764 1 0 . 3  26 .64 P830  不 明
P699 1 2.4  26 .79 P765 37 .0 26 .39 52SB4 P83 1  56 . 5  26 . 30  52SB 1 1  
P700 ボ ッ P766 23 . 3  26 . 5 1  P832  70 .0  26 .96  52SB1  
P701  1 9 . 1  26.69 P767 1 8 .7 26 .57  P833  50 .0  27 . 1 6  52SB2  
P702  38 . 3  26 .48 52SB5 P768 35 .0  26 . 39  5 2SB4 P834  53 . 5  27 .06  52SB2  
P703  2 0  1 26 66 52SB3 P769 1 0 .7  26 .79 5 2SB8 P835 44 .7  27 . 1 8  52SB2  
P704  42 . 1 26 . 4 1  P770  23 .6  26 .70 5 2SB 1 0  P836 34 .8  27 .20  5 2SB 1 7  
P705  9 . 5  26 .72  52SB5 P771  5 1 . 5 26 .44 5 2SB4 P837 47 .6  27. 1 1  5 2SB 1 
P706 7 . 3  26 .72  P772  未 掘 P838 未 掘
P707 35 .8 26 .45 52SB7 P773 未 掘 P839 25 .8  27 3 0  52SB 1 5  
P708 消 滅 P707 と 同化 P774 未 掘 P840 1 8 . l  27 . 39  52SB 1 5  
P709 2 5 . 1  26 .53 5 2SB7 P775  未 掘 P841  未 掘
P 7 1 0  39 . 2  26 .60  52SB3  P776 未 掘 P842 30 2 27 .09  5 2 SB 1 7  
P7 1 1  5 1 .9 26 .47 52SB5  P777  未掘 P843  不 明
P 7 1 2  3 5.6 26.74 P778 未 掘 P844 1 8 .4 27 .46  52SB 1 5  
P 7 1 3  27 .3  26 .74  52SB7 P779 未 掘 P845 45 .4  27 .40  52SB25 
P 7 1 4  48 .0  26 .54  52SB7 P780 未掘 P846 未 掘
P 7 1 5  43 .3  26 .53  52SB9 P781  未掘 P847 未 掘
P 7 1 6  7.6 26 .89 P782  未掘 P848 未掘
P 7 1 7  3 8 . 1  26 .54 P783 未掘 P849 未掘
P 7 1 8  1 6.6 26 .77 P784 未 掘 P850 未掘
P 7 1 9  未 掘 P785 未掘 P851  未掘
P720 1 1 . 0  26 .94 52SB5 P786 未掘 P852  未掘
P721  1 4 . 4  26 .93  52SB5 P787  未掘 P853  未掘
P722 7 .8  27 .03  52SB3 P788  未掘 P854 未 掘
P723 20 .0  26 .92 52SB5 P789 未掘 P855 未 掘
P724 1 6 . 1  26 .88 52SB3 P790 未掘 P856 未 掘
P725 55 .5  26 .49  52SB5 P791  未 掘 P857 未 掘
P726 66 .8  26 .42  52SB5 P792  未掘 P858 未 掘
P727 未 掘 P793 未掘 P859 未 掘
P728 未 掘 P794 未 掘 P 860 未 掘
P729 29 .6  26 .9 1  52SB5  P795  未 掘 P861  未掘
P730 1 2 .4  27 .02  52SB3 P796 未 掘 P 862 未 掘
P 7 3 1  50 .3  26 .63  52SB5 P797 未 掘 P863 63 .0 27 .09 52SB25  
P732  28 .9  26 .84  52SB3 P798 未 掘 P864 64 .5 27 .27  52SB25  
P733 1 0.4  27 .04 52SB3  P799  未掘 P865 7 2 . 1  27 . 1 3  52SB25  
P734  1 0.9  26 .96 P 800 未 掘 P866 28 .6  27 . 1 3  52SB25  
P735 37 .5  26.76 52SB5  P801  未 掘 P867 33 . 2  27 . 1 8  5 2SB25 
P736 1 5 . 3  26 .88 52SB3  P802  1 4 .6 26 .43  52SB 1 0  P868 35 .8  27 .22 52SB 1 5  
P737 47 7 26 .53  52SB5 P803  未掘 P869 53 . 2  27 . 1 6  52SB25  
P738  64 26 .80 P804 未 掘 P870 未 掘
P739 1 3  3 26 73 52SB3 P805 未掘 P 8 7 1  未 掘
P740 8 .6  26 .87 P806 未掘 P872 未 掘
P741  35 . 3  26 .64 52SB5 P807 未掘 P873 未 掘
P742 1 1 .8  26 .97 P808 1 5 .8  27 .33 52SB20 P874 20 .3  27 .32  5 2SB 1 8  
P743 1 8. 2  26 .85  52SB3 P809 未掘 P875 22 .5  27 .27 
P744 消 滅 P 8 1 0  未 掘 P876 9 . 3  27 . 48  52SB2  
P745  26 . 1  26 .77  52SB5 P 8 1 1 未 掘 P877 49 .8 27 . 1 4  5 2SB 1 6  
P746 8 .4  26 .93  52SB3 P 8 1 2  未 掘 5 2柱 列 1 P878 未 掘
P747 3 4 . 1  26.67 52SB5  P 8 1 3  5 . 5  27 .26  52柱 列 2 P879 未 掘
P748 9 .8 26 .89 52SB3  P 8 1 4  未 掘 52柱 列 2 P880 未掘
P749 1 1 . 0  26 .83 52SB5  P 8 1 5  未 掘 P881  未 掘
P750 32 . 0  26.67 52SB3  P816  未掘 P882 57 .8  2 7 . 1 4  52SB 1 7  
P75 1  9 . 1  26.76 P 8 1 7  未 掘 52SD 1 P883 60 . 1 27 .06  52SB 1 7  
P752 27 .7  26 .6 1  52SB7 P 8 1 8  未 掘 P884 20 .8  27 . 3 1  5 2SB 1 4  
P753 20 .0  26 64 52SB8 P 8 1 9  未 掘 P885 1 3 .4  27 .29 5 2SB25 
P754 3 2  4 26 47  52SB6 P820  不 明 不 明 5 2SB 1 5  P886 66 .8  27 . 1 5  52SB25  
P755  38 4 26 3 1  52SB 1 0  P82 1  38 .6  27 .23 5 2SB 1 5  P887 6 1 . 0 27. 1 7  52SB25  

表4 柱穴計測表 (4)
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柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号(cm) (m) 柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号(cm) (m) 柱穴番号 深 さ 底面の標高 建物番号(cm) (m) 

P888 未掘 P945 1 7. 2  27 . 23  52SB25 P l 00 2  3 1 . 9 26 .58  
P889 1 5 . 3  27 .20  P946 23 .9  27 . 30  52SB25  P l 00 3  65 .2  26 1 8  52SB 8 
P890 29 .7  27 .06 P947 未掘 P l 004 1 9 .9  26 .62  
P 8 9 1  38 .7  26 .97  52SB21  P948 未掘 P l 005  35 . 1  26 . 47  52SB9  
P892  1 3 .5  27 .20 P949a  未掘 P l 006 42 .5  26 .40  52SB 1 0  
P893 未掘 P949b 63 5 27 . 1 0  52SB25 P l 007  1 2 .4  26 . 7 1  
P894 67 .2  2 7 . 1 2  52SB25 P950 未掘 P l 008  1 6. 3  26 .65  52SB3 
P895 消 滅 P894と 同化 P 9 5 1  未 掘 P l 009  26 .5  26 .55  5 2S B 1 0  
P896 未掘 P952 未掘 P l O l O  1 4.9  26 .70  5 2S B 1 0  
P897 未掘 P953 未掘 P l O l l  30 . 4  26 . 39  52SB6  
P898 未掘 P954 1 . 7 27 .35  P 1 0 1 2  30 .4  26 .54  52SB4 
P899 1 0 . 2  27 .47  52SB 1 4  P955 消 滅 P 1 0 1 3  47 .9  26 .36  
P900 未掘 P956 22 .4  26 .99  52SB23 P 1 0 1 4  2 7  5 26 .44 52SB9 
P901  ？ ？ 52SB 1 4  P957 1 5 . 9  27 .09  P l 0 1 5  1 3 .9  26 .82  52SB 1 0  
P902 1 3 . 1  27 .62  P958 8 .0  27 .02  P l 0 1 6  4 1 . 9 26 . 5 1  52SB 1 0  
P903 30 .4  27 .32  5 2S B 1 4  P959 49 .2  26 .74  52SB2 1 P l 0 1 7  22 . 8  26 .72  
P904 53 .2  27 .07  5 2S B 1 4  P960 22 .9  27 .0 1  P l 0 1 8  8 . 2  26 . 8 1  
P905 1 5 . 8  27 . 4 1  5 2S B 1 4  P961  47 .4  26 .80  52SB2 1 P l 0 1 9  43 . 1 26 .42  52SB 1 0  
P906 39 . 1  2 7 . 1 5  5 2S B 1 6  P962 63 .7  26 .54  52SB23 P l 02 0  30 .3  26 .55 52SB6 
P907 1 1 .5  27 .48  52柱 列 2 P963 48 .2  26 .72  52SB23  P l 02 1  56 .9 26 .29 52S B 1 0  
P908 6 .9 27 .6 1  P964  未 掘 P l 02 2  35 .3  26 .49  52SB6 
P909 1 6 .9  27 .46 5 2S B 1 3  P965 2 8 . 1  27 . 1 1  P l 023  2 1 . 1  26 69 52SB6 
P 9 1 0  7 .9  27 .47  P966 1 3. 0  27 .26  52SB23 P l 02 4  1 3 .9  26 . 7 1  52SB6 
P9 1 1  1 2 .5  27 .38 5 2S B 1 3  P967 1 3 . 8  27 26  52SB23  P l 02 5  2 3 . 4  26 .76  52SB4 
P 9 1 2  未 掘 P968 56 .8  26 .68  52SB23 P l 026  27 .5  26 .38  52SB4 
P 9 1 3  32 .4  27 .45  P969 68 .3  26 . 7 1  52SB23 P l 02 7  1 8.5  27 . 2 1 
P 9 1 4  1 7 . 9  27 .47  52SB 1 6  P970 58 .2  26 .77  52SB23 P l 02 8  3 2 . 8  2 6 . 9 8  52SB24 
P 9 1 5  5.8 27 . 44 5 2 S B 1 8  P 9 7 1  42 . 9  26 . 82  52SB23 P l 029  23 .0  27 .08  
P 9 1 6  1 6.8  27 . 25  P972  58 . 3  26 .64  52SB23 P l 03 0  42 .6  26 .90  52SB22 
P 9 1 7  7 .9 27 . 34  P973  20 .4  27 .00  P 1 0 3 1  1 9 . 0  27 .08  
P 9 1 8  2 7 . 5  27 . 39  52SB 1 5  P974 28 . 2  26 .89 52SB26 P 1 03 2  29 .5  26 .87  52SB 2 1  
P 9 1 9  1 1 . 9  27 .56  52SB 1 5  P975 27 .7  26 .9 1 52SB24 P l 03 3  1 6 .0  26 .96  
P920 39 . 0  27 .2 1 52SB 1 5  P976 26.3 26.82 52SB21  P l 03 4  1 2 .8  27 . 1 2  
P92 l a  43 .8  2 7 . 1 8  P977 47 .5  26 .79 52SB22 P l 03 5  3 . 4  27 .05  
P92 l b  69 .0  26 .86 52SB 1 3  P978 1 6 . 7  27 . 25  P l 036  23 . 3  26 . 85  52SB21  
P922 37 .8  26 .88  52柱 列 1 P979 36 . 1 27 .06  P l 03 7  1 . 1  27 . 1 5  
P923 6 1 .3 26 .62 52SB 1 2  P980 未掘 P l 038 62 .9  26 .68  52SB23 
P924  1 7 .5  27 .09  52SB20 P981  58 .7  26 .65  52SB23 P l 039 38 . 1  26 .92  52SB24 
P925  35 .0  26 .79 52SB 1 1  P982 45 .0  26 .78 P l 04 0  52 .0  26 .76  52SB22 
P926 7 1 . 9  26 .52  52SB 1 1  P983 42 .4  26 .84  52SB24 P l 04 1  54 .2  26 .72 52SB22 
P927  59 .2  26 .65 5 2S B 1 2  P984 35 .9  26 .72  52SB24 P l 04 2  1 8 .5  27 . 1 3  
P928  54 .2  26 .70  52SB 1 1  P985 未掘 P l 04 3  39 . 1  26 .78  52SB22 
P929 4 . 1  27 . 22  P986  4 1 . 3 26 .84  P l 04 4  3 7 . 1  26. 9 1  52SB22 
P930  38 .7  26 .77  52SB 1 2  P987 1 . 8  26 .83  52SB5 P l 04 5  3 1 .4 26 .93  
P931  4 0 . 1  27 .39  5 2 S B 1 9  P988 4 1 . 9 26 .57  52SB5 P l 04 6  8 .5  27 . 20  
P932 1 7.7  27 .59 P989 56 .3  26 .29  52SB5 P l 047  1 2 .7  27 . 1 4  
P933 37 .2  27 . 34  52柱 列 5 P990 27 .7  26 .62  52SB3 P l 048 35 .5  26 .86  52SB22 
P934 33 .0  27 . 08  52SB25  P991  1 8 . 0  26 .7 1 52SB3 P l 049  1 3 .4  27 .02  52SB21  
P935 24 . 1  2 7 . 1 3  52SB25 P992  29 .7  26 . 76  52SB9 P l 050  未 掘 52SB23 
P936 27 .5  2 7 . 1 0  52SB25 P993  44 . 0  26 .53  52SB9 P 1 05 1  未 掘 52SB 1 1  
P937 1 0 . 0  27 .24  52SB25 P994 1 0 .6 26.77 52SB7 P 1 05 2  未 掘 52柱 列 l
P938  9 6 27 .33  52SB25 P995 36 .5  26 . 7 1  52SB3  P l 05 3  未 掘 52柱 列 1
P939 15 0 27 .30  52SB25 P996 1 4 .9  26 .56  52SB9 P 1 054  未 掘 52柱 列 l
P940 23 .9  27 .25  52SB25 P997 47 .3  26 .63  52SB3 P l 055  未 掘
P941  25 . 0  27 . 29  52SB25 P998 55 .7  26 .53 52SB7 P l 056 未 掘
P942 未掘 52SB25 P999 24 .4  26 .90 52SB5 P l 057 消 滅
P943 未掘 P l OOO 1 7 .0  26 .65 52SB8 P l 058  未 掘 26 .48 
P944 1 5 .9  27 .34  52SB25 P l OO l  8 .2  26 .77  52SB5 P l 059 1 1 .7  52SB4 
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法祉 (cm) 須 さ 色 調 逍存率 写真
番号 出土位骰 分類

口径 底径 器高 口緑長 (g) （％） 
胎 土 ・ 備 考 図 版 図版

1 5 2 S E 1  2 層 D 3  9.6 1.6 65 灰黄 80 細 砂 、 金雲母 すのこ痕 28 49 
2 5 2 S E 1  2 層 D 3  9.3 2.0 70 ． 灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 2 8  49 
3 5 2 S E 1  2 層 D 4  8.4 1.5 40 灰 白 7 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 2 8  49 
4 5 2 S E 1  2 層 D 3  13.8 1.3 1 0 5  灰 黄 5 0  骨針少量 すのこ痕 ゆがんでいる 2 8  49 
5 5 2 S E 1  2 層 D 3  13.7 3.1 1 5 0  灰 白 1 0 0  細砂 すのこ痕 内面ヘラナデ 2 8  49 
6 5 2 S E 1  2 層 D 4  13.3 2.6 90 淡黄 75 細砂 すのこ痕 28 49 
7 5 2 S E 1  2 層 D 4  14.6 3.9 1 90 灰 白 1 00 細砂 内面ヘラナデ すのこ痕 2 8  4 9  
8 52SE1  2 層 D 4  15.0 3.4 200 灰 白 9 5  細砂、 金雲母 わずかにゆがんでいる すのこ痕 2 8  4 9  ， 52SE1  3 層 D 4  14.3 2.4 95  灰白 4 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 2 8  4 9  
1 0  52SE1  2 層 C 3  14.4 3.2 2 1 5  浅黄橙 95 細砂 すのこ痕 2 8  4 9  
1 1  52SE1  2 層 C 3  14.0 2.8 1 1 5  灰 白 8 0  細砂 すのこ痕 28 49 
1 2  52SE1  2 層 D 4  14.0 2.8 140  灰白 1 00 細砂 すのこ痕 外底にもみがら痕 28 49 
1 3  52SE1  3 層 C 3  14.8 2.8 80 淡黄 40 細砂、 金雲母 すのこ痕 28 49 
1 4  52SE1  2 層 C 3  15.0 2.4 140  灰黄 60 骨針少量 すのこ痕 28 49 
1 5  52S E 1  3 層 C 3  14.5 2.7 90 灰 白 30 細砂 すのこ痕 焼成良好 28 49 
1 6  52S E 1  3 層 [I ク [I 13.4 7.9 3.5 4.4 205 淡黄 90 砂 、 骨針多 すのこ痕あり 28 4 9  
1 7  5 2 S E 1  2 層 [I ク [I 13.6 7.6 3.2 4.5 240 灰黄 1 00 砂 、 骨針多 すのこ痕あり 28 49 
1 8  52S E 1  2 層 ロ ク n 13.4 6.6 4.0 5.3 255 灰 白 1 00 砂 、 骨針多 すのこ痕 内面油煙付着 28 49 
1 9  52S E 1  2 層 n ク n 14.0 7.0 3.0 4.9 1 50 橙 80  砂 、 骨針多 すのこ痕 28 49 
20 52S E 1  2 層 IJ ク ロ 14.3 7.2 3.7 5.2 1 00 灰 白 6 0  砂、 骨針多 すのこ痕 28 49 
2 1  52S E 1  2 層 n ク n 13.7 6.7 4.2 5.8 80 浅黄 35 砂、 骨針多 すのこ痕 28 49 
22  52SE1  l 層 [J ク [J 14.8 7.2 3.4 5.4 1 60 浅黄 6 5  砂、 骨針多 すのこ痕 28 49 
23  52SE1  2 層 [J ク [J 13.1 6.4 3.7 5.0 1 9 5  にぶい黄橙 1 0 0  砂 、 骨針多 すのこ痕 28 49 
24 52SE1 2 層 ll ク [J 14.0 7.7 3.4 5.0 1 80 浅黄橙 9 0  砂、 骨針多 すのこ痕 28 49 
25  52SE1  1 2 層 [I ク [I 14.2 7.6 3.9 5.3 220 浅黄 95 砂、 骨針多 すのこ痕 28 49 
26 52SE1 2 層 ll ク ll 7.0 (1.0) (2.2) 80 浅黄橙 5 0  砂、 骨針多 すのこ痕 28 49 
27 52SE7 2 層 n ク n 8.5 6.2 1.4 1.9 50 淡黄 1 0 0  砂、 骨針多 すのこ痕 29 49 
28 52SE7 2層 n ク n 8.7 5.7 1.7 2.4 40 淡黄 80 砂 、 骨針多 すのこ痕 29 49 
29  52SE7 2層 n ク ロ 9.0 5.5 2.1 2.8 65 浅黄橙 1 0 0  砂 、 骨針多 すのこ痕 29 49 
30 52SE7 底面直上 n ク n 9.0 5.5 1.8 2.7 60 灰 白 1 0 0  砂 、 骨針多 磨耗 29 49 
31  52SE7 2層 n ク n 8.6 4.7 1.9 2.7 50 浅黄橙 1 0 0  砂 、 骨針多 すのこ痕 29 49 
32 52SE7 2 層 ll ク ロ 8.6 6.2 1.6 23 55  浅黄橙 75 砂、 骨針多 すのこ痕 2 9  4 9  
3 3  52SE7 2 層 ll ク ll 8.5 6.0 1.8 2.2 60 淡黄 80 砂 、 骨針多 すのこ痕 2 9  4 9  
3 4  52SE7 2 層 0 ク ロ 7.8 5.1 1.4 1.8 40 浅黄橙 100  砂、 骨針多 すのこ痕 2 9  4 9  
35  52SE7 2層 0 ク ロ 8.2 5.2 1.3 1.7 40 淡黄 90 砂、 骨針多 すのこ痕 2 9  4 9  
36 52SE7 2 層 n ク ロ 8.6 5.2 1.3 2.2 20 灰 白 30 砂、 骨針多 2 9  4 9  
37  52SE7 2 層 n ク n 9.4 6.5 1.5 2.2 57 淡黄 75 砂、骨針多 すのこ痕 2 9  4 9  
38 52SE7 2 層 ロ ク ロ 8.3 5.4 1.4 2.0 45 浅黄橙 1 00 砂、骨針多 磨耗 2 9  4 9  
39  52SE7 2 層 0 ク 0 8.8 5.8 1.8 1.9 80 灰 白 1 00 砂、骨針多 磨耗 29 49 
40 52SE7 2層 ロクロ 8.0 5.0 1.7 2.2 50 淡黄 90 砂、 骨針多 磨耗 29 49 
4 1  52SE7 2 層 [J ク [J 8.7 4.8 1.9 2.3 45 浅黄橙 85 砂、 骨針多 磨耗 29 49 
42 52SE7 2 層 n ク ロ 8.6 5.8 1.3 1.8 40 淡黄 75 砂 、 骨針多 すのこ痕 29 49 
43 52SE7 2 層 [] ク [] 4.8 (1 .0) (1.5) 50 浅黄橙 65 砂 、 骨針多 すのこ痕 29 49 
44 52SE7 2層 [] ク [] 14.1 6.2 4.0 5.8 1 55 淡黄 95 砂、 骨針多 すのこ痕 29 49 
45 52SE7 5 層 [I ク [I 13.9 5.8 3.6 5.9 1 5 0  淡 黄 9 0  砂、 骨針多 すのこ痕 29 49 
46 52SE7 2層 [I ク [I 13.1 6.3 3.5 5.2 1 3 0  淡黄 80 砂、 骨針多 すのこ痕 29 49 
47 52SE7 2層 n ク n 13.9 7.3 3.0 4.7 1 40 浅黄橙 9 0  砂、 骨針多 磨耗 29 49 
48 52SE7 2 層 n ク n 14.3 6.3 3.6 6.0 1 7 0  浅黄橙 9 5  砂、 骨針多 すのこ痕 29 49 
49 52SE7 2層 ロ ク n 14.2 5.6 4.0 6.3 1 65 浅黄橙 9 0  砂、骨針多 すのこ痕 29 49 
50 52SE7 2層 n ク ロ 14.5 7.0 4.0 5.8 1 40 浅黄橙 7 0  砂、 骨針多 磨耗 29 49 
51  52SE7 2層 n ク ロ 14.5 6.3 4.0 58 1 80 淡黄 85 砂、 骨針多 磨耗 29 49 
52 52SE7 2 層 n ク ロ 15.0 7.1 3.6 6.1 1 60 淡黄 80 砂、 骨針多 磨耗 29 49 
53 52SE7 2 層 n ク ロ 14.8 7.2 3.7 5.5 220 淡黄 1 0 0  砂 、 骨針多 すのこ痕 30 49 
54 52SE7 2層 ロ ク ロ 14.5 6.3 4.0 63 1 3 5  淡黄 75 砂、 骨針多 すのこ痕 30 50 
55 52SE7 2 層 n ク ロ 15.0 6.7 3.9 6.2 1 50 浅黄橙 80 砂、 骨針多 すのこ痕 30 50 
56 52SE7 2層 0 ク n 13.7 6.0 3.5 5.8 1 20 淡黄 8 5  砂、 骨針多 すのこ痕 3 0  50 
57  52SE7 2層 n ク n 14.2 7.2 3.8 5.3 1 50 浅黄橙 95 砂、 骨針多 磨耗 30 50 
58 52SE7 2 層 ロ ク n 14.4 6.0 3.9 5.8 1 20 淡黄 70 砂、 骨針多 すのこ痕 30 50 
59  52SE7 2 層 n ク n 14.6 7.0 3.8 5.7 1 1 0  淡黄 75 砂、 骨針多 磨耗 30 50 
60 52SE7 2層 n ク n 15.0 7.0 4.1 5.8 85 淡黄 70 砂 、 骨針多 磨耗 30 50 
6 1  52SE7 2 層 [I ク [I 14.5 7.0 4.1 5.7 95 浅黄橙 40 砂 、 骨針多 すのこ痕 30 50 
62 52SE7 2 層 n ク n 13.7 6.6 4.3 5.8 70 褐灰 55 砂、骨針多 すのこ痕 30 50 
63 52SE7 2 層 [1 ク [1 14.2 6.6 3.7 5.8 60 灰 白 30 砂、骨針多 すのこ痕 30 50 
64 52SE7 2層 n ク n 15.l 6.8 3.7 5.7 1 55 淡黄 70 砂 、 骨針多 すのこ痕 30 50 
65 52SE7 2 層 n ク lJ 14.8 6.7 3.6 5.3 80 灰黄褐 60 砂、 骨針多 すのこ痕 30 50 
66 52SE7 2 層 n ク n 13.8 7.0 2.8 4.2 70 浅黄 25 砂 、 骨針多 すのこ痕 30 50 
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法拭 (cm) 重 さ 追存率 写真
番号 出土位似 分類

(g) 
色 調

（％） 
胎 土 備 考 固版 回版口径 底径 器寓 口緑長

67 52SE7  2 層 n ク ロ 13.0 6.1 3.0 4.7 1 1 0 淡黄 7 0  砂、 骨針多 すのこ痕 30 50 
68 52SE7  2 層 n ク ロ 14.8 6.8 3.6 5.5 71  淡黄 90  砂、 骨針多 すのこ痕 30 50 
69 52SE7 2 層 n ク ロ 12.4 5.7 3.7 5.0 75  浅黄橙 5 0  砂、 骨針多 すのこ痕 30 50 
70 52SE7 2層上 ロ ク ロ 13.6 6.7 3.8 5.3 65 淡黄 60 砂、骨針多 磨耗している 30 50 
7 1  52SE7 2 層 ロ ク n 14.2 6.5 3.6 5.6 80  黄灰 4 5  砂、骨針多 磨耗している 3 1  50 
72 52SE7  2 層 [] ク [] 14.4 7.0 3.9 5.3 1 1 0  淡黄 60 砂 、 骨針多 磨耗している 3 1  5 0  
7 3  5 2 S E 7  2 層 n ク n 14.8 7.3 4.4 6.5 1 90 淡黄 85 砂 、 骨針多 すのこ痕 3 1  50 
74 52SE7  2 層 n ク n 15.0 6.4 3.7 5.8 40  淡黄 35  砂、 骨針多 磨耗している 3 1  5 0  
75 52SE7 2層 上 n ク ロ 13.7 6.3 3.8 5.3 80  浅黄 5 0  砂、骨針多 磨耗している 3 1  5 0  
76 52SE7  2 層 n ク ロ 14.1 7.0 3.7 5.2 1 60 淡黄 8 0  砂、骨針多 磨耗している 3 1  5 0  
77 52SE7  2 層 n ク ロ 13.4 7.2 3.5 5.0 1 5 0  淡黄 1 0 0  砂、 骨針多 すのこ痕 3 1  5 0  
78 52SE7  2 層 [J ク [J 14.4 6.8 3.9 5.4 1 5 0  浅黄橙 1 0 0  砂、 骨針多 磨耗している 3 1  50 
79 52SE7  2 層 ロ ク ロ 13.6 6.3 4.0 5.7 1 65 にぶい黄橙 75 砂、骨針多 すのこ痕 3 1  50 
80 52SE7 2層 nクn 12.8 6.0 33 5.2 1 50 淡黄 1 0 0  砂、骨針多 すのこ痕 3 1  50 
8 1  52SE7  2 層 n ク n 14.2 7.7 4.1 55 1 9 5  淡黄 1 00 砂、骨針多 磨耗している 3 1  50 
82 52SE7  2 層 n ク n 14.2 6.8 4.2 5.7 1 4 0  灰 白 1 0 0  砂、骨針多 磨耗している 3 1  50 
83 52SE7 2層 n ク n 14.2 6.5 3.6 5.4 1 3 5  淡黄 7 5  砂 、 骨針多 すのこ痕 3 1  5 0  
84 52SE7  2 層 0 ク ロ 14.2 6.9 3.4 4.8 1 4 0  浅黄橙 90 砂 、 骨針多 すのこ痕 3 1  5 0  
8 5  52SE7  2 層 ロ ク ロ 14.1 5.6 3.5 5.7 1 5 5  浅黄橙 9 5  砂、 骨針多 磨耗している 3 1  5 0  
86 52SE7  2 層 IJ ク IJ 15.0 6.8 3.6 5.3 1 1 0  浅黄橙 1 0 0  砂、 骨針多 すのこ痕 3 1  50 
87 52SE7  2 層 n ク n 12.7 6.7 3.6 4.7 40  淡黄 90  砂、骨針多 すのこ痕 3 1  50 
88 52SE7 2層 []ク[] 14.5 5.8 39 6.0 1 60 浅黄橙 7 5  砂、骨針多 すのこ痕 3 1  50 
89 52SE7 2層 nクn 14.5 6.2 34 5.4 1 7 0  浅黄橙 80 砂 、 骨針多 磨耗している 32 50 
90 52SE7  2 層 ll ク [J 12.8 5.5 4.2 58 1 1 0  淡黄 8 0  砂 、 骨針多 磨耗している 32 50 
91 52SE7  2 層 n ク n 14.1 6.9 3.6 4.9 1 8 0  浅黄橙 9 5  砂 、 骨針多 すのこ痕 32 50 
92 52SE7 2 層 n ク n 14.6 6.9 3.4 5.6 1 8 0  浅黄 80 砂、骨針多 すのこ痕 32 50 
93 52SE7  2 層 ロ ク n 15.4 7.2 3.4 6.4 200 灰黄 80 砂、骨針多 すのこ痕 32 50 
94 52SE7 2層 0ク0 14.8 6.8 4.2 6.2 1 1 0  明 褐灰 5 0  砂、 骨針多 すのこ痕 32 5 1  
95 52SE7  2 層 n ク n 14.4 7.3 3.6 5.3 1 7 0  淡 黄 80  砂、骨針多 磨耗している 32 5 1  
96 52SE7  2 層 n ク U 14.6 7.0 4.1 5.7 1 90 淡黄 80  砂、骨針多 すのこ痕 32 5 1  
97 52SE7  2 層 n ク n 13.7 5.5 3.7 5.8 1 00 淡黄 7 5  砂、骨針多 磨耗している 32 5 1  
98 52SE7  2 層 n ク n 15.0 70 3.9 5.7 220  淡黄 1 0 0  砂、骨針多 すのこ痕 みえず 32  5 1  
99  52SE7  2層 n ク n 13  8 65 3.5 5.3 1 2 0  淡黄 8 0  砂 、 骨針多 すのこ痕 32 5 1  

100 52SE7  2 層 0 ク ロ 13.9 6.8 4.0 5.5 8 5  淡黄 65 砂 、 骨針多 磨耗している 32 5 1  
101 52SE7  2 層 0 ク 0 14.3 7.3 4.l 5.4 1 3 5  淡黄 7 5  砂、 骨針多 すのこ痕 32 51 
102 52S£7  2 層 n ク ロ 14.6 6.5 4.6 6.3 1 1 0  淡黄 60 砂、骨針多 すのこ痕 32 51 
103 52SE7  2 層 ロ ク n 14.7 6.8 4.1 5.8 1 00 黄灰 5 5  砂、 骨針多 磨耗している 32 51 
104 52SE7 2層上面 n ク IJ 12.8 7.3 3.0 4.2 1 3 0  黄灰 90 砂、骨針多 すのこ痕 32  5 1  
105 52SE7 2層上面，2層 n ク lJ 14.8 6.0 3.7 5.9 1 3 0  淡黄 7 0  砂、骨針多 磨耗している 32 5 1  
106 52SE7  2 層 U ク ロ 13.2 6.2 3.4 4.9 1 5 0  灰 白 90  砂、骨針多 すのこ痕 32 5 1  
107 52SE7  2 層 n ク n 14.4 6.8 3.3 5.2 1 6 5  にぶい黄橙 80 砂、 骨針多 磨耗している 33 5 1  
108 52SE7  2 層 ロ ク ロ 14.7 5.6 3.4 6.7 1 5 0  浅黄橙 8 5  砂、 骨針多 磨耗している 33 51 
109 52SE7  2 層 ロ ク ロ 14.4 6.2 3.9 5.8 1 60 橙 8 5  砂、 骨針多 磨耗している 33 51 
llO 52SE7 埋土 ロ ク [J 13.5 6.9 3.2 4.8 85 橙 80  砂、 骨針多 磨耗している 33 5 1  
l l l  52SE7  2 層 [I ク [I 15.2 (3.8) (6.0) 35  灰 白 2 0  砂、骨針多 33 5 1  
1 12  52SE7 2層 [Jク[J 15.0 (3.5) (5.8) 40  淡黄 2 5  砂、骨針多 33  5 1  
1 13  52SE7 2 層 n ク n 12.8 (3.6) (5.1) 2 0  浅黄 1 5  砂、 骨針多 33 5 1  
1 14 52SE7  2 層 n ク ロ 5.0 (0.8) (1.8) 25  浅黄橙 2 0  砂、骨針多 磨耗している 33 5 1  
115 52SE7  2 層 ロ ク n 7.5 (2.2) (2.9) 1 3 0  浅黄 7 0  砂、 骨針多 すのこ痕 33 5 1  
116 52SE7  2 層 ロ ク n 5.8 (1.4) (2.0) 4 5  浅黄橙 2 5  砂、骨針多 33 51 
117 52SE8 9層下 D 3  8.6 1.8 45 灰黄 80 細砂 すのこ痕 34 5 1  
118 52SE8 9層 下 D 3  8.6 1.4 35  灰白 7 5  細 砂 3 4  5 1  
1 19 52SE8 9層下 D3 9.0 1.9 4 5  灰 白 1 00 細砂 器面荒れている 34 5 1  
120 52SE8 10層 D 3  8.5 1.7 4 5  灰 白 9 5  細 砂 すのこ痕 34 5 1  
121 52SE8 10層 D 3  8.7 1.9 55  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
122 52SE8 9層下 D 3  8.8 1.9 55  灰黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
123 52SE8 9層下 D3 8.7 1.6 55  灰白 100  細砂 すのこ痕 34 5 1  
124 52SE8 9層下 D3 8.6 1.6 50 灰黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
125 52SE8 9層下 D3 8.8 1.6 4 5  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
126 52SE8 9層下 D 3  9.6 2.2 5 5  浅黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
127 52SE8 10層 D 3  8.9 2.1 4 5  灰 1 0 0  細砂、金雲栂 すのこ痕 34 5 1  
128 52SE8 9層 D3 9.0 17 55  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
129 52SE8 9層下 D3 9.8 15 55  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
130 52SE8 9層 下 D 3  9.3 1.7 55  灰白 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 器面が荒れている 34 5 1  
131 52S£8 9層下 D3 9.7 2.0 75  灰白 100  細砂 、 金雲母 す のこ痕みえず 34 5 1  
132 52SE8 9層下 D3 8.8 1.5 40  灰黄 7 0  細砂 、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
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法凪 (cm) 重 さ 色 調 迫存率 考 写真番号 出士位骰 分類
底径 器高 口縁長 (g) (%) 胎 士 備 図 版 図 版口径

133 52SE8 9層下 D3 8.3 1.5 45  灰 白 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 34 51  
134 52SE8 10層 D3 8.9 1.9 40 浅黄 70 細砂、 金雲母 すのこ痕 器面が荒れている 34 51  
135 52SE8 10層 D 3  9.0 1.6 65  灰 白 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 1  
136 52SE8 10層 D 3  8.2 1.8 35 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 器面がゆがみ ひび割れている 3 4  5 1  
137 52SE8 9層下 D3 8.8 1.4 4 5  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 底面に指紋顕著 34 5 1  
138 52SE8 9層下 D3 9.6 1.8 55  灰白 100 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 51  
139 52SE8 9層 D3 9.0 1.6 50 灰 白 95 細砂、 金雲母 器面荒れている 34 5 1  
140 52SE8 9層下 D3 9.0 1.7 40 灰 白 80 細砂、金雲母 口縁ゆがんでいる 34 5 1  
141 52SE8 9層下 D3 8.7 1.6 35  灰黄 60 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
142 52SE8 9層下 D3 9.3 1.8 25 灰 白 60 細砂、 金雲母 器面荒れている 3 4  5 1  
143 52SE8 9層 D3 9.2 1 .4 55 灰 白 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 1  
144 52SE8 9層 D 3  8.6 1.5 45  灰 白 1 00 細砂、 金雲舟 底面の凸凹著しい 3 4  5 1  
145 52SE8 9層下 D3 8.7 1.5 35 浅黄 80 細砂 、 金雲母 継目がみえる 3 4  5 1  
146 52SE8 9層下 D3 8.5 1.6 25 灰 白 60 細砂、 金雲母 器面荒れている 34 5 1  
147 52SE8 9層下 D3 9.3 1.5 35  灰白 70 細砂、 金雲母 口径が部位によって異なる 34 5 1  
148 52SE8 9層下 D3 8.5 2.1 45  灰黄 75 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
149 52SE8 9層下 D3 7.8 1.5 25  灰 白 60 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
150 52SE8 9層下 D3 9.5 1.8 45  灰オ リ ープ 75 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 1  
151 52SE8 9層下 D3 9.1 2.0 55 灰 95 細砂 、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 1  
152 52SE8 9層下 D 3  8.8 1.4 25 灰 白 50 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 1  
153 52SE8 9層下 D3 8.6 1.7 30 灰 白 60 細砂、 金雲母 器形ゆがんている すのこ痕 3 4  5 1  
154 52SE8 9層下 D3 8.7 1.8 25 灰 白 45 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 51  
155 52SE8 10層 D3 9.0 1.7 30 灰 白 60 細砂、 金雲母 器面荒れている 34 5 1  
156 52SE8 9層下 D3 8.7 2.0 45  灰白 100  細砂、金雲母 すのこ痕 34 51  
157 52SE8 9層下 D3 8.9 1.8 50 灰 白 95 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 5 1  
158 52SE8 9層下 D3 8.9 1.9 40 灰 白 100  細砂、金雲母 すのこ痕 34 5 1  
159 52SE8 9層下 D3 8.7 1.6 45  灰黄 1 00 細砂、金雲母 器形ゆがんでいる すのこ痕 3 4  5 1  
160 52SE8 9層下 D3 8.7 1.6 45  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 器面荒れている 3 4  5 1  
161 52SE8 9層下 D3 8.4 2.1 40 灰 白 1 00 細砂 、 金雲母 底面凸 凹顕著 34 51  
162 52SE8 9層下 D3 9.0 1.9 50 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 器面荒れている 袖煙わずかに付着 3 4  5 1  
163 52SE8 9層下 D3 8.9 1.5 55  灰 白 100 細砂 、 金雲母 器面荒れている すのこ痕 34 5 1  
164 52SE8 10層 D3 8.9 2.0 45  灰黄 90 細砂、 金雲母 器面荒れている すのこ痕 34 5 1  
165 52SE8 10層 D3 8.7 2.0 40 灰黄 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52 
166 52SE8 9層下 D3 9.3 1.8 45  灰黄 95 細砂、 金雲母 底面凸凹顕著 34 52  
167 52SE8 9層下 D3 8.7 1.5 45  灰 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52  
168 52SE8 9層下 D3 9.9 2.1 65  灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 2  
169 52SE8 10層 D 3  9.5 1.9 55 灰 白 100  細砂、 金雲母 器面やや荒れている 3 4  5 2  
170 52SE8 9層下 D3 9.4 1.8 45  灰 白 95 細砂、 金雲母 器形ゆがんでいる 34 52 
171 52SE8 9層下 D3 9.2 1.6 50 灰 白 80 細砂、 金雲母 器面がやや荒れている 34 52 
172 52SE8 9層下 D3 10.3 1.7 70  浅黄 95 細砂 、 金雲母 すのこ痕 34 52 
173 52SE8 9層下 D3 9.6 1.9 55  灰 白 100 細砂 、 金雲母 すのこ痕 34 52 
174 52SE8 9層 下 D3 9.1 1.8 45  灰黄 85 細砂、 金雲母 34 52 
175 52SE8 9層下 D3 9.6 1.8 60 灰 95 細砂 、 金雲母 すのこ痕 34 52  
176 52SE8 9層下 D3 9.4 2.0 65  灰 白 100  細砂、 金雲母 口縁部ゆがんでいる 34 52 
177 52SE8 9層下 D3 9.9 1.5 60 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 2  
178 52SE8 9層 D 3  8.5 1.5 25 灰 白 70 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52 
179 52SE8 5層 D3 9.7 2.4 55 浅黄橙 75 細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱しているか 34 52  
180 52SE8 9層下 D3 7.9 1.9 35 灰 白 85 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52  
181 52SE8 9層下 D3 8.7 1.9 40 灰 白 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52  
182 52SE8 9層下 D3 9.6 2.0 75  灰黄 100 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52  
183 52SE8 9層下 D3 9.5 1.0 20 灰黄 50 細砂、 金雲舟 器形ゆがんでいる 34 52 
184 52SE8 9層下 D3 8.3 09 20 灰 白 55 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52  
185 52SE8 9層下 D3 8.5 1.9 20 灰 白 50 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 4  5 2  
186 52SE8 9層下 D3 8.9 2.1 20 灰 白 50 細砂、 金雲母 器面やや荒れている 3 4  5 2  
187 52SE8 9層下 D3 9.0 1.8 1 5  灰 白 40 細砂、 金雲母 器面やや荒れている 34 52 
188 52SE8 9層下 D3 8.7 1.9 20 灰 白 60 細砂、 金雲母 器面やや荒れている 34 52 
189 52SE8 9層下 D3 9.7 2.0 1 5  灰 白 45 細砂、 金雲母 器面やや荒れている 34 52 
190 52SE8 9層下 D3 10.0 1.9 35  灰 白 55 細砂、 金雲母 すのこ痕 34 52 
191 52SE8 9層下 D3 9.4 1.7 25  灰黄 55 細砂、金雲母 34 52  
192 52SE8 9層下 C3 9.3 2.9 70  灰黄 100 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
193 52SE8 9層下 C3 8.9 2.0 60 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 5  5 2  
194 52SE8 9層下 C3 9.2 2.1 55 灰 白 85 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 5  5 2  
195 52SE8 9層下 C3 1 1.0 2.1 70  灰 白 75 細砂 、 金雲母 すのこ痕 35 52 
196 52SE8 9層下 C3  9.0 1.7 55 灰 白 90 細砂 、 金雲母 すのこ痕 35 52 
197 52SE8 9層下 C3  8.9 1.5 20 灰白 50 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
198 52SE8 10層 C3 9.4 2.4 55  灰 白 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
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法祉 (cm) 重 さ 辿存率 写真番号 出土位爵 分類 (g) 色 調
（％） 

胎 土 備 考 図版 図版口径 底径 器高 D縁長
199 52SE8 9層 下 C 3  9.0 1.9 55  灰黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
200 52SE8 9層 下 C 3  9.6 1.8 60 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 器面荒れている 35 52 
201 52SE8 9層 下 C 3  9.6 1.5 1 5  灰 白 4 5  細砂、 金雲母 器面荒れている 35 52 
202 52SE8 9層 下 D 2  14.0 3.4 1 3 5  灰 白 9 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
203 52SE8 9層 下 D2 13.0 2.1 70 灰黄 55  細砂、 金雲母 すのこ痕 器形ゆがんでいる 35 52 
204 52SE8 9層下部 D 2  13.0 2.8 1 2 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
205 52SE8 9層 下 D2 13.0 2.4 1 0 0  灰 白 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
206 52SE8 9層 下 D 2  13.4 2.3 1 1 5 灰黄 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
207 52SE8 9層 下 D2 14.2 3.2 1 70 灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
208 52SE8 9層 下 D2 12.8 2.6 1 5 5  灰 白 95  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
209 52SE8 9層 下 D2 13.1 1.9 1 20 灰 白 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
210 52SE8 9層 下 D 2  13.5 2.5 1 4 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
211 52SE8 9層 下 D 2  13.2 2.8 1 3 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
212 52SE8 9層 下 D 3  14.2 3.1 1 5 0  灰 黄 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 底面くぼんでいる 35 52 
2 13 52SE8 9層 下 D 3  13.3 2.2 1 2 5  灰 白 7 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
214 52SE8 9層 下 D 3  12.0 2.8 1 1 5 灰 白 85 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
215 52SE8 9層 下 D 3  13.3 30 1 60 灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
216 52SE8 9層 下 D 3  13.0 2.5 1 1 5 灰 白 9 5  細砂、 金雲母 器形ゆがんでいる すのこ痕 35 52 
217 52SE8 10層 D 3  13.5 2.7 1 3 5  灰 白 9 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
218 52SE8 10層 D 3  13.6 3.2 1 30 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 器形ゆがんでいる 35 52 
219 52SE8 9層 D 3  13.0 2.3 85 灰 白 50 細砂、 金雲母 35 52 
220 52SE8 10層 D 3  14.3 3.2 1 9 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 穿孔があるが単なる欠損か 35 52 
221 52SE8 9層 下 D 3  12.7 27 1 00 灰 白 5 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
222 52SE8 10層 D 3  13.8 26 1 55 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
223 52SE8 9層 下 D 3  13.2 2.7 1 4 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
224 52SE8 9層 下 D 3  12.5 2.6 85 灰 白 65 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
225 52SE8 9層 下 D3 13.8 3.1 1 2 5  灰 白 75  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
226 52SE8 9層 下 D 3  12.6 2.1 95  灰黄 75  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
227 52SE8 9層 下 D3 13.3 2.2 70 灰 白 60 細砂、 金雲母 器面荒れている 35 52 
228 52SE8 9層 下 D3 13.6 2.3 1 4 5  灰 白 75  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 52 
229 52SE8 9層 下 D3 13.0 2.9 1 30 黄灰 95 細砂、 金雲母 すのこ痕 内面に油煙多量付着 35 52 
230 52SE8 9層 下 D 3  13.6 3.4 1 5 5  灰 白 9 0  細砂、 金雲母 器面荒れている 35 53 
231 52SE8 9層 下 D 3  13.8 2.9 205 灰 白 9 0  細砂、 金雲母 器面荒れている 35 53 
232 52SE8 9層 下 D 3  14.3 2.7 1 7 0  灰 白 9 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 53 
233 52SE8 9層 下 D 3  12.9 2.2 85 灰 白 8 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 53 
234 52SE8 10層 D 3  14.5 3.1 1 3 0  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 35 53 
235 52SE8 9層 下 D 3  12.8 2.5 1 1 5  灰 白 8 5  細砂、 金雲母 35 53 
236 52SE8 9層 下 D 3  14.0 2.7 1 3 5  灰 黄 8 5  細砂、金雲母 器面荒れている 35 53 
237 52SE8 9層 下 D 3  13.7 2.7 1 45 灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 35 53 
238 52SE8 9層 下 D 3  12.8 3.0 1 3 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
239 52SE8 9層 下 D 3  13.5 3.2 1 5 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
240 52SE8 9層 下 D 3  12.4 2.1 65  灰 白 7 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
241 52SE8 9層 下 D 3  12.6 3.2 1 0 0  灰 白 70 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
242 52SE8 9層 下 D3 13.0 2.3 1 1 0 浅黄 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
243 52SE8 9層 下 D 3  13.5 2.5 1 4 5  浅黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
244 52SE8 9層 下 D 3  13.4 2.3 1 45 灰黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
245 52SE8 9層 下 D 3  13.8 3.0 1 6 0  灰オリ ープ 95  細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
246 52SE8 9層 下 D3 14.1 3.1 1 50 灰 白 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
247 52SE8 9層 下 D3 13.5 2.9 1 30 灰 白 85 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
248 52SE8 9層 下 D 3  1 1 .8 2.3 45  灰 黄 50 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
249 52SE8 9層 下 D 3  13.2 3.1 1 1 5 灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
250 52SE8 9層 下 D 3  12.7 2.5 1 4 0  灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
251 52SE8 9層 下 D 3  13.5 2.3 1 7 0  灰 黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
252 52SE8 9層 下 D 3  14.3 3.4 1 3 0  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 底面に凸凹ある 36 53 
253 52SE8 9層 下 D 3  14.0 2.8 1 60 淡黄 1 00 細砂、 金雲舟 すのこ痕 36 53 
254 52SE8 9層 下 D 3  13.9 3.1 1 60 灰黄 95  細砂、 金雲母 すのこ痕 穿穴があるが単なる欠損か 36 53 
255 52SE8 9層 下 D 3  13.4 2.7 1 50 灰オリープ 90 細砂、金雲母 すのこ痕 36 53 
256 52SE8 9層 下 D 3  13.5 2.9 1 70 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
257 52SE8 9層 下 D 3  12.4 2.9 90 灰黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
258 52SE8 9層 下 D 3  14.0 2.7 1 8 5  灰 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
259 52SE8 9層 下 D 3  13.8 2.5 1 8 0  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
260 52SE8 9層 下 D3 13.4 3.4 1 50 浅黄 85 細砂、 金雲母 すのこ痕 器面荒れている 36 53 
261 52SE8 9層 下 D 3  12.8 2.8 1 65 淡黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
262 52SE8 9層 下 D3 13.4 2.8 1 20 灰黄 95  細砂、金雲母 すのこ痕 36 53 
263 52SE8 9層 下 D3 12.4 2.7 1 1 0 灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
264 52SE8 9層 下 D3 13.5 3.0 1 4 5  灰黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 36 53 
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法乱 (cm) 重 さ 色 調 辿存率 写真
番号 出土位置 分類

口径 底径 器高 口縁長 (g) （％） 胎 土 備 考 図 版 園版

265 52SE8 9層下部 D3 13.8 2.9 1 60 灰 白 1 00 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 6  5 3  
266 52SE8 9層 D 3  12.4 2.2 90 灰黄 95 細砂、金雲母 すのこ痕 3 6  5 3  
267 52SE8 9層 下 D 3  12.9 3.0 1 3 0  灰 白 1 0 0  細 砂 、 金雲母 器形がゆがんでいる 36 53 
268 52SE8 9層 下 D 3  13.2 2.0 1 1 5  灰 白 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 6  5 3  
269 52SE8 9層 D 3  14.6 2.8 1 5 5  灰 白 85 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 6  5 3  
270 52SE8 9層 下 D 3  13.8 3.6 1 6 5  灰 白 1 0 0  細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 6  5 3  
271 52SE8 9層 下 D 3  1 1 .9 2.1 65  灰白 60 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 6  5 3  
272 52SE8 9層下部 D 3  13.0 2.8 1 2 5  灰 白 1 0 0  細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 36  53  
273 52SE8 9層 下 D 3  13.4 2.2 1 2 0  灰 白 85  細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 36 5 3  
274 52SE8 9層 D 3  13.5 2.9 1 1 5  灰 白 95 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 6  5 3  
275 52SE8 9層 下 D 3  13.2 2.3 1 2 0  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 36  5 3  
276 52SE8 9層 下 D 3  13.0 2.4 1 3 0  浅黄 85 細砂、金雲 母 すのこ痕 36 5 3  
277 52SE8 9層 下 D 3  12.3 2.5 1 3 5  灰 白 95 細砂、金雲 母 すのこ痕 36 5 3  
278 52SE8 9層 D 3  13.4 2.3 1 1 0  灰 白 95 細砂、金雲 母 すのこ痕 36 54 
279 52SE8 9層 下 D 3  13.0 1.8 65  灰白 60  細砂、金雲 母 すのこ痕 36 54 
280 52SE8 9層 下 D 4  13.4 2.8 1 2 5  灰 白 1 00 細砂、金雲 母 すのこ痕 36 54 
281 52SE8 9層 下 D4 14.7 3.0 1 9 0  灰 白 9 0  細砂、 金雲母 器面荒れている 36 5 4  
282 52SE8 9層 D 4  13.2 2.5 1 3 0  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 器面荒れている 36 5 4  
283 52SE8 10層 D 4  13.5 3.1 1 4 5  灰 白 8 5  細砂、金雲 母 すのこ痕 内面に池煙 3 7  5 4  
284 52SE8 9層 下 D 4  12.4 2.8 1 30 淡黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱している 3 7  5 4  
285 52SE8 9層 下 D 4  12.7 3.0 1 4 5  灰 白 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
286 52SE8 9層 下 D 4  12.8 2.3 1 3 5  灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
287 52SE8 9層 下 D 4  12.4 2.4 1 2 5  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 3 7  5 4  
288 52SE8 9層 下 D 4  14.1 2.8 160  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 7  5 4  
289 52SE8 9層 下 D4 12.8 2.8 1 4 0  灰 黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
290 52SE8 10層 D4 13.4 3.5 1 90 灰黄 85 細粒多盤 すのこ痕 37 54 
291 52SE8 10層 D4 13.6 2.9 1 50 灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
292 52SE8 10層 D4 13.6 2.5 1 70 灰 白 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 器形がゆがんでる 3 7  5 4  
293 52SE8 9層 下 D4 14.2 3.0 1 30 灰黄 80 細砂、 金雲母 すのこ痕 器形がゆがんでる 3 7  5 4  
294 52SE8 9層 下 D4 12.7 2.4 1 1 0 灰 白 60 細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
295 52SE8 9層 下 D4 14.7 2.9 1 5 5  灰黄 1 00 細砂、金雲母 すのこ痕 37 54 
296 52SE8 10層 D4 13.1 3.2 85 灰黄 55  細砂、金雲母 すのこ痕 37 54 
297 52SE8 9層 下 D 4  14.9 2.4 1 65 灰 白 85 細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
298 52SE8 9層 下 D 4  13.8 3.0 1 5 5  灰 白 9 0  細砂、金雲 母 すのこ痕 3 7  5 4  
299 52SE8 9層 下 D 4  13.8 3.2 1 4 5  灰 白 95 細砂、 金雲母 底面に細い縄？の痕跡 3 7  5 4  
300 52SE8 9層 下 D 4  13.7 2.6 1 60 灰 白 80 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 7  5 4  
301 52SE8 9層 下 D 4  14.4 2.6 90  灰黄 95 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 7  5 4  
302 52SE8 9層 下 D 4  14.6 2.8 1 4 0  灰 白 8 5  細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 7  5 4  
303 52SE8 10層 D 4  14.2 2.9 1 4 5  灰 黄 9 0  細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 37 5 4  
304 52SE8 10層 D 4  13.9 3.2 1 4 5  灰 黄 1 00 細砂、金雲 母 すのこ痕 3 7  5 4  
305 52SE8 9層 下 D 4  13.7 2.6 160  灰 白 95 細砂、金雲 母 すのこ痕 37 5 4  
306 52SE8 9層 下 D 4  12.8 2.2 1 65 灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
307 52SE8 9層 下 D 4  13.9 3.8 1 5 5  灰 白 85 細砂、金雲 母 すのこ痕 37 54 
308 52SE8 9層 下 D 4  15.6 3.1 1 4 5  黄灰 60 細砂、 金雲母 すのこ痕 内面油煙わずかに付着 3 7  5 4  
309 52SE8 9層 下 D 4  13.9 2.9 1 4 0  灰 白 95 細砂、金雲 母 底面に細い縄の痕跡 3 7  5 4  
310 52SE8 9層 下 D 4  13.2 3.0 70 灰黄 50 細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
3ll 52SE8 9層 下 D 4  14.0 3.2 160  灰黄 95 細砂、金雲 母 すのこ痕 3 7 5 4  
312 52SE8 9層 下 D 4  13.5 2.9 85  灰 白 6 5  細砂、 金雲母 器面荒れている 3 7  5 4  
313 52SE8 9層 下 D4 14.0 2.6 1 1 5  灰 白 60 細砂、金雲 母 すのこ痕 3 7  5 4  
314 52SE8 9層 下 C 3  12.6 2.4 1 0 5  灰黄 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 7  5 4  
315 52SE8 10層 C3 13.4 2.8 1 5 5  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
316 52SE8 10層 C3 13.5 2.3 1 4 0  灰 黄 8 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
317 52SE8 10層 C3 14.3 2.7 1 7 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 3 7  5 4  
318 52SE8 9層 下 C3 13.3 3.3 1 3 5  淡 黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
319 52SE8 9層 下 C3 13.3 3.5 1 70 灰黄 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 37 54 
320 52SE8 9層 下 C 3  13.2 2.4 1 3 0  灰 白 100  細砂、 金雲母 すのこ痕 3 7  5 4  
321 52SE8 9層 下 C3 13.2 2.7 1 2 0  灰 黄 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 3 7  5 4  
322 52SE8 9層 C3 13.3 2.2 90  灰白 70  細砂、 金雲母 すのこ痕 3 7  5 4  
323 52SE8 9層 下 C 3  14.0 2.5 1 4 0  灰 白 75 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 3 7  5 5  
324 52SE8 9層 C 3  13.4 3.0 1 4 5  浅黄 75 砂粒多 量 すのこ痕 3 7  5 5  
325 52SE8 9層 下 C 3  13.8 2.4 1 2 5  灰 白 90 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 38 5 5  
326 52SE8 9層 C 3  14.2 3.4 1 4 5  淡黄 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 内面ヘラナデ顕著 38  5 5  
327 52SE8 9層 下 C 3  14.0 3.2 1 3 5  灰 白 8 5  細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 38 5 5  
328 52SE8 10層 C 3  13.6 1.8 1 0 5  灰 白 55  細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 38 5 5  
329 52SE8 10層 C 3  13.5 2.8 1 3 5  灰 黄 1 00 細 砂 、 金雲 母 すのこ痕 38 5 5  
330 52SE8 10層 C 3  13.3 2.9 1 6 5  灰 白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 38  5 5  
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法批 (cm) 重 さ 色 調 遺存率 胎 備 考 図版
写真

番号 出士位樅 分類
(g) （％） 

土 図版口径 底径 器高 口縁長

331 52SE8 9層下 C3 14.0 2.7 1 3 0  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 38 55  
332 52SE8 9層下 C3 14.0 2.3 1 3 5  灰 白 7 5  細砂、 金雲母 38 55  
333 52SE8 9層下 C3 13.3 2.3 1 3 0  灰 黄 55  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
334 52SE8 9層下 C3 14.0 2.8 200 灰 白 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
335 52SE8 10層 C3 15.2 2.9 1 8 5  灰 白 8 5  細砂 、 金雲母 すのこ痕 38 55  
336 52SE8 9層下 C3 14.4 3.2 1 6 5  灰 黄 1 0 0  細砂 、 金雲舟 すのこ痕がくっきり付く 器形にゆがみ 38 55  
337 52SE8 9層下 C3 13.5 3.0 1 50 灰黄 90 細砂 、 金雲舟 すのこ痕 38 55  
338 52SE8 9層下 C3 13.1 2.5 1 3 5  灰黄 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
339 52SE8 9層下 C3 13.0 2.3 95 灰黄 75 細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
340 52SE8 9層下 C3 12.7 3.2 1 4 0  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
341 52SE8 9層下 C3 134 2.2 95 灰 60  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
342 52SE8 9層下 C3 14.l 2.8 1 1 5  灰 白 80  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
343 52SE8 9層下 C3 13.2 2.9 90  灰 白 60  細砂、 金雲母 器面が荒れている 38 55 
344 52SE8 9層 下 C3 12.8 2.8 8 5  灰 白 6 5  細砂、 金雲母 38 55  
345 52SE8 9層 下 C 3  12.6 2.5 85 灰 白 7 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
346 52SE8 9層下 C3 13.6 2.9 1 20 灰黄 70 細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55 
347 52SE8 9層下 C3 13.0 2.9 1 5 5  灰黄 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55 
348 52SE8 9層下 C3 13.6 2.7 1 60 灰黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
349 52SE8 9層下 C3 13.6 3.1 1 4 5  灰 白 1 0 0  細砂 、 金雲母 38 55  
350 52SE8 9層 C3 13.8 2.1 1 2 5  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 底面に細い縄？の痕 38 55  
351 52SE8 9層下 C3 12.6 2.5 1 2 0  灰 白 60  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
352 52SE8 9層下 C3 12.6 2.7 1 1 5 灰 白 80  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
353 52SE8 9層 下 C3 13.5 2.5 1 0 0  灰 黄 7 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
354 52SE8 9層下 C3 12.6 2.6 1 20 灰黄 75 細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55 
355 52SE8 9層下 C3 13.2 2.8 1 2 5  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
356 52SE8 9層下 C3 13.0 28 90 灰黄 65 細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
357 52SE8 9層下 C3 13.1 24 70 灰 白 6 0  細砂、 金雲母 器面荒れている 38 55  
358 52SE8 9層下 C3 13.6 2.8 1 3 5  灰 白 8 5  細砂 、 金雲母 すのこ痕 38 55  
359 52SE8 9層下 C3 13.5 2.5 9 5  淡黄 60  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
360 52SE8 9層下 C3 12.8 2.4 1 25 灰 白 90  細砂 、 金雲舟 すのこ痕 38 55  
361 52SE8 9層下 C3 12.7 2.5 1 0 5  淡黄 90 細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
362 52SE8 9層 下 C 3  13.1 3.0 75 にぶい黄橙 40  細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱している 38 55 
363 52SE8 9層下 C3 13.2 2.6 65 灰黄 40 細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱している 38 55 
364 52SE8 9層下 C3 13.2 2.2 1 2 5  灰 白 5 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱している 38 55 
365 52SE8 9層 下 C4 13.1 3.1 1 2 5  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱している 38 55  
366 52SE8 9層下 C4 13 6 29 1 3 5  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱している 38 55  
367 52SE8 9層下 C4 14.0 3.1 1 6 0  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 底面に細い縄？の痕跡 38 55  
368 52SE8 9層 F C 4  13.2 2.7 1 4 0  灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55  
369 52SE8 9層 下 C 4  14.1 3.5 1 4 0  灰 白 8 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 38 55 
370 52SE8 9層下 C4 13.3 2.5 1 30 黄灰 80 細砂 、 金雲母 すのこ痕 39 55 
371 52SE8 10層 C 4  14.0 2.8 1 4 5  灰 白 8 5  細砂、金雲母 すのこ痕 硬い焼成 39 56 
372 52SE8 9層下 C4 13.8 2.5 1 3 5  灰 白 7 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 39 56 
373 52SE8 9層下 C4 14.8 2.9 1 9 5  灰 黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 39 56 
374 52SE8 9層下 C4 13.8 3.1 1 6 5  灰 黄 80  細砂、 金雲母 すのこ痕 39 56 
375 52SE8 10層 C 4  13.4 2.5 1 6 5  灰 白 9 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 39 56 
376 52SE8 9層下 C 4  13.3 3.1 1 6 0  褐 灰 8 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 内面油煙付着 39 56 
377 52SE8 9層下 C4 13.1 2.5 80  灰白 5 5  細砂、 金雲母 すのこ痕 39 56 
378 52SE8 9層下 C 4  13.6 2.8 85 灰 白 5 5  細砂、 金雲母 底面に細い縄の痕跡 39 56 
379 52SE8 9層 下 D 3  8.8 1.9 55  灰黄 8 0  砂、 骨針多 外底面粒いナデ 0クnかわらけの胎土 39 56 
380 52SE8 9層下 C3D鳩社 13.6 3.0 1 5 5  淡黄 9 5  砂、 骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
381 52SE8 9層下 C3090倫t 12.6 2.7 1 2 5  淡黄 6 5  砂 、 骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
382 52SE8 9層下 C3砂喘土 13.3 2.1 1 5 0  灰 白 9 5  砂 、 骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
383 52SE8 9層下部 C3珈伯土 12.5 2.7 1 4 5  灰黄 1 0 0  砂 、 骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
384 52SE8 9層下 C3珈胎土 12.3 2.4 1 3 5  淡黄 90 砂、骨針多 すのこ痕 Uク日かわらけの胎土 39 56 
385 52SE8 9層下 C3U?喘土 13.8 3.0 1 90 灰黄 85 砂、骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
386 52SE8 9層下 C3珈胎土 14.0 3.2 1 70 灰黄 80 砂、 骨針多 すのこ痕 Uクnかわらけの胎土 39 56 
387 52SE8 9層下 C3珈釦土 13.0 3.0 1 40 灰黄 9 0  砂、 骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
388 52SE8 9層下 C3り9喘土 14.2 2.2 1 7 0  灰 黄 1 0 0  砂、 骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
389 52SE8 9層下 C3D)D伯土 13.2 3.2 60  浅黄 90  砂、 骨針多 すのこ痕 nクnかわらけの胎土 39 56 
390 52SE8 9層下 nクIJ 9.2 5.8 1.5 1 30 灰黄 1 0 0  砂、骨針多 器面荒れている 39 56 
391 52SE8 9層下 ll ク n 13.4 6.2 3.3 55  浅黄 100  砂、 骨針多 器面荒れている 39 56 
392 52SE8 9層 n ク ロ 13.9 6.6 2.9 1 00 浅黄 60  砂、骨針多 すのこ痕 39 56 
393 52SE8 9層下 n ク ロ 14.2 6.8 3.1 65 灰黄 30 砂、 骨針多 器面荒れている 39 56 
394 52SE8 9層下 ロクn 13.2 6.7 3.0 1 0 5  浅黄 60  砂、 骨針多 39 56 
395 52SE8 9層下 内折れ 9.8 1.2 75 灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 39 56 
396 52SE8 5層 C3 8.9 1.9 60  淡黄 100  細砂 、 金雲母 器面荒れている 39 56 
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番号
法批 (cm) 重 さ 辿存率 写真出土位骰 分類 色 調 胎 士 備 考 図 版

口 径 底径 器高 口縁長 (g) （％） 図版

397 52SE8 5層 C3 9.7 2.0 80  灰黄褐 95 細砂、金雲母 すのこ痕 二次被熱している 3 9  56  
398 52SE8 6層 C3 14.2 3.2 1 8 0  灰 白 1 0 0  細 砂 、 金 雲 母 二 次 被熱しているか？ 39 56 
399 52SE8 6層 C3 14.5 3.8 235  灰白 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 39 56  
400 52SE8 6層 C3 13.6 2.6 1 3 5  淡黄 80 細砂、 金雲母 底面に細い縄の痕跡 3 9  56  
401 52SE8 6層 C 3  12.8 2.2 1 3 0  浅黄橙 1 00 細砂、 金雲母 すのこ痕 二次被熱している 3 9  56  
402 52SE8 5層 C 3  13.8 3.6 1 50 灰黄 75 細砂、 金雲母 器面荒れている 3 9  56  
403 52SE9 6層 D4 14.5 2.9 1 7 5  灰 白 80 細砂 すのこ痕 内面に袖煙わずかに付着 4 0  56  
404 52SE9 6層 D 4  15.1 2.7 260 灰黄 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 40 56  
405 52SE9 6層 D 3  14.5 2.2 1 90 灰 白 1 0 0  細砂、 金雲母 すのこ痕底面著しく く ぽむ 4 0  56  
406 52SE9 6層 nクtJ 14.4 7.2 3.6 55 275  灰 白 1 0 0  細 、 骨針多量 すのこ痕 内面ロクロ痕顕著 40 56 
407 52SE9 6層 0 ク 0 15.5 7.2 4.3 6.8 1 1 0 淡黄 1 0 0  細 、 骨針多量 すのこ痕 40 56 
408 52SE9 6層 n ク n 15.3 6.7 4.0 6.2 230  淡黄 1 0 0  細 、 骨針多量 すのこ痕が火だすき状に残る 40 56  
409 52SE9 6層 n ク n 15.9 7.6 3.8 6.3 3 1 0  灰 白 90 細、骨針多量 すのこ痕 40 56 
410 52SE9 6層 n ク n 15.9 8.4 4.4 6.3 265 淡黄 80 細、骨針多量 すのこ痕 40 56 
411 52SE9 6層 [I ク [I 15.0 7.0 3.9 6.5 230  灰黄 65 細、骨針多握 40 56 
412 52SE9 6層 [J ク [J 14.7 7.2 3.9 6.2 265 灰 白 1 0 0  細、骨針多量 すのこ痕 40 56 
413 52SE9 6層 n ク n 15.5 6.9 3.3 6.0 245  淡黄 9 5  細 、 骨針多量 すのこ痕 40 56 
414 52SE9 6層 n ク n 15.l 7.0 3.6 6.1 225  灰白 1 0 0  細 、 骨針多量 すのこ痕 4 0  5 6  
415 52SE9 埋士 n ク n 14.0 7.3 3.8 5.4 200 浅黄 80 細 、 骨針多量 すのこ痕 内面油煙付着 40 56 
416 52SE9 埋土 n ク n 15 3 8.0 4.2 6.2 285  淡黄 9 5  細 、 骨針多量 すのこ痕 4 0  5 6  
417 52SE9 埋 土 ll ク ll 14.6 7.0 4.3 7.2 205  灰黄 75 細 、 骨針多量 すのこ痕 4 0  56  
418 52SE9 埋 土 ll ク ll 14.9 7.1 3.5 6.3 2 1 0  灰 白 9 5  細 、 骨針多量 す のこ痕 4 0  56  
419 52SE9 10層 D 4  8.6 1.9 75 灰 白 1 0 0  細砂 すのこ痕 4 1  56  
420 52SE9 10層 C 3  15.5 (3.2) 55  灰白 2 0  細砂 4 1  5 7  
421 52SE9 10層 0 ク ロ 9.0 5.9 1.9 2.8 95 灰黄 100 砂、骨針多量 すのこ痕 4 1  5 7  
422 52SE9 10層 n ク ロ 9.6 7.2 1.5 2.1 65 灰 白 1 0 0  砂、骨針多量 すのこ痕 4 1  5 7  
423 52SE9 10層 0 ク ロ 8.9 6.2 1.6 2.3 55  灰白 80 砂、骨針多量 すのこ痕 4 1  5 7  
424 52SE9 10層 n ク ロ 9.0 6.3 1.6 2.2 45 灰 白 5 0  砂、骨針多量 すのこ痕 4 1  5 7  
425 52SE9 10層 n ク ロ 14.7 7.2 3.8 6.3 225  淡黄 95 砂、骨針多量 すのこ痕 4 1  5 7  
426 52SE9 10層 n ク ロ 6.9 (1 .5) (1.5) 9 5  浅黄橙 5 0  砂、骨針多量 すのこ痕 4 1  57 
427 52SE10 5層 n ク n 9.0 5.6 2.9 3.2 65  灰白 65 砂、骨針多量 4 2  57 
428 52SE10 5層 [] ク [] 8.4 5.9 2.4 3.0 2 5  にぶい黄橙 25  砂、骨針多量 磨耗著しい 4 2  57 
429 52SE10 5層 [] ク [] 8.2 6.9 2.6 2.8 35  浅黄橙 4 0  砂、骨針多量 磨耗著しい 42 57 
430 52SE10 5層 [J ク [J 8.2 5.6 3.0 3.5 50 浅黄橙 65 砂、骨針多量 すのこ痕 42 57 
431 52SE10 5層 ll ク [J 7.2 5.2 2.6 3.0 20 浅黄橙 3 0  砂、骨針多批 磨耗著しい 42 57 
432 52SE1 0  5層 ll ク ll 8.5 5.3 3.0 3.4 80  浅黄橙 80 砂、骨針多盤 42 5 7  
433 52SE10 5層 n ク ロ 8.1 6.2 2.7 2.9 8 5  浅黄橙 1 0 0  砂、骨針多畳 磨耗している 4 2  5 7  
434 52SE10 5層 n ク ロ 7.6 6.2 2.7 2.8 4 5  浅黄橙 80 砂、骨針多量 磨耗著しい 4 2  5 7  
435 52SE10 5層 ロ ク ロ 7.9 6.0 2.6 2.6 70 浅黄橙 95 砂、骨針多量 42  5 7  
436 52SE10 5層 n ク ロ 8.0 5.7 2.6 2.8 55  にぶい黄橙 75 砂、骨針多量 磨耗している 4 2  5 7  
437 52SE10 5層 n ク ロ 8.3 5.4 3.0 3.3 75 浅黄橙 9 5  砂、骨針多量 底面磨耗している 4 2  5 7  
438 52SE10 5層 n ク ロ 8.1 5.0 3.0 3.3 70 灰 白 8 5  砂、骨針多量 すのこ痕 4 2  5 7  
439 52SE10 5層 ロ ク [] 8.3 5.6 2.9 3.3 85 灰 白 9 5  砂、骨針多量 すのこ痕 42 57 
440 52SE10 5層 [I ク [I 8.2 5.6 3.1 3.5 70 浅黄橙 8 0  砂、骨針多量 4 2  5 7  
441 52SE10 5層 [I ク [I 8.2 5.8 2.7 3.1 80  浅黄橙 1 0 0  砂、骨針多量 すのこ痕 42 57 
442 52SE10 5層 nク [I 8.5 6.4 3.0 3.4 90  浅黄橙 8 5  砂、骨針多量 すのこ痕 4 2  57 
443 52SE10 5層 n ク n 8.7 5.5 3.2 4.1 8 5  浅黄橙 8 0  砂、骨針多量 すのこ痕 4 2  57 
444 52SE10 5層 n ク n 77 5.4 2.4 2.9 30 浅黄橙 4 0  砂、骨針多量 磨耗している 42 57 
445 52SE10 5層 n ク n 7.4 5.8 23 26 4 5  浅黄橙 65 砂、骨針多量 磨耗している 42 57 
446 52SE10 上層 n ク ロ 75 5.4 2.8 32 20 浅黄橙 3 5  砂、骨針多量 磨耗している 42 57 
447 52SE10 5層 n ク ロ 8.0 5.3 2.4 2.8 65 浅黄橙 90 砂、骨針多塁 磨耗している 42 57 
448 52SE10 5層 0 ク ロ 8.5 6.0 2.8 3.2 35  浅黄橙 4 5  砂、骨針多量 42 5 7  
449 52SE10 上層 n ク ロ 7.7 6.4 2.5 2.5 25  浅黄橙 3 0  砂、骨針多量 磨耗している 42 57 
450 52SE10 5層 n ク ロ 7.6 6.0 2.2 2.5 60 灰 白 9 0  砂、骨針多量 磨耗している 4 2  5 7  
451 52SE10 5層 [] ク [] 8.3 6.5 2.7 3.0 65 浅黄橙 80 砂、骨針多量 磨耗している 4 2  5 7  
452 52SE10 5層 ロ ク ロ 7.8 4.5 2.7 3.2 45 浅黄橙 90 砂、骨針多量 すのこ痕 4 2  5 7  
453 52SE10 5層 [I ク [I 8.2 5.4 2.6 3.1 50 浅黄橙 70 砂、骨針多量 4 2  5 7  
454 52SE10 上層 [I ク [I 8.4 5.8 2.5 2.8 25  にぶい黄橙 5 0  砂、骨針多量 磨耗している 42 57 
455 52SE10 5層 n ク n 7.3 5.0 2.6 3.0 5 5  浅黄橙 9 5  砂、骨針多量 4 2  5 7  
456 52SE10 5層 n ク n 7.7 4.9 2.3 2.7 50 にぶい黄橙 7 5  砂、骨針多量 すのこ痕 4 2  5 7  
457 52SE10 5層 IJ ク IJ 7.7 5.4 2.0 2.7 1 5  浅黄橙 2 5  砂、骨針多量 4 2  57 
458 52SE10 5層 n ク n 8.0 6.4 2.7 27 65  浅黄橙 8 5  砂、骨針多量 磨耗している 42 57 
459 52SE10 5層 n ク ロ 7.5 5.8 2.0 2.3 65  浅黄橙 8 5  砂、骨針多量 磨耗している 42 57 
460 52SE10 5層 ll ク ll 8.3 6.4 3.0 3.2 90 にぶい黄橙 90 砂、骨針多量 すのこ痕 42 57 
461 52SE10 5層 n ク ロ 7.4 5.5 2.5 2.8 50 浅黄橙 8 5  砂、骨針多量 4 2  57 
462 52SE10 5層 ロ ク ロ 8.2 5.2 3.5 4.2 25  浅黄橙 2 0  砂、骨針多量 すのこ痕 4 3  5 7  
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法砿 (cm) 重 さ 色 調 辿存率 考
写真番号 出士位樅 分類

底径 器高 口縁長 (g) （％） 
胎 士 備 図版 図版口径

463 52SE10 上層 [I ク [I 7.8 5.1 2.5 2.8 50 にぶい黄橙 80 砂 、 骨針多量 4 3  5 7  
464 52SE10 5層 [J ク [J 7.8 5.4 2.6 2.8 70 浅黄橙 85 砂 、 骨針多量 磨耗している 43 57 
465 52SE10 5層 n ク n 8.3 6.3 2.4 2.8 70 浅黄橙 85 砂 、 骨針多量 すのこ痕 43 57 
466 52SE10 5層 n ク ロ 7.7 5.7 2.2 2.6 30 にぶい黄橙 45 砂 、 骨針多量 磨耗している 4 3  5 7  
467 52SE10 5層 n ク ロ 8.1 5.8 1.8 2.3 55 にぶい橙 80 砂 、 骨針多量 磨耗している 43 57 
468 52SE10 上層 ロ ク ロ 8.0 5.1 2.0 2.3 1 5  浅黄橙

‘ 4 0  砂 、 骨針多量 磨耗している 4 3  5 7  
469 52SE10 5層 n ク ロ 7.4 5.2 1.7 2.1 1 5  浅黄橙 4 0  砂 、 骨針多量 4 3  5 7  
470 52SE10 5層 n ク ロ 8.1 5.7 2.2 2.0 20 淡黄 2 0  砂、骨針多量 磨耗している 43 57 
471 52SE10 5層 ロ ク ロ 7.7 60 1.9 2.2 35 浅黄橙 55 砂、 骨針多量 磨耗している 43 57 
472 52SE10 5層 ロ ク n 7.4 58 1.9 2.2 50 灰 白 8 5  砂 、 骨針多塁 磨耗している 43 57 
473 52SE10 5層 ロ ク n 8.6 5.2 2.6 3.1 60 にぶい橙 75 砂 、 骨針多量 磨耗している 43 57 
474 52SE10 5層 [] ク [] 8.7 5.1 2.6 3.3 70 にぶい橙 90 砂、骨針多量 すのこ痕 43 57 
475 52SE10 5層 ロ ク n 8.7 5.4 2.6 3.4 55 にぶい橙 85 砂 、 骨針多量 磨耗している 43 57 
476 52SE10 上層 [I ク [I 8.1 5.1 1.8 2.3 75 浅黄橙 60 砂、骨針多量 磨耗している 4 3  5 7  
477 52SE10 5層 n ク n 9.5 5.7 2.3 3.3 55 浅黄橙 70 砂、 骨針多盤 磨耗している 4 3  5 7  
478 52SE10 5層 n ク n 9.5 5.7 3.2 4.1 80 浅黄橙 90 砂、 骨針多量 磨耗している 4 3  5 7  
479 52SE10 5層 n ク ロ 9.2 6.2 2.6 2.8 80 浅黄橙 95 砂 、 骨針 多 量 磨耗している 4 3  5 7  
480 52SE10 5層 n ク ロ 9.9 6.0 3.6 4.3 50 浅黄橙 45 砂 、 骨針 多 量 磨耗している 4 3  5 7  
481 52SE10 5層 n ク [1 9.3 5.5 3.0 3.8 85 淡黄 95 砂 、 骨針多贔 すのこ痕 43 57 
482 52SE10 5層 U ク ロ 9.8 6.3 2.6 3.3 75 浅黄橙 65 砂 、 骨針 多 量 磨耗している 43 57 
483 52SE10 5層 D ク ロ 9.7 5.8 3.4 4.4 80 にぶい橙 75 砂 、 骨針多量 43 57 
484 52SE10 5層 0 ク 0 9.1 6.3 2.5 3.0 3 0  にぶい橙 4 0  砂 、 骨針多量 磨耗している 43 57 
485 52SE10 5層 n ク ロ 9.5 5.6 2.9 3.8 70  にぶい橙 75 砂、骨針多量 磨耗している 43 57 
486 52SE10 5層 n ク n 9.3 6.0 2.3 3.0 50  にぶい黄橙 65 砂 、 骨針多量 磨耗している 4 3  5 7  
487 52SE10 5層 [J ク [J 9.5 5.9 3.1 3.8 35 にぶい黄橙 3 5  砂 、 骨針多量 4 3  5 7  
488 52SE10 5層 n ク ロ 8.0 6.7 1.5 1.7 45  浅黄 85 砂 、 骨針多量 磨耗している 43 57 
489 52SE10 5層 [J ク [J 51  (2.1) 2.9 75 にぶい橙 80 砂、骨針多量 43 57 
490 52SE10 5層 n ク U 40 (18) 3.0 60 浅黄 95 砂 、 骨針多量 大型かわらけの可能性もある 43 57 
491 52SE10 上層 n ク U 5.4 1.8 2.0 1 0  にぶい橙 1 5  砂、骨針多量 43 57 
492 52SE10 上層 [] ク [] 6.0 1.4 1.5 45 にぶい黄橙 50 砂 、 骨針金雲母 磨耗している 43 57 
493 52SE10 5層 [] ク [] 6.3 1.4 1.5 35 にぶい黄橙 50 砂 、 骨針多量 磨耗している 43 57 
494 52SE10 上層 [] ク [] 5.4 (0.6) (0.8) 30 にぶい黄橙 60 砂 、 骨針 多 量 磨耗している 43 57 
495 52SE10 5層 n ク n 5.1 (1.8) (2.0) 1 5  浅黄橙 2 5  砂 、 骨針 多 量 磨耗している 44 57 
496 52SE10 上層 n ク n 5.9 (1.3) (1.3) 20 灰黄 30 砂 、 骨針 多 量 磨耗している 44 57 
497 52SE10 5層 n ク ロ 5.0 (1.3) (1.5) 1 5  浅黄橙 25 砂 、 骨針 多 量 磨耗している 44 57 
498 52SE10 5層 n ク ロ 7.4 6.1 1.3 1.5 5 橙 2 5  砂 、 骨針 多 量 磨耗している 44 57 
499 52SE10 5層 0 ク 0 4.8 (1.4) (1.7) 25 にぶい橙 60 砂、骨針多量 磨耗している 44 57 
500 52SE10 5層 n ク n 5.6 (1.4) (1.5) 25 灰 白 3 0  砂 、 骨針 多 量 磨耗している 44 57 
501 52SE10 5層 n ク n 14.4 53 51 7.0 45  浅黄橙 90 砂、骨針多量 やや磨耗している 44 57 
502 52SE10 5層 n ク n 13.0 58 4.4 5.8 1 55 浅黄橙 85 砂、骨針多量 磨耗している 44 57 
503 52SE10 5層 ロ ク n 14.2 54 5.1 6.8 1 8 5  浅黄橙 1 0 0  砂 、 骨針多量 すのこ痕 44 57 
504 52SE10 5層 n ク n 14.0 5.0 4.8 7.1 1 40 浅黄橙 60 砂 、 骨針多量 すのこ痕 44 57 
505 52SE10 5層 [J ク [J 12.8 5.0 5.1 6.6 1 50 浅黄橙 75 砂、骨針多量 すのこ痕 44 57 
506 52SE10 上層 n ク n 1 1 .8 5.3 5.3 6.3 75 浅黄 3 0  砂、骨針多量 磨耗している 44 57 
507 52SE10 5層 n ク n 6.3 (4.3) (5.7) 1 65 浅黄橙 60 砂、骨針多量 44 57 
508 52SE10 5層 ロ ク n 6.6 (2.5) (3.6) 70 浅黄橙 50 砂、骨針多量 すのこ痕 44 57 
509 52SE10 5層 n ク n 5.7 (2.0) (3.2) 70 浅黄橙 55 砂 、 骨針多量 すのこ痕 44 57  
510 52SE10 5層 n ク ロ 6.6 (2.9) (4.0) 1 20 浅黄橙 70 砂、 骨針多量 44  57  
511 52SE10 5層 U ク ロ 4.8 (1.7) (2.8) 45 灰黄 50 砂 、 骨針 多 量 磨耗している 44 57 
512 52SE10 5層 n ク ロ 5.8 (2.0) (3.1) 60 浅黄橙 40 砂 、 骨針 多 量 44  57 
513 52SE10 5層 ロ ク ロ 4.8 (2.7) (3.8) 90  浅黄 90 砂 、 骨針多量 磨耗している 44 58 
514 52SE10 5層 ロ ク n 5.7 (1.6) (2.7) 85  灰黄 8 0  砂 、 骨針多量 磨耗している 44 58 
515 52SE10 5層 n ク n 6.6 (3.J) (4.4) 3 5  橙 2 0  砂 、 骨針多量 磨耗している 44 58 
516 52SE10 5層 柱状篇台 8.9 (3.3) 37 1 2 5  にぶい黄橙 8 5  砂 、 骨針多量 磨耗している 44 58 
517 52SE10 5層 柱状裔台 1 1.3 7.2 4.0 6.2 200 浅黄橙 1 0 0  砂 、 骨針多量 44  58 
518 52SE10 5層 柱状裔台 6.1 (3.0) (3.4) 90  淡黄 95 砂 、 骨針多量 脚部の破片 45 58 
519 52SE10 5層 樹讀台 9.8 (3.0) (4.2) 20 にぶい橙 5 砂、骨針多量 脚部の破片 45 58 
520 52SE10 5層 柱状裔台 7.9 (6.2) (7.8) 75 浅黄橙 20 砂、 骨針多量 磨耗している 口唇部を欠損 45 58 
521 52SE10 5層 晶 杯 20.4 10.3 10.5 15.5 785 浅黄橙 95 砂、骨針多量 脚部柱状品台状 45 58 
522 52SE10 5層 局 杯 21.2 1 1.2 9.7 14.7 855 浅黄橙 80 砂、骨針多量 脚 部柱状品台状 45 58 
523 52SE10 5層 局 杯 20.3 10.4 8.6 14.1 490 浅黄橙 50 砂、 骨針多量 脚 部柱状品台状 45 58 
524 52SE10 5層 高 杯 21.3 12.0 9.2 15.9 920 浅黄橙 90 砂、 骨針多量 脚 部柱状品台状 45 58 
525 52SE10 5層 高 杯 19.9 10.0 (9.7) 680 浅黄橙 65 砂、 骨針多量 脚部の欠損 45 58 
526 52SE10 上層 20 褐灰 砂粒、骨針多最 土師器長胴甕破片 9~10Cか 45 58 
527 52SE10 上層 1 2  灰色 灰色で硬い 須恵器甕破片 9~10Cか 45 58 
528 52SE10 5層 1 3 5  黒褐 20 砂粒多 量 堪渦 12Cのものか 45 58 
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番号 出土位骰 分類
法祉 (cm) 重 さ

色 調
追存率 写真

口径 底径 器高 口緑長 (g) （％） 
胎 土 備 考 図版 図 版

529 52SK1 埋 土 [I ク [I 15.1 8.4 3.7 5.0 250  灰 白 100  砂、骨針多量 磨耗している 46 59 
530 52SKI]埋土最上部 C4 14.2 3.5 1 7 5  淡黄 95 細砂 すのこ痕 46 59 
531 52SK11  5層 n ク ロ 8.2 6.2 1.5 19 5 5  浅黄 75 砂粒、骨針多最 46 59 
532 52SK11 5層 ロ ク n 8.0 5.7 16 2.0 55  浅黄 95 砂粒 、 骨針多量 すのこ痕 46 59 
533 52SK11 埋土 n ク n 14.3 7.3 3.0 5.5 60 にぶい黄橙 95 砂粒 、 骨針多鵞 すのこ痕 46 59 
534 52SKI]埋土最上蹄 n ク ロ 14.5 7.6 3.7 5.5 1 4 5  灰 褐 80 砂粒 、 骨針多量 すのこ痕 46 59 
535 52SK11 5層 n ク ロ 13.4 6.4 3.1 4.8 1 8 5  灰 黄 9 5  砂粒 、 骨針多盤 すのこ痕 46 59 
536 52SK12 1 層 D 4  15.4 4.0 2 2 5  浅黄橙 95 細砂 磨耗著しい 46 59 
537 52SK13 2層 n ク ロ 8.0 5.2 1.8 2.3 65  にぶい黄橙 70 砂粒 、 骨針多量 すのこ痕 46 59 
538 52SK13 3層 [] ク [] 14.0 8.0 4.3 5.5 1 1 5 にぶい黄橙 45 砂粒、骨針多量 すのこ痕 46 59 
539 52SK14 4層 [I ク [I 7.6 5.4 1.6 1.9 35  淡黄 90 砂粒、骨針多量 磨耗している 46 59 
540 52SK14 2層上 n ク ロ 14.7 7.5 3.7 5.0 1 8 5  淡黄 80 砂粒、骨針多量 磨耗している 46 59 
541 52SK14 2層上 n ク ロ 12.8 6.2 4.0 54 1 1 5 灰 白 75 砂粒、骨針多最 著しく磨耗 46 5 9  
542 52SK14 1 層 n ク ロ 15.4 8.5 39 5.6 305  浅黄 85 砂粒、骨針多量 磨耗している 46 59 
543 52SK21 1 層 D 3  8.6 1.9 55  浅黄橙 1 00 細砂 金雲母 磨耗している 46 59 
544 52SK21 2層 n ク 1J 6.8 4.9 1.9 2.4 55 にぶい黄橙 95 金雲母、骨針多 磨耗している 46 59 
545 52SK21 1 層 [] ク [] 9.0 6.8 1.5 2.0 70 にぶい橙 90 砂粒、骨針多 すのこ痕 46 59 
546 52SK22 埋土 n ク ロ 14.1 7.1 3.4 5.0 60 灰 白 95 砂粒、骨針多 すのこ痕 46 59 
547 52SK24 埋土 D 3  9.3 1.9 50 淡黄 75 細砂 磨耗している 47 59 
548 52SK24 埋土 D 4  9.7 2.0 65  浅黄橙 100  細砂 磨耗している 47 59 
549 52SK24 埋土 D 4  9.8 2.1 50 浅黄 80 細砂 すのこ痕 47 59 
550 52SK24 埋士 D 4  15.9 2.5 80  淡黄 30 細砂 すのこ痕 47 59 
551 52SK24 7層 n ク ロ 14.0 8.8 3.2 4.7 1 25 褐灰 60 砂粒、骨針多 すのこ痕 47 59 
552 52SK24 6層 n ク ロ 15.1 8.1 3.9 62 1 75 黄灰 60 砂粒、骨針多 すのこ痕 47 59 
553 52SK24 7層 n ク n 15.1 8.1 3.3 5.4 2 1 0  黄灰 100  砂粒、骨針多 すのこ痕 4 7  5 9  
554 52SK24 7層 U ク ロ 15.0 6.1 3.7 6.8 1 8 5  にぶい橙 95 砂粒、骨針多 すのこ痕 体部に亀裂がある 4 7  5 9  
555 52SK25 埋土 n ク ロ 8.0 5.8 1.5 1.9 55  にぶい黄橙 95 砂粒、骨針多 磨耗している 4 7  5 9  
556 52SK26 埋土 U ク ロ 4.9 (2.0) (2.9) 7 5  浅黄橙 50 砂粒、骨針多 すのこ痕 47 59 
557 52SK28 埋土 D 4  9.4 1.6 55  淡黄 95 細砂 磨耗著しい 4 7  5 9  
558 52SK28 埋土 C3 14.0 2.5 1 1 5  淡黄 95 細砂 磨耗著しい 47 59 
559 52SK28 埋土 D 3  14.0 3.3 1 2 5  にぶい黄褐 85 細砂 磨耗著しい 47 59 
560 52SK28 埋土 D 3  14.1 2.4 1 1 0 淡黄 85 細砂 磨耗著しい 47  59 
561 52SK28 埋土 D 2  14.0 2.4 1 35 明黄褐 95 細砂 磨耗著しい 4 7  5 9  
562 52SK28 埋土 D 3  13.5 2.3 65  淡黄 90 細砂 磨耗著しい 47 59 
563 52SK29 埋土 D 3  8.6 1.8 55  淡黄 100 細砂 すのこ痕 4 7  5 9  
564 52SK29 埋土 D 3  14.6 2.6 205  灰 白 95 細砂 すのこ痕 4 7  5 9  
565 52SK29 2層 ，埋土 D4 14.9 3.3 1 1 5 淡黄 50 細砂 磨耗している 47 59 
566 52SK29 埋土 D 3  14.7 3.4 205  淡黄 85 細砂 すのこ痕 47 59 
567 52SK29 埋土 D4 12.7 2.3 1 1 5 淡黄 90 細砂 すのこ痕 4 7  5 9  
568 52SK30 埋土 ロ ク ロ 13.4 7.6 3.2 4.9 1 1 5 浅黄橙 80 砂粒、骨針多量 磨耗している 47  59 
569 52SK30 3層 n ク ロ 13.7 6.8 3.2 5.3 70 浅黄橙 40  砂粒、骨針多量 磨耗している 47 59 
570 52SK30 3層 n ク n 13.8 7.6 3.0 4.7 1 1 5 淡黄 70  砂粒、骨針多最 磨耗している 47 59 
571 52SK30 1 層 n ク ロ 14.0 6.4 3.0 5.3 200 浅黄橙 1 00 砂粒、骨針多量 磨耗している 4 7  5 9  
572 52SK30 3層 n ク ll 7.3 (2.0) (3.3) 1 3 0  にぶい黄橙 90 砂粒 、 骨針多籠 磨耗している 4 7  5 9  
573 52SK32 埋土 n ク ロ 12.1 7.0 3.1 4.5 95 にぶい黄橙 60 砂粒 、 骨針多薗 すのこ痕 4 7  5 9  
574 52SK33 埋土 C3 14.5 3.9 95 淡黄 50 細砂 磨耗している 4 8  5 9  
575 52SK33 埋土 C3 14.8 3.1 1 35 浅黄橙 80 細砂 磨耗している 4 8  5 9  
576 52SK33 埋土 n ク n 8.6 6.0 2.0 2.8 1 5  浅黄橙 40 砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  5 9  
577 52SK33 埋土 ll ク ll 13.7 6.1 3.9 5.8 90 浅黄橙 60 砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  5 9  
578 52SK35 埋土 n ク ロ 15.4 77 3.9 5.9 1 65 淡黄 75 砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  5 9  
579 52SK35 埋土 \J ク n 14.0 73 3.4 5.3 205  灰 白 95 砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  5 9  
580 52SK36 埋土 n ク ロ 13.1 57 3.5 5.6 1 3 0  浅黄橙 8 5  砂粒、骨針多最 磨耗している 4 8  5 9  
581 52SK36 埋土 n ク n 13.0 66 3.4 4.8 1 5 5  淡 黄 1 00 砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  5 9  
582 52SK36 埋土 ロクn 13 2 63 3.4 4.7 1 5 5  浅黄橙 1 0 0  砂粒、骨針多最 磨耗している 4 8  5 9  
583 52SK36 埋土 n ク n 14.8 7.5 3.7 5.5 235  灰白 9 5  砂粒 、 骨針多量 すのこ痕 磨耗している 4 8  5 9  
584 52SK37 埋 土 n ク n 8.4 4.7 2.0 2.6 45 灰黄 80 砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  6 0  
585 52SK37 埋土 n ク n 8.5 5.0 1.8 2.4 4 5  灰 黄 90  砂粒 、 骨針多麓 磨耗している 4 8  6 0  
586 52SK38 埋土 n ク n 15.3 7.1 4.2 6.3 1 7 5  灰黄 70 砂粒、骨針多量 すのこ痕 48 60 
587 52SD10 埋土 D4 8.4 1.9 50 淡黄 9 5  細砂 磨耗している 4 8  6 0  
588 52SD10 埋土 C3 13.6 2.9 85 淡黄 70 細砂 磨耗している 4 8  60 
589 52SD10 埋土 C3 130 2.8 75 淡黄 50 細砂 磨耗している 4 8  6 0  
590 52SD29 埋土 ロクロ 5.3 ( 1.2) (1.5) 45  にぶい橙 90  砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  6 0  
591 52SD29 埋土 ロ ク IJ 143 68 30 6.0 200 灰 白 90  砂粒、骨針多量 磨耗している 4 8  6 0  
592 52SD29 埋土 ロクlJ 149 7.5 35 5.4 1 7 5  浅黄 75 砂粒、骨針多最 すのこ痕 磨耗している 4 8  6 0  
593 52SD29 埋土 [J ク [J 14.4 7.4 38 5.6 1 60 浅黄 60 砂粒 、骨針多量 すのこ痕 磨耗している 4 8  6 0  
594 52SD30 埋土 n ク ロ 15.2 7.5 4.2 6.0 1 5 0  浅黄 75 砂粒、骨針多量 4 9  6 0  
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法祉 (cm) 重さ 色 調 辿存率 写真番号 出士位骰 分類
底径 器高 口縁長 (g) （％） 胎 土 備 考 図版 図版口 径

595 52SA1 埋土 [J ク [J 6.6 ( 1.2) ( 1.2) 35  淡黄 7 0  砂粒、骨針多量 磨耗している 49 60 
596 52SD32 埋土 D 3  8.8 1.8 50 浅黄 95 細砂、 金雲母 磨耗している 49 60 
597 52SD32 埋土 n ク ロ 9.2 5.4 2.1 2.8 45 浅黄橙 75 砂粒、骨針多量 すのこ痕 49 60 
598 52SD26 埋土 D3 8.0 1.8 1 5  浅黄橙 40 細砂 49 60 
599 52SD26 埋土 D3 9.4 2.3 35 淡黄 35 細砂 磨耗している 49 60 
600 52SD26 埋土 C4 12.8 3.3 40  浅黄橙 20 細砂 すのこ痕 49 60 
601 52SD26 埋土 C3 14.3 2.9 50 浅黄橙 30 細砂 すのこ痕 49 60  
602 52SD26 埋土 C3 15  6 3.4 65 淡黄 2 0  細砂、 金雲母 すのこ痕 49 60 
603 52SD26 埋土 []ク[] 8.4 40 1.8 3.0 45 にぶい橙 65 砂粒、骨針多籠 49 60 
604 52SD26埋土(59-60) nクn 8.8 5.5 1.6 2.4 35  にぶい橙 60 砂粒、骨針多量 すのこ痕 49 60 
605 52SD26 埋土 n ク ロ 8.7 5.3 1.8 2.5 45 浅黄橙 7 0  砂粒、骨針多籠 49 60 
606 52SD26埋土(59-60) 0 ク ロ 8.1 5.4 1.6 1.8 65 にぶい黄橙 90 砂粒、骨針多薗 磨耗している 49 60 
607 52SD26埋土(59-60) UクU 7.1 5.5 1.6 1.9 40 にぶい黄橙 80 砂粒、骨針多麓 磨耗している 49 60 
608 52SD26埋土(59-57) [I ク [I 8.8 7.0 1.8 2.1 55 にぶい黄橙 75 砂粒、骨針多量 磨耗している 49 60 
609 52SD26埋土(59-56) ロクn 10.4 5.1 2.7 4.2 95 にぶい橙 75 砂粒、骨針多量 磨耗している 49 60 
610 52SD26埋土(59-56) nクn 10.0 4.7 2.6 3.7 75 にぶい橙 75 砂粒、骨針多量 磨耗している 49 60 
611 52SD26 埋 土 [J ク [J - 55 (2,0) (3.2) 95  灰黄 70 砂粒、骨針多量 49 60 
612 52SD26埋土(59-60) n ク ロ 12.3 4.5 4.2 6.3 25  浅黄橙 1 5  砂粒、骨針多量 底面欠損 49 60 
613 525D26埋土(59-57) nクn 4.0 1 1 5  淡黄 2 5  砂粒、骨針多量 足高高台 49 60 
614 52SD26埋土(59-57) n ク ロ (4.7) 45  浅黄橙 5 砂粒、骨針多量 大型柱状品台局杯片か 49 60 
615 " 58-59 検出時 0ク0 - 7.2 (3.5) 1 9 5  橙 5 0  砂粒、骨針多量 柱状高台画台部分 49 60  
616 ,, 64-63 かくらん (5.4) 1 1 5  にぶい橙 1 0  砂粒、骨針多量 大型柱状高台高杯 49 60 

表 1 5 かわ ら け観察表 ( l 0) 

番号 種 類 器 種 部 位 出士位置 年代な ど 色 調 そ の 他 狐さ(g) 固版 写真図屈
1001 常 滑 片 口 鉢 底 部 52SD26埋土(59-57) 2~3型式 灰 白 内面著しく磨耗 95 50 61  
1002 常 滑 片 口 鉢 底 ～ 下 半 52SD6埋土 (64-61) 2~3型式 灰 白 内底面磨耗 1 4 5  5 0  6 1  
1003 常 滑 片 口 鉢 底 ～ 下 半 52SE8表層 2~3型式 灰黄 内底面わずかに磨耗 1 48 50 61  
1004 }吊 1

‘
皿目 片 口 鉢 底 ～ 下 半 52SD26埋土 (59-56) 2~3型式 灰 内底面磨耗 94 50 61  

1005 常 滑 片 口 鉢 底 ～ 口 52SE8 9層下部 3 型式 褐灰 内底面磨耗口唇の面取はっきりせず 270  50 61  
1006 常 滑 片 口 鉢 口 縁 52SD26埋土 (60-56) 2~3型式 灰れ1-1・ にぶぃ輯 片口部分の破片 50 50 61  
1007 常 滑 片 口 鉢 口 縁 52SD26埋土 2~3型式 暗灰黄 片口部分の破片 35 50 6 1  
1008 常 滑 片 口 鉢 口 縁 52SE8 6層 2~3型式 灰 白 52SE8 7層からも 出 土 2 5  5 0  6 1  
1009 常 滑 山茶碗 ？ 底 部 52SE2埋土 2~3型式 灰 白 裔台の囃l龍痕がない 内面にA

｀
ンがう？付着 40 50 6 1  

1010 常 滑 不 明 ？ 完 形 52SD26埋土 ( 59-56) 2~3型式 灰 口縁に凸帯がめぐる 65 50 6 1  
1011 常 滑 三 筋 壺 口 縁 52SK1埋土 2~3型式 灰オリー7 ‘‘

内外面に自然釉 1 5  50 61  
1012 常 滑 三 筋 壺 体 部 下 半 52SK28埋土 2~3型式 灰 白 沈線は細い3本単位 1 5  50 61  
1013 }吊 1

‘
皿Fi 三 筋 壺 体 部 上 半 52SD26埋土 2~3型式 灰オリー7‘‘

外面 自然釉 85 50 61  
1014 ＾吊し 1

‘息目 三 筋 壺 体 部 下 半 52SD26埋土60-56 2~3型式 にぶい黄褐 沈線は1本 1 00 50 61  
1015 常 滑 三筋壺 ？ 底 ～ 下 半 52SD6埋土 2~3型式 褐灰 三筋壺の可能性が考えられる 60 50 61  
1016 常 滑 甕 体 部 52SD26埋土(64-54) l b 型式 灰 白 1016-1018同 一個体 複合押印 1 70 50 61  
1017 常 滑 甕 体 部 52SD6埋土(64-61 ) 1 b 型式 にぶ い橙 胎土に砂粒が多量混入 75 50 6 1  
1018 常 滑 甕 体 部 67-56検出 l b 型式 にぶい褐 1 1 5 50 61  
1019 常 滑 広 口 壺 口 縁 52SD6埋土(64-60) 2~3型式 褐灰 1020と同 一個体 22 50 61  
1020 常 滑 広 口 壺 口 縁 64-63検出 時 2~3型式 黒 褐 口唇部面取りあり 20 50 6 1  
1021 常 滑 広 口 壺 口 縁 52SD26埋土(62-54) 2~3型式 に ぶ い黄 口唇部を欠く 50 50 62 
1022 常 滑 広 口 壺 屑 ～ 頸 52SD26埋土(60-55) 2~3型式 オリープ 褐 外面自然釉，釉が剥雛している部分もある 1 3 0  5 1  6 2  
1023 }吊し 1

‘
皿目 短 頸 壺 口 ～ 屑 52SD26埋土(59-56) 2~3型式 灰オリー7‘‘

口唇部をわずかに欠く 外面自然釉 60 5 1  62 
1024 常 滑 甕 口 縁 52SD24 埋土 2~3型式 黒 口縁部がわずかにゆがんでいる 40 5 1  62 
1025 常 滑 甕 口 縁 68-55検出 時 2~3型式 暗褐 外面体部に自然釉 1 28 5 1  62 
1026 常 滑 甕 口 縁 52SE2埋土上部 2~3型式 褐灰 口唇部面取り 45 5 1  62 
1027 常 滑 甕 口 縁 52SD6埋土(64-63) 2~3型式 褐 内面自然釉 4 5  5 1  6 2  
1028 常 滑 甕 口 縁 52SE9埋土上部 2~3型式 オリー7｀

黒 内面自然釉 4 5  5 1  6 2  
1029 常 滑 甕 口 縁 52SD6埋土(64-61) 2~3型式 褐 口唇部面取り 35 5 1  6 2  
1030 常 滑 ． 甕 口 縁 52SK2礫層 2~3型式 灰オリーフ

｀
外面下 半 自 然釉 1 00 5 1  6 2  

1031 常 滑 甕 口 縁 52SE8表層 2~3型式 暗褐 口縁直立ぎみに立上る 1 65 5 1  6 2  
1032 常 滑 甕 口 縁 52SD6埋土 2~3型式 灰 口縁直立ぎみに立上る 65 5 1  62 
1033 常 滑 甕 口 縁 52SE8埋土上層 2~3型式 暗灰黄 口唇部面取り 1 40 5 1  62 
1034 常 滑 甕 口 縁 52SD32埋土 2~3型式 灰 白 広 口壺の可能性もある 65 5 1  62 
1035 常 滑 甕 口 縁 52SD26埋土(59-56) 2~3型式 褐 内外面部分的に 自然釉 85 5 1  62 
1036 常 滑 甕 口 縁 76-61検出時 2~3型式 黒褐 内面自然釉 42 51  62 
1037 常 滑 甕 口 縁 52SE8 9層 2~3型式 オリー7‘‘

黒 内面自然釉 85 5 1  62 

表 1 6 国産陶器観察表 ( 1 )
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番号 種 類 器 種 部 位 出 土位骰 年代な ど 色 調 そ の 他 餓さ(g) 図 版 写真固版

1038 常 滑 甕 底 ～ 体 下 52SD6埋土(65-60) 2~3型式 灰オリー7‘‘
広 口壺の可能性もある 1 1 0 5 1  62 

1039 平吊 1•,@. 目 甕 底 ～ 体 下 59-56検出 時 2~3型式 黒 底面に砂粒付着 1 6 0  5 1  62  
1040 常 滑 甕 底 ～ 体 下 52SD26埋土 2~3型式 暗赤褐 内面自然釉 外底面に砂付着 1 4 5  5 1  6 2  
1041 }

吊
巳 l｀皿目 広 口 壺 底 ～ 体 下 52SD26埋土 2~3型式 にぶい赤褐 イ本部の立上り具合から広日壺と考えられる 1 4 3  5 1  6 3  

1042 常 滑 広 口 壺 底 ～ 体 下 68-55検出 時 2~3型式 褐 外底面に砂粒付着 1 1 2 5 2  63  
1043 常 滑 甕 底 ～ 体 下 52SE3埋土 2~3型式 にぶい赤橙 52SD6埋土(64-61)からも出土 底部に砂 270  5 2  63  
1044 常 滑 広 口 壺 底 ～ 体 下 52SD6埋土(64-61) 2~3型式 灰 内面自然釉 7 3  5 2  63  
1045 常 滑 甕 底 ～ 体 下 52SK39埋土 2~3型式 黄灰 内面自然釉 285  5 2  63  
1046 常 滑 甕 底 ～ 体 下 52SD6埋土(64-61) 2~3型式 黒 底面に砂粒わずかに付着 265 5 2  63  
1047 常 滑 甕 体 部 52SE8表層 2~3型式 オリー7‘

褐 押印の 目が細い 3型式か 25 5 2  6 3  
1048 常 滑 甕 体 部 52SE8表層 2~3型式 灰褐 1047と同 一個体か 5 5  5 2  63  
1049 常 滑 甕 体 部 52SE8 5層 2~3型式 灰黄褐 押印の 目が細い 3型式か 5 0  5 2  6 3  
1050 渥 美 山 茶碗 口 縁 部 52SD18埋土 12C 褐灰 内外面上部施釉 5 5 3  6 3  
1051 渥 美 山 茶碗 口 縁 部 52SD26埋土(62-54) 12C 褐灰 施釉されているかどうか判別でいない 1 0  5 3  63  
1052 渥 美 山 茶碗 口 縁 部 63-59かく らん部分 12C 黄灰 外面に釉 1 0  5 3  63  
1053 渥 美 山 茶碗 口 縁 部 64-61検出時 12C 灰オリ-7 ‘‘

外面に釉 1052と同 一個体 7 5 3  63  
1054 渥 美 山茶碗？ 底 部 52SD26埋土 12C 灰 白 高台部が剥離した痕跡がみあたらない 4 5  5 3  63  
1055 渥 美 山 茶碗 底 部 76-61検出時 12C にぶい黄 畳付部分にもみがら痕がある 2 9  5 3  63  
1056 渥 美 山 茶碗 底 部 52SD30埋土 12C 灰 白 高台部分の成形が粗雑 4 7  5 3  63  
1057 渥 美 山 茶碗 底 部 52SE8表層 12C 灰 白 内底部やや摩耗 3 5  5 3  6 4  
1058 渥 美 片 口 鉢 完 形 52SE1 12層 下部 12C 灰黄 片口部分は欠損している 495  53  64 
1059 渥 美 片 口 鉢 底～体菰上半 63-59検出時 12C 灰 68-55検出時でも出土 口唇郁が欠損する 1 75 5 3  6 4  
1060 渥 美 片 口 鉢 口 縁 52SD26埋土(60-56) 12C 褐灰 体部内湾しながら立ち上がる 8 5  5 3  64 
1061 渥 美 片 口 鉢 口 縁 52SD26埋土(57-56) 12C 灰 白 内外面輪積み痕顕著 9 7  5 3  6 4  
1062 渥 美 片 口 鉢 口 縁 52SD26埋土(64-63) 12C 灰 白 内面やや摩耗している 6 5  5 3  6 4  
1063 渥 美 片 口 鉢 体 部 52SD18埋土 12C 灰 白 内面磨耗し、 金が付着している 95 5 3  6 4  
1064 渥 美 宰ギ 体 部 52SD26埋土(63-54) 12C 黄灰 袈裟欅文壺 上半釉刷毛塗り 1 3 9  5 3  6 4  
1065 渥 美 宜． 体 部 52SD26埋土(59-59) 12C 灰 袈裟欅文壺 1 1 5  5 3  6 4  
1066 渥 美 空． 体 部 52SD26埋土(64-60) 12C 灰オリー7‘‘

刻画文壺 外面厚く 自然釉 1 4 5  5 3  6 4  
1067 渥 美 空． 体 部 52SD26埋土(59-56) 12C 灰オリー7‘‘

刻画文壺 外面薄 く 自 然釉 7 5  5 3  6 4  
1068 渥 美 r 皿． 体部 （ 耳 ） 52SK6埋土 12C 灰オリー7" 刻画文壺 耳の部分 20 53  64 
1069 渥 美 亜• 体 部 52SK7埋土 12C 灰オリー7‘‘

刻 画文壺 刻 画部分わずかに残る 3 5  5 3  6 4  
1070 渥 美 甕 ？ 体 部 71-62現代池埋土 12C 暗灰黄 線刻がある 外面に薄く釉がかかる 80 5 3  65  
1071 渥 美 空ギ 口 縁 52SD26埋土(59-55) 12C 黒 内面に釉厚くかかる 1 0 0  5 3  65  
1072 渥 美 壺 口 縁 72-60検出 時 12C 黒褐 内外面 自 然釉 1 0  5 3  65  
1073 渥 美 空ギ 頸 部 52SD6埋土(64-60) 12C 灰 口頸部に凸帯めぐる 9 5  5 4  65  
1074 渥 美 空ギ 頸 部 52SD6埋土(64-61) 12C 灰オリー7‘‘

口頸部に凸帯めぐる 8 5  5 4  65  
1075 渥 美 宜． 頸 ～ 屑 部 52SD26埋土(59-56) 12C 灰オリ-7‘‘

外面、 内面頸部に自然釉 65 5 4  65  
1076 渥 美 宰． 頸 ～ 屑 部 52SE3埋土 12C 灰オリー7 ‘̀

外面 自然釉 口頸部直立 1 55 5 4  65  
1077 渥 美 症． 屑 部 72-57検出時 12C 灰オリー7 ‘̀

外面 自然釉 1 0 0  5 4  65  
1078 渥 美 甕 ？ 体 部 52SE7 2層 12C前半か 黄灰 上半部か下半部の破片か不明 35 54 65  
1079 渥 美 甕 体 部 下 半 52SE7 2層 12C前半か 灰 複合押印が施される 9 3  5 4  65  
1080 渥 美 甕 ？ 底 ～ 下 半 52SK3埋土 12C 灰黄褐 壺か甕か判 別が難しい 1 23 5 4  65  
1081 渥 美 甕 屑 部 52SK21埋土 12C 灰オリー7‘‘

内面輪積み痕顕著 365 5 4  65  
1082 渥 美 甕 底 部 52SD26埋土(59-56) 12C 灰 白 内底部分の行

‘`
痕が顕著 2 5 5  5 4  65  

1083 渥 美 甕 底 部 52SK7埋土 12C 褐灰 外底に小礫わずかに付着 290 5 4  65  
1084 渥 美 甕 口 縁 52SE9埋土上部 12C 褐灰 口唇に面取りあり 2 2 5  5 4  6 6  
1085 渥 美 甕 口 縁 52SD6埋土(64-63) 12C 黒褐 口唇に幅広の面取りあり 12C前半か 9 5  5 4  66 
1086 渥 美 甕 口 縁 52SD26埋土 12C 褐灰 口唇に面取りあり 12C前半か 8 5  5 4  6 6  
1087 渥 美 甕 口 縁 52SD6埋土(65-60) 12C 灰 白 口唇に幅広の面取りあり 12C前半か 9 7  54 66 
1088 渥 美 甕 口 縁 52次調査区表採 12C 褐灰 口唇に面取りあり 内 面 自然釉 1 25 5 4  6 6  
1089 渥 美 甕 口 縁 52SE9埋土上部 12C 灰黄褐 64-59検出時に出土 1 3 0  5 4  66 
1090 渥 美 甕 口 縁 52SK7埋土 12C 黒褐 口唇に面取りあり 内面 自 然釉 72 5 4  6 6  
1091 渥 美 甕 口 縁 52SE9埋土上部 12C 黒褐 口唇に面取りあり 65 5 4  6 6  
1092 渥 美 甕 口 縁 72-60現代池埋土 12C にぶい黄 口縁部直立ぎみ 1 8 5  5 5  6 6  
1093 渥 美 甕 口 縁 52SD6埋土(64-63) 12C 褐灰 口唇に面取りあり 1 8 0  5 5  6 6  
1094 渥 美 甕 口 縁 52SD6埋土(65-60) 12C 黒褐 口唇に面取りがない 9 5  5 5  6 6  
1095 渥 美 甕 口 縁 52SD26埋土(59-59) 12C オリー7" 黒 口縁部直立ぎみ 2 1 0  55  66 
1096 渥 美 甕 口 縁 52SD32埋土 12C 黄灰 口唇部に幅のせまい面取りあり 55 55  66 
1097 渥 美 甕 口 縁 52SD6埋土(64-61) 12C 黄灰 口唇部に面取りあり 55 55 66 
1098 渥 美 甕 口 縁 63-59かく らん部分 12C 黒 口唇部がへこんでいる 70 55 66 
1099 渥 美 甕 口 縁 52SE1 2層 12C 黒褐 口縁部直立ぎみ 3 9 0  5 5  66 
1 100 渥 美 甕 口 縁 P827埋土 12C 黒褐 口唇部がへこむ 5 0  5 5  6 7  
l lOl 渥 美 甕 頸 ～ 口 縁 52SE3埋土 12C 黒褐 口唇部を欠損する 1 55 5 5  67  
1102 渥 美 甕 屑 ～ 口 縁 52SD6埋土 12C 褐灰 口縁直立ぎみ 押印が幅広 12C前半か 1 8 5  5 5  67  
1103 渥 美 甕 屑 ～ 口 縁 52SD6埋土(65-60) 12C にぶい黄褐 外面に刷毛塗りあり 1 25 5 5  67  
1104 渥 美 甕 屑 ～ 口 縁 52SD32埋土 12C 褐灰 口縁直立ぎみ 分厚い破片 2 3 5  5 5  67  

表 1 7 国産陶器観察表 (2)
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番号 種 類 器 種 部 位 出土位骰 年代 な ど 色 調 そ の 他 重さ(g) 図版 写真図屈

1105 渥 美 甕 肩 ～ 口 縁 52SD32埋土 12C 黒褐 外面自 然釉 1 95 55 67 
1106 渥 美 甕 肩 ～ 口 縁 52SD26埋土(60-56) 12C 灰 白 口縁ラッ／＼゜ 状に開 く 1 45 55 67 
1 107 渥 美 甕 肩 ～ 口 縁 52SK2埋土 12C 灰 口縁ラッ／＼゜ 状に開く 内外面自然釉 1 75 55 67 
l l08 須恵器系 甕 口 縁 52SK3埋土 12C 灰 内面端部にも波状の文様がある 1 1 0 56 67 
1109 須恵器系 甕 肩 部 52SD6埋土(65-60) 12C 褐灰 1 108、 1 1 10~1 123と 同 一個体 80 56 67 
l l lO 須恵器系 甕 肩 部 52SD6埋土(64-63) 12C 灰 52SE3埋士からも出 土 1 45 56 67 
l l l l  須恵器系 甕 肩 部 52SD26埋土 12C 灰 32 56 67 
l l l2 須恵器系 甕 体 部 52SD32埋土 12C 灰 23 56 67 
l l l3 須恵器系 甕 体 部 52SE3埋土 12C 灰 41次調査出土片と接合，図は接合した状態 320 56 68 
l l l4 須恵器系 甕 体 部 63-58検出時 12C 灰 内面にアテ具痕がある 1 1 1  56 67 
l l l5 須恵器系 甕 体 部 52SE9 上層 12C 褐灰 内面にアテ具痕がある 95 56 68 
1 1 16 須恵器系 甕 体 部 52SD6埋土(64-61 ) 12C 褐灰 内面にアテ具痕がある 1 50 56 68 
1 1 17 須恵器系 甕 体 部 52SE3埋土 12C 褐灰 内面にアテ具痕がある 2 1 0  57 68 
l l l8 須恵器系 甕 体 部 71-61検出時 12C 黄灰 63 57 68 
l l l9 須恵器系 甕 体 部 52SK3埋土 12C 灰 70 57 68 
1 120 須恵器系 甕 体 部 52SD6埋土(64-63) 12C 灰 50 57 68 
1 121 須恵器系 甕 体 部 52SK18埋土，P831埋土 12C 褐灰 2 1 0  57 68 
1122 須恵器系 甕 体 部 52SD6埋土(64-63) 12C 灰 1 2 6  5 7  6 8  
1123 須恵器系 甕 体 部 52SD6埋土(64-63) 12C 灰 1 23 57 68 
1124 須恵器系 片 口 鉢 底 ～ 体 52SD26埋土(59-58) 12C 灰 白 底部回転糸切痕 1 2 3  5 8  69 
1125 須恵器系 四 耳 壺 体 部 67-55検出時 12C 灰 波状文四 耳壺と考えられる 28 58 69 
1 126 須恵器系 甕 口 縁 72-60現代池埋土 12C 褐灰 92 58 69 
1 127 須恵器系 甕 口 縁 部 52SK6埋土 12C 褐灰 1 1 5 58 69 
1128 須恵器系 甕 口 縁 部 52SD6埋土(64-63) 12C 灰 白 胎土に砂粒多 く 混 入 8 5  58 69 
1129 須恵器系 甕 口 縁 部 52SE3埋土 12C 灰 55 58 69 
1 130 須恵器系 甕 口 縁 部 52SD26埋土(64-54) 12C 灰 45 58 69 
1131 須恵器系 甕 口 縁 部 52次調査区表採 12C 灰 1 40 58 69 
1 132 須恵器系 甕 口 縁 部 72-57検出時 12C オリヴ

｀
灰 外面釉付浩 85 58 69 

1 133 須恵器系 甕 底 部 52SD6埋土(64-61) 12C 褐灰 底面に板？の圧痕 1 22 58 69 
1134 須恵器 ？ 甕 体 部 52SE8表層 不 明 灰 9~10C頃の須恵器の可能性あり 80 58 69 
1135 須恵器 ？ 甕 体 部 52SD26埋土 不 明 灰 9~10C頃の須恵器の可能性あり 30 58 69 
1136 須恵器 ？ 甕 体 部 52SD26埋土(62-54) 不 明 浅黄橙 1 137と 同 一個体 22 58 69 
1137 須恵器 ？ 甕 体 部 52SD26埋土(60-55) 不 明 浅黄橙 9-lOC頃の須恵器の可能性あり 22 58 69 
1138 須恵器 ？ 甕 口 縁 部 59-56検出時 不 明 暗青灰 胎土赤褐色を呈する 40 58 69 
1 139 須恵器 ？ 甕 体 部 52SE7 2層 不 明 灰 1 138と同 一個体か 20 58 69 
1 140 水沼 空ギ 底 ～ 体 64-59検出時 12C 黒 胎土赤褐色を呈する 200 58 69 
1 141 水 沼 空ギ 体 部 52次調査区表採 12C 黒 外面に窯体付着 78 58 69 
1 142 水 沼 症ギ 体 部 52SD26埋土(59-57) 12C 黒 胎土赤褐色 1 8  58 69 

表 1 8 国産陶器観察表 (3)

番号 種 類 器種 部 位 出土位置 太宰府分類 太宰府の年代観 そ の 他 皿さ (g) 図版 写真固屈

2001 白 磁 碗 体 部 52SD26埋土 (59-56) V か VllI 12C 化粧土あり 5 59 70 
2002 白 磁 碗 体 部 52SD26埋土 II IIC後半～12C前半 化粧土あり 2 59 70 
2003 白 磁 碗 底 ～ 体 52SD6埋土 (64-61) w 12C 全体に摩耗している 1 5  59 70 
2004 白 磁 碗 体 部 62-60検出時 V かVlII 12C 下半部釉かからず 1 5  59 70 
2005 青 白 磁 皿 ？ 体 部 P834埋土 青 白 磁 12C 薄手のつく り 2 59 70 
2006 白 磁 碗 体 部 52SD6埋土 (64-63) V 4  12C 内面に櫛描きあり 16 59 70 
2007 白 磁 碗 体 部 63-59か く らん V 4  12C 内面に櫛描きあり 1 59 70 
2008 青 磁 碗 体 部 68-55検出時 青 白 磁 12C 二次被熱している 内面櫛描き 3 59 70 
2009 白 磁 碗 口 縁 部 52次調査区表採 V 1 12C 内外面に細いキス

‘‘
多 く つ く 8 59 70 

2010 白 磁 皿 体 部 76-61検出時 II か 皿 12C 内 面に沈線あり 3 59 70 
2011 白 磁 盆・ギ 口 縁 52SD6埋土 ( 64-60) II 系 IIC後半～12C崩半 化粧土あり 2012~2018同一個体か 7 59 70 

2012~2018同 一個体か
2012 白 磁 壺 肩 部 52SD6埋土 (64-61) Il 系 IIC後半～12C前半 内面無釉 20 59 70 
2013 白 磁 壺 肩 部 69-58検出時 II 系 IIC後半～ !2C前半 肩 部の破片 3 59 70 
2014 白 磁 空= 体 、 耳 部 52SE3埋土 II 系 IIC後半～ !2C前半 耳の付け根の破片 3 59 70 
2015 白 磁 空． 体 部 52SD6埋土 (64-62) II 系 l lC後半～12C前半 外面に沈線あり 内 面上半に釉 1 5  59 70 
2016 白 磁 空ギ 体 下 52SD6埋土 (64-61 ) II 系 l lC後半～12C前半 内面に釉一 条 1 5  59 70 
2017 白 磁 空． 体 下 52SD26埋土 (59-59) II 系 l lC後半～12C前半 下半部の破片 10  59 70 
2018 白 磁 空ギ 底 部 74-59検出時 II 系 l !C後半～12C前半 外底面無釉 65 59 70 
2019 白 磁 g ギ 屑 部 52SD26埋土 (63-54) II 系 IIC後半～12C前半 化粧土あり 3 59 70 
2020 白 磁 互ギ 体 上 、 耳 52SE8 6層 II 系 llC後半～12C前半 二次被熱している 35 59 70 
2021 白 磁 壺 体 上 、 耳 52次調査区表採 II 系 l lC後半～ 12C前半 二次被熱している 1 5  59 70 
2022 白 磁 空． 体 上 、 耳 52SD26埋土 (60-55) II 系 l lC後半～ 12C前半 2021,2023~2027と 同 一個体か 1 5  59 70 

表 1 9 中国産陶磁器観察表 ( 1 )
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番号 種 類 器種 部 位 出土位置 太宰府分類 太宰府の年代観 そ の 他 重さ(g) 図 版 写真図屈

2023 白 磁 宜ギ 体 上 、 耳 52SD6埋土 (64-63) II 系 IIC後半～12C前半 化粧土あり 外面に沈線 6 5  5 9  7 0  
2024 白 磁 空． 体 上 、 耳 52SE8 10層 II 系 IIC後半～12C前半 52SD6埋土 (64-63)からも出 土 7 0  5 9  70  

二 次被熱している
2025 白 磁 空． 体 上 、 耳 52SD26埋土 (60-56) II 系 IIC後半～12C前半 二次被熱している かなり大型の壺 2 0  59 70 
2026 白 磁 宰． 体 上 、 耳 52SE8 9層 JI 系 IIC後半～12C前半 二次被熱している 1 8  59 70 
2027 白 磁 g． g 体 上 、 耳 52SE8 7層 II 系 IIC後半～12C前半 二次被熱している 2 0  59 70  
2028 白 磁 空． 

体 上 、 耳 52SD6埋土 (64-61 ) II 系 IIC後半～12C前半 化粧土あり 内面無釉 45 60 70 
2029 白 磁 空- 体 上 、 耳 52SE2埋土 II 系 IIC後半～12C前半 2028,2030-2032と同 一個体 1 5  60 70  
2030 白 磁 宰て 体 上 、 耳 52SE3埋土 II 系 IIC後半～12C前半 大型の壺 50 60 70  
2031 白 磁 互ギ 体 上 、 耳 52SD6埋土 (64-60) II 系 llC後半～12C前半 胎土灰白色を呈する 20 60 70 
2032 白 磁 空． 体 上 、 耳 52SD26埋土 (59-57) II 系 llC後半～12C前半 化粧土あり 20 60 71  
2033 白 磁 宜． 底 部 52SD26埋土 (62-54) II 系 llC後半～12C前半 大型の壺の底部 外底面無釉 9 5  60 71  
2034 白 磁 空

.
- 口 縁 部 52SD6埋土 m 系 12C 化粧土なし 25 60 7 1  

2035 白 磁 空． 
底 部 52SE1 2層 m 系 12C 外底面無釉 65 60 7 1  

2036 白 磁 空士 屑 部 52SE8 9層下 III 系 12C 一次被熱している 内面無釉 2 1  60 71  
2037 白 磁 空- 頸 部 52SD6埋土 (65-60) ll1 系 12C 頸部の破版 1 2  60 71  
2038 白 磁 空一 体 上 52SE6埋土 III 系 12C 52S

荷
D
無
6埋

利

土 (64-63)からも 出 土 3 0  60 7 1  
内 釉

2039 白 磁 宜ギ 体 部 52SE9埋土 m 系 12C 内 面施釉 3 5  6 0  7 1  
2040 白 磁 空ギ 体 部 52SD6埋土 (65-60) 皿 系 12C 内 面無釉 1 9  60 7 1  
2041 白 磁 症． 体 部 52SD6埋土 (64-60) I11 系 12C 内面施釉 2 0  60 7 1  
2042 白 磁 宮． 体 部 52SD17埋土 m 系 12C 外面に釉のたれがある 2 5  6 0  7 1  
2043 白 磁 g ギ 屑 部 52SD26埋土 m 系 12C 内 面下半部無釉 20 60 71  
2044 白 磁 空士 体 部 52次調査区表採 m 系 12C 内 面無釉 5 60 71  
2045 白 磁 g 士 体 部 52SD26埋土(59-56) m 系 12C 内面施釉 20 60 71  
2046 白 磁 壺 体 部 52SE8 9層 下部 皿 系 12C 内 面施釉 1 0  60 71  
2047 白 磁 壺 体 部 P991埋土 m 系 12C 内面施釉 20 60 71  
2048 白 磁 宜= 体 部 52SD26埋土(59-56) I11 系 12C 内 面施釉 1 0  6 0  7 1  
2049 白 磁 宜ギ 体 部 52SE9 10層 m 系 12C 内 面無釉 外面に釉のたれ 2 6 1  7 1  
2050 白 磁 宜士 体 部 52SK7埋土上部 m 系 12C 内 面無釉 2051と同 一個体 3 61 7 1  
2051 白 磁 宜ギ 体 部 52SK10埋土 m 系 12C 内面無釉 3 6 1  7 1  
2052 白 磁 空． 

体 部 52SD6埋土(63-64) m 系 12C 内 面無釉 8 6 1  7 1  
2053 白 磁 空ギ 屑 部 52次調査区表採 m 系 12C 内 面無釉 1 0  6 1  7 1  
2054 白 磁 空士 体 部 52SE1 9層 m 系 12C 内 面施釉 1 5  6 1  7 1  
2055 白 磁 g 士 体 部 52SE3埋土 皿 系 12C 内面施釉 3 6 1  7 1  
2056 白 磁 壺 体 部 52SE8 9層下 皿 系 12C 内 面施釉 2 6 1  7 1  
2057 白 磁 壺 体 部 Pl59埋土 皿 系 12C 内面無釉 1 6 1  7 1  
2058 白 磁 宰ギ 口 縁 部 88-59検出時 皿 系 12C 口 唇部の破版 5 6 1  7 1  
2059 白 磁 宰． 体 部 52SD26埋土 m 系 12C 内面施釉 3 6 1  7 1  
2060 白 磁 宮． 

体 部 52SD26埋土 m 系 12C 内面無釉 2 6 1  7 1  
2061 白 磁 g ． 

屑 部 61-54検出時 m 系 12C 内面施釉 1 6 1  7 1  
2062 白 磁 空- 体 部 52SD24埋土 m 系 12C 内面施釉 3 6 1  7 1  
2063 白 磁 空- 体 部 52SD26埋土 m 系 12C 内面施釉 2 6 1  7 1  
2064 白 磁 水 注 把 手 72-59検出 皿 系 12C 水注の把手 1 2  6 1  72 
2065 白 磁 壺 体 部 52SE8 9層下 皿 系 12C 2066,2067と 同一個体 外面に細いキズ 2 0  6 1  7 2  
2066 白 磁 空ギ 屑 部 68-55検出 皿 系 12C 内面に釉の流れ 5 6 1  7 2  
2067 白 磁 宰ギ 体 部 52SE8 9層下 m 系 12C 外面に細いキ ズ 2 6 1  72 
2068 青 磁 碗 口 縁 52SD26埋土(59-56) 龍泉 12C 内面に片切り彫り 1 0  6 1  7 2  
2069 青 磁 碗 口 縁 52SD26埋土(59-55) 龍泉 12C 釉黄色がかってる 2 6 1  7 2  
2070 青 磁 碗 口 縁 52SD6埋土(64-62) 龍泉 12C 一次被熱している 3 6 1  7 2  
2071 青 磁 碗 体 部 74-60検出 時 龍 泉 12C 全体にやや摩滅している 6 6 1  7 2  
2072 青 白 磁 碗 か 体 部 52SK3埋土 青 白 磁 12C 一次被熱している 1 6 1  7 2  
2073 青 白 磁 碗 体部下半 52SD26埋土(59-56) 青 白 磁 12C 底辺部に砂が付着 2 6 1  7 2  
2074 青 白 磁 梅 瓶 体 部 52SD6埋土65-60 青 白 磁 12C 一次被熱している 内面無釉 3 6 1  7 2  
2075 青 白 磁 梅瓶？ 体 部 52SK23埋土 青 白 磁 12Cか 内面施釉 1 0  6 1  7 2  
2076 青 白 磁 壺？ 体 部 52SD26埋土(60-56) 青 白 磁 12Cか 一次被熱している 8 6 1  7 2  
2077 中国掏器 壺 体 部 52SE8 6層 12C ＿次被熱している 外面緑色の釉 1 0  6 1  7 2  
2078 中国陶器 宜． 口 縁 52SD6埋土(64-62) 12C 黄緑色の釉 内面無釉 5 62 72 
2079 中国陶器 空ギ 口 縁 52SD26埋土 · 1 2C 茶褐色の釉 内面無釉 29 62 72 
2080 中国陶器 空ギ 耳 部 分 52SD6埋土(64-63) 12C 黄緑色の釉 内面無釉 1 5  62 72 
2081 中国陶器 空． 耳 部 分 52次調査区表採 12C 黄緑色の釉 内面無釉 1 5  62 72 
2082 中国陶器 宮． 耳 部 分 52SE8 9層下 12C 黄緑色の釉 内面無釉 1 4  62 72 
2083 中国掏器 宮． 

体 部 63-59かく らん 12C 黄緑色の釉 内面無釉 2 5  6 2  7 2  
2084 中国陶器 空•一 体 部 52SE2埋土 12C 黄緑色の釉 内面無釉 20 62 72 
2085 中国掏器 空． 体 部 52SD26埋土(62-54) 12C 深緑色の釉 内面無釉 4 5  62 72 
2086 中国陶器 空． 体 部 52SD6埋土(65-60) 12C 黄緑色の釉 内面無釉 95 62 72 
2087 中国陶器 空士 体 部 52SK21 1 層 12C 52SK21 2層からも出土 褐色の釉 98 62 72 

表20 中国産陶磁器観察表 (2)
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番号 種 類 器種 部 位 出土位協 太宰府分類 太宰府の年代観 そ の 他 爾さ(g) 図版 写真図屈

2088 中 国 関器 宮ギ 体 部 52SD26埋土(59-56) 12C 深緑色の釉 内面無釉 15 62 72 
2089 中 目 掏器 宮． 体 部 52SK5埋土 12C 茶褐色の釉 内面無釉 43 62 72 
2090 中 目 掏器 宮・ギ 体 部 52SE8 7層 12C 無釉 外面灰色 5 62 72 
2091 中 国 掏器 宮• 体 部 52SD6埋土 12C 深緑色の釉 内面無釉 1 7  62 73 
2092 中 国 闊器 g． g 体 部 52SD32埋土 12C 無釉？ 外面茶褐色 1 60 62 73 
2093 中 目 掏 器 g 士 体 部 52SD26埋土 12C 無釉 外面灰色に茶色の斑点 70 62 73 
2094 中 目 阻器 空士 体 部 65-55検出時 12C 黄緑色の釉 内面無釉 65 62 73 
2095 中 国 関器 空▲ 体 部 52SD6埋土(64-62) 12C 黄緑色の釉 内面無釉 55 62 73 
2096 中 目 掏器 壺 体 部 52SD26埋土(64-60) 12C 褐色の釉 内面無釉 62 62 73 
2097 中 目 阻器 宜ギ 体 部 52SD26埋土(63-54) 12C 外面上半茶褐色の釉 80 62 73 
2098 中 目 阻器 宜． 体 部 52SD32埋土 12C 外面上半黄緑色の釉 内面無釉 1 5  62 73 
2099 中 国 掏器 宰． 体 部 52SK4埋土 12C 黄緑色の釉 釉はほとんど剥落 45 62 73 
2100 中 目 掏器 r 皿． 体 部 52SE1 12層下 12C 茶色の釉 内外面炭化物付着 95 62 73 
2101 中 国 阻器 堂． 

底 ～ 体 52SD32埋土 12C 67-59検出時からも出土 褐色の釉 55 62  73 
2102 中 目 陶 器 空ギ 体 部 52SE3埋土(66-59) 12C 黄緑色の釉 釉はほとんど剥 落 35 62  73 
2103 中 目 阻器 空士 体 部 Pl44埋土 12C 茶色の釉 内面無釉 1 6  62 73 
2104 中 目 掏 器 壺 体 部 52SD17埋土 12C 絞胎 外面褐釉 一次被熱している 1 5  62 73 
2105 中 国 掏器 空ギ 体 部 65-60検出時 12C 絞胎 外面褐釉 内面白色の釉 一次被熱 1 5  62 73 

表2 1 中国産陶磁器観察表 (3)

番号 器 種 出土位骰 色 調 そ の 他 重さ (g) 図版 写真図版

3001 軒 丸 瓦 52SD6埋土 (64-61 ) 青灰 ニ巴文 二 巴の 回 りに二重の圏線 275 63 74  
3002 軒 丸 瓦 52SE8 6層 灰 白 連珠剣頭二 巴 文 （ 陽刻剣頭文） 2 6 3  7 4  
3003 軒 丸 瓦 52SD6埋土 灰 白 ニ巴文 1 1  6 3  7 4  
3004 軒 平 瓦 52SD6埋土 (64-60) 灰 白 唐草文軒平瓦 1 9  6 3  74  
3005 丸 瓦 52SD10埋土 灰 砂粒が多 く 軟質な胎土 696 63 74 
3006 丸 瓦 52SK10埋土 灰 砂粒が多 く 軟質な胎土 やや薄手 72 63  74  
3007 丸 瓦 52SK10埋土 灰 白 砂粒が多 く 軟質な胎土 45 63  74  
3008 丸 瓦 P928埋土 淡黄 砂粒が多 く 軟質な胎土 1 7 5  6 3  7 4  
3009 丸 瓦 52SD26埋土 灰 砂粒が多く軟質な胎土 上面磨耗 1 5 5  6 3  7 4  
3010 丸 瓦 52SD6埋土 (64-60) 淡黄 上面をナデている 1 5 0  6 3  7 4  
301 1 丸 瓦 52SE1 2層 灰 砂粒が多 く軟質な胎土 上面をナデている 545 6 4  74  
3012 丸 瓦 52SE1 2層 灰 上面をナデている 1 20 6 4  7 4  
3013 丸 瓦 52SE8 表層 淡黄 上面をナデている 1 5 5  6 4  74  
3014 丸 瓦 57-60 検 出 時 明 青灰 砂粒が少なく 硬質な胎土 1 8 5  6 4  7 5  
3015 丸 瓦 52SE1 2層 灰 砂粒が多 く 軟質な胎土 85 64 75 
3016 丸 瓦 64-62 検 出 時 灰 砂粒が少なく 硬質な胎土 5 5  6 4  7 5  
3017 丸 瓦 72-60 現代池埋土 青灰 砂粒が少なく 硬質な胎土 204 64 7 5  
3018 丸 瓦 52SE8 上 層 青灰 砂粒が少なく 硬質な胎土 376 65  7 5  
3019 丸 瓦 72-60 現代池埋土 青灰 砂粒が少なく 硬質な胎土 1 30 65  7 5  
3020 丸 瓦 52SD6埋 土 (64-63) 灰 白 砂粒が少なく硬質な胎土 1 1 0 6 5  7 5  
3021 丸 瓦 52SE1 表層 明 青灰 砂粒が少なく硬質な胎土 70 65 75 
3022 丸 瓦 52SE3埋土 暗青灰 砂粒が少なく 硬質な胎土 1 1 0 6 5  7 5  
3023 丸 瓦 52SK26埋土 灰黄 硬質な胎土 外面に砂粒付着 1 60 65  75 
3024 丸 瓦 52SE3埋土 淡黄 砂粒が少なく 硬質な胎土 外面をナデている 250  65  75 
3025 丸 瓦 52SD22埋土 灰 白 内外面磨耗 80 65 75 
3026 丸 瓦 52SK6埋土 灰 白 砂粒が少なく硬質な胎土 70 65  7 5  
3027 平 瓦 52SE1 2層 青灰 砂粒が多く軟質な胎土 上面に斜位のナデ 580 66 76 
3028 平 瓦 52SE1 2層 灰 白 砂粒が多 く軟質な胎土 上面、 下 面に斜位のナデ 232  66 76 
3029 平 瓦 52SE1 2層 淡黄 砂粒が多 く軟質な胎土 上面、 下面にナデ 2 1 8  6 6  76 
3030 平 瓦 52SE1 2層 灰 砂粒が多 く軟質な胎土 上面にナデ 580 66  76 
3031 平 瓦 52SE1 2層 黄灰 砂粒が多 く 軟質な胎土 上面にナデ 282 66  76  
3032 平 瓦 52SE1 表層 浅黄橙 砂粒が多 く 軟質な胎土 全体に摩滅している 1 8 9  6 6  76 
3033 平 瓦 52SE1 2層 灰 白 砂粒が多 く 軟質な胎土 上面にナデ 1 1 2  67 76 
3034 平 瓦 52SE1 2層 灰 白 砂粒が多く軟質な胎土 上面に斜位のナデ 420 67 76 
3035 平 瓦 52SE1 2層 に ぶ い黄 砂粒が多く軟質な胎土 上面にナデ 405  67 76 
3036 平 瓦 52SK11埋 土 上層 暗青灰 砂粒が多 く軟質な胎土 やや薄手 1 2 5  6 7  77  
3037 平 瓦 52SK11埋土 明黄褐 砂粒が多 く軟質な胎土 上面に斜位のナデ 265 67 77  
3038 平 瓦 52SD10埋土 青灰 砂粒が 多 く 軟質な胎土 上面に斜位のナデ 薄 手 273 6 7  77  
3039 平 瓦 70-60 検出 明黄褐 砂粒が多 く 軟質な胎土 全体に磨耗 1 9 5  6 8  7 7  
3040 平 瓦 52SK2 礫層 灰 白 砂粒が多 く 軟質な胎土 上面に斜位のナデ 256 68 77  
3041 平 瓦 P259 底面 青灰 砂粒が多 く 軟質な胎土 上面に斜位のナデ 530  68 77  
3042 平 瓦 52SK5埋土 青灰 砂粒が多 く 軟質な胎土 やや薄手 209 68 77  
3043 平 瓦 52SD12埋土 に ぶ い褐 砂粒が多く軟質な胎上 全体に磨耗 283  68 77 

表22 瓦観察表 ( 1 )
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番号 器 種 出土位置 色 調 そ の 他 重さ (g) 図版 写真目版

3044 平 瓦 52SK2 礫層 灰黄 砂粒が多 く 軟質な胎土 全体に磨耗 1 6 0  68 7 7  
3045 平 瓦 52SE1 2層 暗青灰 硬質な胎土 上面、 下面に砂粒付着 345  69 78  
3046 平 瓦 52SE1 2層 暗青灰 硬質な胎土 上面、 下面に砂粒付着 1 90 6 9  78  
3047 平 瓦 52SE1 2層 暗青灰 硬質な胎土 上面、 下面に砂粒付着 1 4 0  6 9  7 8  
3048 平 瓦 52SE1 2層 青黒 硬質な胎土 全体に摩滅 9 7  6 9  7 8  
3049 平 瓦 52SK2 礫層 緑灰 硬質な胎土 上面、 下面に砂粒付着 243  6 9  7 8  
3050 平 瓦 72-60 現代池埋土 暗青灰 上面、 下面に砂粒付着 やや硬質の胎土 1 47 6 9  7 8  
3051 平 瓦 72-60 現代池埋土 暗青灰 硬質な胎土 上面、 下面に砂粒付着 300 69 7 8  
3052 平 瓦 52SD26埋土 (63-59) 青灰 硬質な胎土 1 30 6 9  7 8  
3053 平 瓦 P827埋土 灰 硬質な胎土 下面に砂粒付着 285 70  7 8  
3054 平 瓦 52SD26埋土 にぶい黄橙 硬質な胎土 上面、 下面に砂粒付着 265 70 7 8  
3055 平 瓦 52SE9埋土 暗灰 軟質な胎土 下面に砂粒付着 1 90 70  79  
3056 平 瓦 63-59 検出時 明褐灰 硬質な胎土 70 7 0  7 9  
3057 平 瓦 52SK4埋土 灰 白 砂質が多 く 硬質な胎土 275  7 0  7 9  
3058 平 瓦 52SK2 礫層 青灰 硬質な胎土 335  7 0  7 9  
3059 平 瓦 52SE9埋土 灰 軟質な胎土 1 40 7 0  7 9  
3060 平 瓦 52SE8 9層 暗青灰 やや軟質な胎土 1 0 5  7 0  7 9  
3061 平 瓦 52SD6埋土 黒褐 軟質な胎土 1 45 7 1  7 9  
3062 平 瓦 52SD26埋土 緑灰 硬質な胎土 50 7 1  7 9  
3063 平 瓦 64-63 かくらん 黒 軟質な胎土 上面、 下面に砂粒付着 295 7 1  7 9  
3064 平 瓦 ？ 52SK11埋土 明緑灰 硬質な胎土 反りがほとんどなく平瓦かどうか不明 1 4 8  7 1  7 9  
3065 平 瓦 ？ 52SK12埋土 灰 白 3064と同 一個体か 1 00 7 1  7 9  

表23 瓦観察表 (2)

番号 器種 出土位個
法批 (cm)

胎士 釉薬絵付 製作地 製作年代 その他 図版
写真

口径 底径 高 さ 図版

4001 片口鉢？ 52SD6埋土(64-60) (4.1) 赤 褐 色 無釉 在地産？ 13C後～14C前？ 中国陶器か 72 80  
4002 皿 P258埋土(52SB1) 1 1 .8 5.7 3.0 淡 黄 色 透明釉 禰戸•美誤 17C前半？ 見 込みに重ね焼の痕跡 72 80 
4003 碗 P278柱痕(52SBll (4.7) 赤 褐 色 不透明の褐色釉 肥前（唐津） 16末～17C初 4004と同 一個体 7 2  80  
4004 碗 P347埋土(52SBll (3.1) 赤 褐 色 不透明の褐色釉 肥前（唐津） 16末～1 7C初 4003と同 一個体 7 2  8 0  
4005 碗 66-61検出時 5.5 (3.2) 淡 黄 色 褐釉 源戸•美濃 1 7C前半？ 高台露胎 72 80  
4006 碗 P336埋土(52SB!6) (2.9) にぶい橙色 猿灰釉 肥崩（唐津） 1 6末～17C初 内面鉄釉 7 2  80  
4007 碗 P991埋土(52SB3) (3.2) 灰 白 色 鉄釉 顛戸•美濃 1 7C前半？ 7 2  80  
4008 皿 52SK26埋土 5.7 (1.0) 暗 灰 色 灰色の矢透性の釉 剛揃 （唐津） 1 7C初 見込みに砂目 7 2  80  
4009 皿 74-59検出 時 6.4 (I.I) 淡 黄 色 長石釉 瀬戸•美濃 16末～17C初 志野菊皿 72 80 
4010 皿 59-59検出時 (1.8) 灰 色 透明釉 瀬戸•美濃 1 7C 即 ？ 輪花のlill 銅縁釉を施す 7 2  80  
401 1  皿 P990埋土(52SB3) (1.5) 灰 色 透明釉 禰戸• 美濃 1 7C前？ 輪花の皿 7 2  80  
4012 碗 52SK3埋土 5.3 (2.9) 淡 黄 色 鉄釉 禰p • 美濃 18C 尾 呂 茶碗？ 72 80 
4013 碗 52SK3埋土 5.1 (2.6) 灰 色 褐釉 禰p •美濃 18C 尾 呂 茶碗？ 72 80 
4014 碗 52SD6埋土(64-60) 5.3 (2.2) 淡 黄 色 鉄釉 瀕P •美濃 18C 尾呂茶碗？ 7 2  80  
4015 碗 52SK3埋土 (3.4) 灰 白 色 透明釉 肥前 lSC前半 呉器手碗 72 80 
4016 碗 65-60検出 時 4.5 (2.4) 淡 黄 色 透明釉 肥前 18C前半 呉器手碗 7 2  80  
4017 鉢 52SE6埋土 (2.5) 暗赤灰色 白化粧（刷毛月） 肥前 18C 白 化粧の上に透明釉 72 80  
4018 碗 52SK2礫層 4.9 (4.2) 淡 黄 色 鉄釉 大堀相 馬 19C 月1J 半 鉄釉珪酸分多い 7 2  80  
4019  碗 52SK3埋土 (JO.I) (3.9) 淡 黄 色 銅縁釉 大堀相馬？ 19C前半か 産地不 明 瞭 7 2  80  
4020 土 瓶 52SD1 1埋土 (1.5) 灰 白 色 銅縁釉 大堀相馬 19C 土瓶の体部破片 7 2  80  
4021 播 鉢 52SK3埋土 (4.4) 橙～麟罷 鉄釉 瀬戸 18C おろし目 部分は欠損 72 80  
4022 揺 鉢 52SK2埋土 9.9 (9.0) 淡 橙 色 鉄釉 瀬戸 18C 内底面磨耗 72 80 
4023 播 鉢 72-66撹乱 12.1 (5.8) 暗 灰 色 無釉 在地か 18Cか 焼きしめ陶器 底辺部に紐跡 7 2  8 0  
4024 揺 鉢 52SE3埋土(66-59) (2.1) 赤 灰 色 無釉 在地か 18Cか 焼きしめ陶器 72 8 1  
4025 鉢 ？ 52SK2埋土 (6.5) 橙～灰色 鉄釉 ？ 瀬戸か？ lSCか 瀬戸 産の可能性あるが不明 7 2  8 1  
4026 甕 52SK26埋土 9.1 5.4 8.6 1こぶい赤褐色 鉄釉、空色の釉 在地 19C~20C 鉄釉に空色の釉流しがけ 7 2  8 1  
4027 JlIL 52SK26埋土 5.7 (0.9) 白 色 染付 中 国 （ 明 ） 16Cか 中 国産と思われる 7 3  8 1  
4028 碗 P278柱痕(52SB1) (2.9) 灰 白 色 白 磁 ？ 肥前 17C前半 4029と同 一 固体か 7 3  8 1  
4029 碗 P537埋土(52SB11) 5.2 (2.6) 灰 白 色 白 磁 ？ 肥前 17C前半 高台内も施釉 73 8 1  
4030 皿 P704埋土 13.1 4.6 3.2 白色、黒い粒 染付 肥前 17C前半 41次調査出土片と接合 73 8 1  
4031 皿 72-60現代池埋土 4.8 (1.7) 白 色 染付 肥 月IJ 17C月IJ 半 4030と同 じ絵柄 73 8 1  
4032 皿 52SK3埋土 3.6 (1.2) 白 色 染付 肥 月1J 1 7C 月lj 半 畳付に砂付着 73 8 1  
4033 皿 71-64検出 時 (2.3) 白 色 染付 肥前 1 7C前半 底辺部に砂粒付着 73 8 1  
4034 皿 69-56検出 時 4.5 (1.6) 白 色 染付 肥前 1 7C前半 76-61検出時からも出土 7 3  8 1  
4035 皿 52SD9埋土 5.5 (1.7) 白 色 染付 肥前 1 7C後半か 品 台径がやや大きい 7 3  8 1  
4036 皿 52SD6埋土(64-60) (I.I) 白 色 染付 肥前 17C前半 少破片のため底径を求められない 7 3  8 1  
4037 皿 P260柱痕(52SB1) (2.1) 白 色 染付 肥前 17C前半 41次調査で同じ文様のもの出土 7 3  8 1  
4038 皿 52次調査区表採 (l.8) 白 色 染付 肥前 17C前半 73 8 1  

表24 近世陶磁器観察表 ( l )
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法凪 (cm) 写真
番号 器種 出 土位蹴

底径 高 さ
胎土 釉 薬 ・ 絵付 製作地 製作年代 その他 図版

図版口径
4039 皿 52SK3埋土 ( 1.3) 白 色 染付 肥前 17C前半 73 8 1  
4040 皿 52SK3埋土 ( 1.9) 白 色 染付 肥前 17C 即 半 73 8 1  
4041 皿 52SD9埋土 (2.0) 白 色 染付 肥前 17C月1J 半 73 81  
4042 青磁皿 76-61検出 時 21.2 (3.5) 白 色 青磁 肥前 17C前半 41次出土片と接合 73 8 1  
4043 碗 52SD4埋土 (2.4) 白 色 染付 肥 月lj 18C 1690~1780年頃 73 8 1  
4044 碗 P686埋土 (1.2) 白 色 染付 肥 月IJ 18C 1690~1780年頃 73 8 1  
4045 皿 72-61検出 時 12.7 7.1 3.1 白 色 染付 肥 ll1J 18C 染付の色 青灰色を呈する 73 81  
4046 皿 52SD6埋土(64-60) 4.0 (1.4) 白 色 染付 肥前 18C 見込み蛇目釉はぎ 73 8 1  
4047 皿 52SE3埋土 (3.0) 白 色 染付 ー 肥前 18C 二次被熱している 73 8 1  
4048 皿 52SK8埋土 10.8 (2.1) 白 色 染付 肥前 18C 73 8 1  
4049 瓶 63-61検出時 4.0 白 色 染付 肥前 18C 内面無釉 73 81  
4050 香炉 52SK2礫層 7.6 3.0 白 色 青磁 肥前 18C末～19C初 底面凹蛇目 品台 73 81  

表25 近世陶磁器観察表 (2)

番号 器種 i:ll 土位蹴
法批 (cm)

備 考 同蔽
写真

最大限 最大1i 原 さ 図版
番号 器種 出士位骰

法屈 (cm)
備 考 図版

写真
最大限 最大幅 原 さ 図版

5001 折敷片 52SE8 7層 9.0 1.5 0.3 墨書あり 74 82 5045 板片 52SE8 9層下棉 33.0 4.5 0.7 折敷の可能性あり 78 89 
5002 木簡 52SE8 9層 10.0 1.8 0.2 墨書 （カタカナ ） あ り 74 82 5046 板片 52SE8 9層 21.0 6.0 0.3 折敷の可能性あり 78 89 

~9層下部 5047 板片 52SE8 10層 12.0 4.0 0.2 折敷の可能性あり 78 89 
5003 木簡 52SE8 9層下部 11.0 3.0 0.5 墨書 （絵？ ） あり 74 82 5048 板片 52SE8 10層 13.0 4.0 0.4 折敷の可能性あり 78 89 
5004 木片 52SE8 9層 25.5 4.0 0.2 墨書あり 74 82 5049 酎妍底板 52SE8 9層 27.0 1 1.0 0.3 ヒノキ 78 89 
5005 木簡 52SE8 10層 8.0 2.0 0.3 刻 線文字あり 74 82 5050 扇の骨 52SE8 9層 45.0 2.0 0.5 四本の骨からなる 79 89 
5006 木片 52SE8 10層 10.5 1.5 0.4 墨書あり 74 82 5051 扇の骨 52SE8 10層 15.0 1.5 0.3 79 90 
5007 楼器椀 52SE8 9層下部 14.0 6.0 0.4 外底面には漆なし 74 82 5052 扇の骨 52SE8 9層 18.0 3.0 0.3 79 90 

ケヤキ 5053 扇の骨 52SE8 6層 21.0 1.5 0.4 スギ 79 90 
5008 榛器椀 52SE8 7層 14.0 3.5 0.4 外底面には漆なし 74 82 5054 扇の骨 52SE8 9層下部 25.0 1.0 3.0 スギ 79 90 

ケヤキ 5055 扇の骨 52S£8 9層下音〖 250 1.0 3.0 イスノキ 79 90 
5009 折敷 52SE8 9層下部 20.0 22.0 04 スギ 75 82 5056 櫛 52S£8 9層下昴 5.0 35 0.5 線刻の文様あり 79 90 
5010 折敷 52SE8 9層下部 25.0 13.0 0.5 部分的に炭化 スギ 75 83 イスノキ
5011 折敷 52SE8 10層 26.0 6.0 0.3 スギ 75 83 5057 櫛 52SE8 9層 5.0 4.0 0.5 サワラ 79 90 
5012 折敷 52SE8 9層下部 26.0 16.0 0.4 郁分的に炭化 スギ 75 83 5058 刀子の鞘 52SE8 9層下棉 29.0 3.5 0.7 スギ 80 90 
5013 折敷 52SE8 9層下部 25.0 13.5 0.7 75 84 5059 刀子の柄 52SE8 9層下郁 10.0 2.0 1.0 80 90 
5014 折敷 52SE8 10層 23.5 8.3 0.3 75 84 5060 杓子 52SE8 9層 14.0 7.5 0.3 柄部欠損 80 90 
5015 折敷 52SE8 9層下部 24.5 9.0 0.2 76 84 5061 杓子 52SE8 9層下音〖 17.0 4.5 0.4 欠損 80 90 
5016 折敷 52SE8 9屑下部 26.0 8.0 0.4 76 84 5062 杓子 52SE8 9層 27.0 5.0 03 スギ 80 90 
5017 折敷 52SE8 9層下部 24.0 1 1.0 04 76 85 5063 木槌 52SE8 9層下音〖 15.5 65 6.5 カエデ属 80 90 
5018 折敷 52SE8 9層 230 9.0 0.5 再加工している 店 76 85 5064 はし 52SE8 9層 20.0 0.3 0.3 80 90 
5019 折敷 52SE8 10層 34.0 5.0 0.4 76 85 5065 はし 52SE8 9層 21 .0 0.8 0.5 80 90 
5020 折敷 52SE8 9層下部 29.0 18.0 0.5 スギ 76 86 5066 はし 52SE8 9層下昴 17.5 0.5 0.5 80 90 
5021 折敷 52SE8 10層 31 .0 6.0 0.3 76 85 5067 はし 52SE8 9層下部 17.0 0.5 0.3 80 90 
5022 折敷 52SE8 10層 28.0 4.0 0.3 76 85 5068 はし 52SE8 9層 21.0 0.4 0.4 80 90 
5023 折敷 52SE8 9層下部 29.0 8.0 0.2 77 86 5069 はし 52SE8 9層 18.0 0.5 0.3 80 90 
5024 折敷 52SE8 9層下邸 29.0 7.0 0.4 77 86 5070 はし 52SE8 9層 21.0 0.8 0.5 80 91 
5025 折敷 52SE8 9屑下部 26.0 6.5 0.3 77 86 5071 はし 52SE8 9層 21.0 0.8 0.5 80 91 
5026 折敷 52SE8 10層 28.0 145 0.3 77 87 5072 はし 52SE8 9層 21.0 0.8 0.5 80 91 
5027 折敷 52SE8 9層 28.0 2.5 0.5 77 87 5073 はし 52SE8 9層 21.0 0.8 0.5 80 91 
5028 折敷 52SE8 9層 28.0 3.0 0.5 77 87 5074 はし 52SE8 9層 4.7 0.6 0.5 80 91 
5029 折敷 52SE8 10層 26.0 2.5 0.2 77 87 5075 はし 52SE8 9層下部 17.0 0.9 0.8 80 91 
5030 折敷 52SE8 9層下部 27.5 4.0 0.4 77 87 5076 はし 52SE8 9層 25.0 0.5 0.5 80 9 1  
5031 折敷 52SE8 9層 29.5 3.5 0.4 77 87 5077 はし 52SE8 9層下部 22.0 0.9 0.5 80 9 1  
5032 折敷 52SE8 9層下郁 27.5 5.0 0.4 77 87 5078 はし 52SE8 9層下部 20.0 0.5 0.4 80 9 1  
5033 折敷 52SE8 9層 29.0 3.2 0.3 77 87 5079 はし 52SE8 10層 21.0 0.4 0.3 80 91 
3034 折敷 52SE8 9層下郁 29.0 3.5 0.4 77 88 5080 はし 52SE8 9層下部 26.0 0.5 0.4 80 91 
5035 折敷 52SE8 9層下蔀 20.0 7.5 0.3 78 88 5081 棚製品 52SE8 6層 7.5 1.2 0.8 5082,5083と同一製品 80 91 
5036 折敷 52SE8 10層 16.0 5.0 0.5 78 88 5082 棚製品 52SE8 9層下部 6.5 1.8 0.7 5082,5083と同 一製品 80 91 
5037 折敷 52SE8 9層下蔀 15.0 8.0 0.5 78 88 5083 棚製品 52SE8 9層 9.0 1.5 0.8 80 91 
5038 折敷 52SE8 9層 16.5 4.0 0.2 78 88 5084 円盤状 52SE8 10層 4.0 4.0 1.0 80 91 
5039 折敷 52SE8 9層 14.0 4.0 0.5 78 88 5085 円盤状 52SE8 7層 5.0 2.5 0.4 80 91 
5040 折敷 52SE8 9層下部 15.0 4.0 0.4 78 88 5086 部材 52SE8 9層下部 35.0 200 3.0 建築部材か クリ 81 91 
5041 折敷 52SE8 9層 14.0 4.0 0.5 78 88 5087 棚 52SE8 10層 9.0 2.5 0.3 竹トンボの類か 81 91 
5042 折敷 52SE8 10層 13.5 5.0 0.4 78 88 5088 形代 52SE8 10層 20.0 21.0 0.3 炭化部分あり 81 92 
5043 箱 ？ 52SE8 9層下部 14.0 3.0 0.3 箱の部品あり 78 88 5089 形代 52SE8 10層 15.0 3.0 0.3 刀形か ヒノキ 81 91 
5044 板片 52SE8 9層下部 29.5 9.0 0.4 78 88 5090 形代 52SE8 10層 27.9 7.3 0.3 81 92 

表26 木製品観察表 ( l )
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法祉 (cm)
備 考 写真

番号 器種 出 土位骰
最大1屈 匝 さ

図版 図版最大限
番号 器種 出 土位骰

法砿 (cm)
備 考 写真

最大限 最大幅 原さ
図版 図版

5091 部材 52SE8 9層 30.0 5.0 5.0 机の脚か モクレン属 82 92 5157 木片 52SE8 9層 10.5 1.0 0.3 扇の骨か 85 98 
5092 部材 52SE8 9層下部 30.0 4.0 3.5 調度品の部品か， スキ

｀
82 92 5158 板材 52SE8 7層 4.0 4.5 0.8 85 98 

5093 碍昴材 52SE8 9層 15.0 25.0 1.2 82 92 5159 板材 52SE8 9層下部 28.0 9.5 1.0 炭化している 86 98 
5094 樗翻 52SE8 9層 125 3.0 0.8 82 92 5160 板材 52SE8 7層 34.0 16.0 0.4 86 99 
5095 碍翻 52SE8 9層 1 1 .0 3.5 1.6 ス ギ 82 93 5161 板材 52SE8 9層下部 41.0 16.0 0.8 86 100 
5096 樗菰材 52SE8 9層下蔀 13.0 2.0 2.5 82 93 5162 板材 52SE8 西半7層 31.0 13.0 0.8 86 99 
5097 洞菰材 52SE8 10層 18.5 3.0 1.0 ヒノキ 82 93 5163 板材 52SE8 JO層 27.5 12.8 1.2 炭化している 86 100 
5098 祠翻 52SE8 9層下邸 23.0 3.0 0.5 82 93 5164 板材 52SE8 9層 26.5 5.0 0.8 86 100 
5099 板片 52SE8 9層下都 36.5 3.0 1.5 82 93 5165 板材 52SE8 9層下蔀 25.0 3.5 4.0 87 IOI 
5100 板片 52SE8 9層下棉 40.0 3.0 1.0 82 93 5166 板材 52SE8 JO層 30.0 5.0 2.0 87 101 
5101 部材 52SE8 9層下都 67.0 3.0 0.5 82 93 5167 板材 52SE8 9層下蔀 23.5 75 2.0 87 101 
5102 部材 52SE8 9層下都 35.0 1 1 .5 4.0 建築部材 クリ 83 94 5168 板材 52SE8 9層 22.0 4.5 2.5 87 101 
5103 木片 52SE8 9層下昴 14.0 13.5 6.5 ク リ 83 94 5169 板材 52SE8 10層 30.0 8.0 1.0 87 101 
5 104 部材 52SE8 9層下邸 39.0 15.0 4.5 L字形の部材 クリ 83 95 5170 木片 52SE8 7層 52.0 2.3 1.3 87 IOI 
5105 板 52SE8 9層下郡 32.5 25.0 0.4 スギ 84 95 5171 木片 52SE8 7層 38.0 4.5 2.7 87 IOI 
5106 板 52SE8 9層 26.0 2.5 06 84 95 5172 木片 52SE8 7層 35.9 2.7 2.0 87 102 
5107 板 52SE8 9層 28.5 3.0 0.5 84 96 5173 部材 52SE8 9層下蔀 40.0 7.0 3.0 建築部材か 87 102 
5108 板 52SE8 9層 28.0 4.5 0.4 84 96 5174 板材 52SE8 9層下都 35.0 13.0 0.8 87 102 
5109 板 52SE8 9層下蔀 30.0 2.5 0.4 84 96 5175 板材 52SE8 7層 51.0 16.0 2.0 88 102 
5110 板 52SE8 10層 25.0 2.0 0.5 84 96 5176 板材 52SE8 50.0 18.0 2.5 88 102 
5 1 1 1  板 52SE8 9層 25.5 1.5 0.3 84 96 5177 木片 52SE8 7層 54.0 4.5 1.5 88 102 
5112 板 52SE8 10層 25.5 1.5 0.5 84 96 5178 木片 52SE8 9層下都 17.0 1 1.0 3.5 88 103 
5113 板 52SE8 9層下部 230 1.0 0.3 84 96 5179 木片 52SE8 10層 61.0 10.0 5.0 クリ 89 103 
51 14 板 52SE8 9層下部 34.0 1.5 0.3 84 96 5180 木片 52SE8 7層 58.0 7.0 2.0 ク リ 89 103 
5115 板 52SE8 9層下部 26.0 1.0 0.6 84 96 5181 木片 52SE8 9層下昴 44.0 3.0 2.5 89 103 
5116 板 52SE8 10層 27.0 1.5 0.3 84 96 5182 木片 52SE8 9層下蹄 50.2 5.8 3.7 89 103 
5117 板 52SE8 9層 21.0 0.8 0.5 はしか？ 84 96 8183 木片 52SE8 9屑下 57.7 3.3 2.2 89 104 
51 18 木片 52SE8 9層 25.5 0.8 0.5 折敷の縁か 84 96 5184 木片 52SE8 9層下蹄 50.2 3.0 2.4 89 104 
5 1 19 木片 52SE8 9屑下部 20.0 1.0 0.4 扇 の骨か 84 96 5185 木片 52SE8 9層下綿 45.0 3.5 2.5 89 104 
5120 木片 52SE8 9層下蔀 28.0 0.8 0.6 84 96 5186 不 明 52SE8 西半7層 26.0 9.0 7.5 クリ 90 104 
5121 木片 52SE8 9層 16.0 1.0 0.7 84 96 5187 棒状 52SE8 9層 26.0 5.0 5.0 加工痕あり 90 104 
5122 木片 52SE8 9層下部 15.0 2.0 1.0 84 96 5188 製品 52SE8 7層 19.0 4.5 4.0 加工痕あり 90 104 
5123 木片 52SE8 9層 15.0 1.5 1.5 84 96 棒状 11イノキ属切7クギ 節
5124 木片 52SE8 9層 15.5 1.3 0.5 84 96 5189 製品 52SE8 9層下部 43.0 4.0 4.0 加工痕あり 90 105 
5125 木片 52SE8 9層 26.5 1.5 0.3 形代の可能性あり 84 96 5190 52SE8 9層下部 27.3 7.9 7.5 加工痕あり 90 105 
5126 木片 52SE8 7層 24.5 2.5 0.5 84 97 5191 棒状 52SE8 9層 6.5 4.5 3.5 加工痕あり 90 105 
5127 木片 52SE8 9層 17.5 1.5 1.0 84 97 5192 製品 52SE8 7層 8.0 4.5 3.0 加工痕あり 90 105 
5128 木片 52SE8 9層 13.5 1.5 0.7 84 97 5193 棒状 52SE8 9層下部 94.0 4.0 4.0 90 105 
5129 木片 52SE8 9層 16.0 1.0 0.7 84 97 5194 製品 52SE8 9層 65.0 3.0 3.5 90 105 
5130 木片 52SE8 9屑下祁 7.5 2.0 0.5 釘穴あり 84 97 5195 棒状 52SE1 9層 46.5 8.0 6.0 91 105 
5131 木片 52SE8 10層 10.0 4.0 0.5 84 97 5196 製品 52SE1 I]層 25.5 2.0 0.2 折敷か 91 106 
5132 木片 52SE8 6層 20.0 8.0 0.7 85 97 5197 棒状 52SEI 9層 17.5 3.0 3.5 91 106 
5133 木片 52SE8 9層 22.0 6.5 1.0 方形曲物の底か 85 97 5198 製品 52SEI II層 5.0 3.5 0.8 91 106 
5134 木片 52SE8 10層 9.5 6.5 0.7 85 97 5199 棒状 52SE2 11 .0 3.0 2.0 釘穴あり 91 106 
5135 木片 52SE8 10層 10.5 4.0 0.4 85 97 5200 製 品 52SE2 埋土 1 1.0 4.0 1.0 91 106 
5136 木片 52SE8 9層下蔀 1 1.0 6.5 1.6 85 97 5201 木片 52SE9 9層 33.5 8.0 0.5 91 106 
5137 木片 52SE8 9層 1 1.0 5.0 0.8 85 97 5202 部材 52SE9 10層 27.0 1.5 0.7 91 106 
5138 木片 52SE8 9層下部 10.0 3.0 0.3 85 97 5203 木片 52SE9 10層 20.0 2.0 15 91 106 
5139 木片 52SE8 9層下部 6.0 4.5 0.3 85 97 5204 木片 52SE9 9層 90.0 4.5 0.3 曲物 側板 サワラ 91 106 
5140 木片 52SE8 9層 7.5 4.0 0.4 85 97 5205 木片 52SE10 9層 19.5 0.6 0.6 91 106 
5141 木片 52SE8 10層 5.0 2.0 2.0 85 97 5206 木片 52SK10 6層 19.0 1.5 0.5 92 106 
5142 木片 52SE8 9層下部 8.0 2.5 1.0 85 97 5207 木片 52SK10 6層 15.5 2.0 0.5 釘穴あり 92 106 
5143 木片 52SE8 9層下部 6.0 5.0 3.0 85 98 5208 折敷 52SK10 6層 16.0 1.5 0.6 92 107 
5144 木片 52SE8 9層 4.9 4.2 1 .1 85 98 5209 板材 52SK10 6層 17.0 0.8 0.4 92 107 
5145 木片 52SE8 9層 14.5 2.0 0.4 85 98 5210 部材？ 52SK10 6層 24.0 1.0 0.2 92 107 
5146 木片 52SE8 9層 18.0 2.0 1.2 85 98 521 1  曲物 52SKIO 6層 20.0 0.7 0.3 92 107 
5147 木片 52SE8 9層下部 7.0 1.5 0.5 85 98 5212 はし 52SK10 6層 9.5 0.5 0.5 92 107 
5148 木片 52SE8 9層 14.5 3.0 0.7 85 98 5213 ちゅう 52SKIO 6層 19.0 0.5 0.5 92 107 
5149 木片 52SE8 7層 16.0 2.0 0.3 85 98 5214 木 52SKIO 6層 31.0 0.8 0.6 92 107 
5150 木片 52SE8 9層下蔀 18.0 3.0 0.8 85 98 5215 ちゅう 52SKIO 6層 28.5 2.0 0.2 92 107 
5151 木片 52SE8 9層 17.5 0.8 0.7 折敷の縁か 85 98 5216 木 52SKII 5層下 28.0 0.8 0.5 92 107 
5152 木片 52SE8 7層 23.0 4.0 0.5 85 98 5217 ちゅう 52SKl1 5層下 28.2 1.0 0.5 92 107 
5153 木片 52SE8 7層 19.0 3.0 0.3 85 98 5218 木 52SKl1 5層 22.4 1.1 0.3 92 107 
5154 木片 52SE8 9層 21.0 4.5 0.3 85 98 5219 ちゅう 52SKII 5層 28.3 0.9 0.5 炭化している 92 107 
5155 木片 52SE8 7層 16.5 3.5 3.5 85 98 5220 木 52SKII 5層 23.7 1.9 0.5 92 107 
5156 木片 52SE8 9層下邸 13.0 0.9 0.5 85 98 5221 ちゅう 52SKII 5層 21.0 1.9 0.5 92 107 

表27 木製品観察表 (2)
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法乱 (cm)
備 考 写真番号 器種 出土位置

厚 さ
図版 図版最大限 最大栢

番号 器種 出土位骰
法批 (cm)

備 考 写真
最大限 最大幅 原さ

図版 図版

5222 ちゅう木 52SK11 5層 18.6 1.0 0.4 92 107 5241 ちゅう木 52SK24 7層 18.4 1.0 0.7 93 108 
5223 ちゅうオ 52SK11 5層 17.5 1.7 0.4 92 107 5242 ちゅう木 52SK24 7層 15.3 0.9 0.4 スギ 93 108 
5224 ちゅうオ 52SK11 5層下 18.6 1.6 0.4 92 107 5243 ちゅう木 52SK24 7層 14.6 1 .4 0.4 93 108 
5225 ちゅう木 52SK11 5層 18.3 1.5 0.7 92 107 5244 ちゅう木 52SK24 8層 15.9 1.6 0.4 93 108 
5226 ちゅう木 52SK11 5層 19.5 0.5 0.5 92 107 5245 ちゅう木 52SK24 7層 23.0 0.9 0.5 93 108 
5227 ちゅう木 52SK11 5層 24.0 0.5 0.5 92 - 5246 ちゅう木 52SK24 8層 22.6 0.9 0.8 93 108 
5228 ちゅう 52SK I I  5層下 13.5 2.5 0.2 92 107 5247 ちゅう木 52SK24 6層 16.0 1.3 0.4 93 108 
5229 ちゅう 52SK11 5層 15.7 0.9 0.5 92 107 5248 ちゅう木 52SK24 6層 31.0 2.0 0.3 93 108 
5230 りゅう 52SK11 5層 10.5 0.9 0.8 92 107 5249 ちゅう木 52SK24 8層 25.0 2.5 0.2 93 108 
5231 りゅう 52SK11 5層 4.2 0.6 0.4 92 107 5250 ちゅう木 52SK24 8層 17.0 2.0 0.3 93 108 
5232 りゅう 52SK11 5層 15.4 1 . 1  0.4 漆塗り 92 107 5251 ちゅう木 52SK24 6層 15.0 2.5 0.2 93 108 
5233 ちゅう 52SK11 5層 13.9 1.5 0.3 漆塗り 92 107 5252 ちゅう木 52SK24 6層 10.0 3.5 0.5 93 108 
5234 ちゅう 52SK11 5層 14.5 1.2 0.3 漆塗り サワラ 92 107 5253 ちゅう木 52SK24 6層 12.0 4.5 0.4 93 108 
5235 ちゅう木 52SK11 5層 15.4 1 . 1  0.5 榛塗り 92 107 5254 木片 52SK24 8層 8.5 7.0 2.0 93 108 
5236 ものさし？ 52SK11 5層 14.3 2.4 5.0 二片接合，漆塗り 92 107 5255 部材？ 52SK24 4層 33.0 8.5 8.0 クリ 93 108 
5237 ちゅうオ 52SK24 6層 15.4 1.0 0.5 93 107 5256 部材？ 52SD26開色蔀分 25.0 8.0 3.0 ク リ 93 108 
5238 ちゅうオ 52SK24 6層 17.0 1 . 1  0.3 93 107 5257 ヘラ 52SB25 (P866) 70.0 13.0 2.0 大型のI\う 力11` Jキ属 93 108 
5239 ちゅうオ 52SK24 6層 16.2 1 . 1  0.5 アスナロ 93 107 5258 木片 ( P1009) 埋土 8.0 2.5 2.5 スギ 93 108 
5240 ちゅう木 52SK24 7層 16.0 0.8 0.7 スギ 93 107 

表28 木製品観察表 (3)

番号 器 種 出土位骰 色 調 図版 写兵
図版 番号 器 種 出土位骰 色 調 図版 写 真

図 版

6001 穴あき石 52SE8 5層 貝の巣穴のある粘板岩 94 l l l  6017 土師器 52SD6埋土(64-61) 長胴甕 9~10CIJ)ものか 95 112 
6002 砥石 P372埋土 時期不詳 95 l l l  6018 瓦器？ 52SE8 6層 火鉢の類か 12Cのもの 95 1 12 
6003 砥石 P498埋土 時期不詳 95 l l l  6019 土師器 76-61 検出時 器種、 時期不詳 95 112 
6004 砥石 P534埋土 時期不詳 95 l l l  6020 ？ 52SD26埋土 穿孔IJ)あるロクロかわらけ片 95 JJ2 
6005 砥石 52SD24埋土 時期不詳 95 l l l  6021 珈かわら1ナ 52SD6埋土(64-60) 時期不詳 95 112 
6006 砥石 52S024埋土 時期不詳 95 l ] ]  6022 羽 口 52SD26埋土 12Cのもの 95 112 
6007 砥石 52SD26埋土 12Cのもの 95 l l l  6023 羽 口 P732 柱痕 IH8CI!)ものか 詳細不llJl 95 112 
6008 砥石 52SD27埋土 時期不詳 95 l l l  6024 キセル 61-60 検出時 古寛永 95 112 
6009 石なべ 52SD26埋土(59-56) 滑石製 12Cのもの 95 112 6025 寛永通賓 71-62 検 出 時 古寛永か 腐食著しい 95 112 
6010 滑石片 P927埋土 擦っている 石なべ片か 95 112 6026 札 52SK24 6層 85 x43 厚 さ2 96 1 13 
601 1 不明石片 52SE8 7層 浮彫りのある石片 95 112 11.8g （保存処理後）
6012 穿孔石 52SE1 2層 自然石に穴がある 95 112 6027 札 52SK24 6層 79 X42 厚 さ2 96 113 
6013 須恵器 52SD31埋土 ヘラ切り 9Cのものか 95 112 22.2g （保存処理後）
6014 須恵器？ 52SD26埋土(59-56) 軟質な焼成 長頚壺か 95 ]12 6028 札 52SK24 6層 86 x42 厚 さ2 96 113 
6015 土師器 52SD26埋土 長胴甕 9Cのものか 95 112 14.8g （保存処理後）
6016 土師器 52SD26埋土(59-59) 長胴甕 9~10C/J)ものか 95 112 6029 墨書かわらIt

6030 墨書かわらIt

表29 石製品 ・ 札等観察表
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第w章 ま と め

1 遺 構

今回検出された遺構は、 12世紀と近世以降の も のに 2 大別される。 まず、 12世紀の遺構を列挙する。

掘立柱建物 6 棟 (52SB 14、 52SB 18、 52SB 19、 52SB 21、 52S B25、 、 52S B26 )。 井戸

状 追構 5 基(52SE 1 、 52SE 7 、 52SE 8、 52SE 9 、 52SE 10)。土坑21基(52SK 1 、 52SK 

9 、 52SK 10、 52SK 11、 52SK 12、 52SK 13、 52SK 14、 52SK 21、 52S K 22、 52SK24、 52

S K25、 52S K28、 52S K29、 52S K30、 52S K31、 52SK32、 52S K33、 52S K35、 52S K35 、

52 S K36、 52S K37、

52 S K38)。 竪穴造構 l 基(52S I 1)。 溝8条 (52SD 10、 52SD 14、 52S D25、 52S D 26、 52S

D29、 52S D30、 52SD31、 52S D32) 。
塀

跡2条(52SA 1 、 52SA 2 ) 。

これらの12世紀の遺構は、 12世紀初頭から1189年の平泉滅亡 までの中で順次変遷しているが、 その具体

的な時期を示すには、 今次のみならず、 堀 内 部地区の遺構全体を考慮に入れ検討する必要がある。しかし現

段階ではその検討はまだ まだ不十分である。 よって個々の所属時期を示す こ とは ここでは行わな い。

今回の12世紀の遺構で重要な知見が得られた遺構を示す。 52 S B 25 こ れ まで認知されていた中心域と

は異なる地点（約50m北） から検出された大型建物である。建物 の規模はこれ までの 中心建物と遜色がな

く、 ある段階で堀内部地区の 中心域が北側に移動したことを示している。 その時期は1 2世紀第第3 四半期

後半、 第4 四 半期の 頃と推測される。 52 S E 8 多量の遺物が出土した井戸である。かわらけ、 木製品、

穴あき石が注目される。 9 層出土の折敷は年輪年代測定で1186年伐採の年代が得られている。 遺構の年代、

供伴した遺物の年代を知る上で こ の上ない貴重な成果である。 供伴したかわらけは数 も 豊富で、 平泉最末期

の基準資料にな り 得る資料である。 52 S E 10 埋土から12世紀第 1 四半期のかわらけが一括状態で出土し

た。 こ れによって柳之御所遺跡堀内部地 区 の遺構展開が12世紀第 1 四 半期 までさかのぼる こ とが明らかに

なった。これはこれ までの柳之御所遺跡の年代観を修正する結果である。 52 S C I (52 S D 29、 52 S D 

30) 52 S D29 、 30が対になる側溝で、 道路造構を形成している。この道路は残存状態が悪いが、 高館の

裾を通 り 中尊寺に至る道の 一部分と考えられる。 そして こ の道路状遺構よ り 新しい12世紀の遺構(52SB 

25など） と、 それより も 古い12世紀の遺構 (52SE 7 など） が存在する。 こ れは、 堀 内部地区で何度か大

規模な改修が行われたことを示して いる。 堀 内 部地区の構造 変 遷を知る上で大きな鍵となる遺構である。

52 S D 26 52次調査区 の西端で検出された溝で、 堀内部地 区をさらに 区画する溝と考えられる。溝は古段

階と新段階に分けられる。 古段階は幅広の溝で、 新段階ではそれを埋め、 再び掘 り 返し幅の狭い溝に作 り 変
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えられている。 新段階の溝は古段階の溝の幅の範囲内で屈 曲し、 張り出し部分を形成 している。 溝全体は調

査区北端で向きを東側に転じ始め、 調査区外に続いて行く。 溝の構築時期ははっきりしないが、 新段階の溝

の廃絶は平泉滅亡時の1189年と推測される。

近世の遺構 今 回の調査区からは中世末から近世にかけての遺構が多数検出された。 掘立柱建物20棟、 井

戸状遺構5 基、 土坑17基、 溝24条である。 この中の多くは中世末～近世前半にかけての遺構で、 近世後半、

あるいは近代以降の遺構は少 な い。 掘立柱建物の重複は 4 ヶ 所の まと まりに分けれらるが、 各 々 は10~20

m 離れて存在している。 いずれ重複の まと まりも16世紀 ～17世紀にかけて営 まれたものと推測される。 そ

して井戸や溝の多くはこれらの掘立柱建物に伴うものと考えられる。 建物の一つの まと まりには 4 回ほどの

重複があるが、 これはほぽ同じ位置に建替えを繰り返したことを示している。 よって、 約10~20 m離れて

約4 ヶ 所建物の まと まりがあるという景観が16~17世紀にかけて連続的に存在していたことが想定される。

これらの建物は農民の民家の主屋と付随する付属屋と考えられる。 これら各々 の建物の まと まりは非常に近

接しており、 それぞれが独立した屋敷ではなく、 全体で一つの まと まりを有する屋敷と解釈するのが妥当で

あろう。 建物の中には中間的な規模の建物もあり、 主屋か付属屋か分類が難しい建物もあるが、 全体の まと

まりの中には複数の主屋が存在していたということになる。 この形態は直 系家族に加え傍系家族や隷属する

使用人が同居する「複合家族構成 」の屋敷と解釈できる。 複合家族構成の家は近世前半に多くみられ、 近世

後半には単純家族構成の家が多くなる傾向があるという。 今次調査区の近世屋敷もその年代は近世後半に下

らず、 この傾向と合致する。 また近世前半の複合家族構成の屋敷は持高が多い特徴がある。 今次調査区でも

志野織部の皿や、 肥前産の染付や青磁が多数出土しており、 財力の豊かさ、 即 ち 持高の多さを示していると

看て取れる。 このように今次調査区で検出された屋敷は中世末～近世前半の 「複合家族形態」の屋敷の実例

ということができる。 そしてこの屋敷は近世後半に存続してな い。 これは屋敷が廃絶したとするよりも、 複

合家族形態が解体して、 単純家族構成 になり、 それぞれが他地点に移動し、 屋敷を構えたと解釈するべきで

あろう。

2 遺 物

出 土遺物も遺構と同様に12世紀のものと近世 （中世末も含む） のものに分けられる。 また微量に古代(9

~10世紀） の遺物もある。

1 2世紀の遺物 手づくねかわらけ （大型、 小型、 内 折れ）、 ロクロかわらけ （大型、 小型、 柱状高台、 大型

高坪）、 国産陶器 （常滑産、 渥美産、 須恵器系、 水沼産）、 中国産陶磁器 （白磁 、 青磁 、 青白磁 、 陶器、 ）、 瓦

（軒丸、 軒平、 丸瓦、 平瓦）、 木製品 （折敷、 扇、 櫛 ， 、 チ ュ ウ 木、 部材、 その他）、 穴あき石、 砥石、 石鍋、

羽 口 、 鎧の札、 墨書のあるかわらけ片 近世の遺物 （一部中世含む） 陶器 （肥前産、 瀬戸 ・ 美濃産、 大
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堀相馬産、 在地産） 、 磁 器 （中国産、 肥前産） 、 寛永通賣、 煙管など。

12世紀の遺物 今次調査のかわらけで最 も 注 目 されるのは、 52SE 10出土の12世紀第 1 四半期のかわらけ

である。このかわらけの出土に よ り柳之御所遺跡堀 内 部地区の遺構展開の開始が12世紀第 1 四 半期になる

ことが明らかにな っ た。大型、 小型、 柱状高台、 大型の高坪型からなるセ ッ ト である。この中で注 目 される

のは大型の高坪型の器種である。これは平泉遺跡群内で も 例のない器種であり、 これを使用した 儀礼の特殊

性、 権威高さを推測させる も のである。

52S E 7 のか わらけはロクロ 製品のみで構成されて おり、 手づくねかわらけ導入以前の時期の も のと考

えられる。手づくねかわらけの導入時期を考える上で重要な資料になり得る。

52S E 8からは手づくねかわらけが多量に出土した。これらは口 径が小さく平泉滅亡の1189年に非常に

近い時期の も のと推測される。供伴し た 折敷の年輪年代が1186年でありその年代観を裏付けて いる。平泉

最末期の指標になるかわらけの一群である。 ロクロかわらけの胎土の手づくねかわらけが存在して おり、 ロ

ク ロ エ人が手づくねエ人に吸収される過程を示す可能性がある。

国産陶器は52次調査区から非常に多量に出土した 。 しかし多くの破片は近世以降の遺構からの出土であ

り、 本来今次調査区に存在して い た個体とは考え難い。これは今次調査区に隣接する場所が原位置であっ た

陶器が、 破片とな っ て 土砂とと も に今次調査区に移動して き た可能性が高い。 隣接地に陶器甕類を集積する

施設が存在した 可能性がある。

中国産磁器の出土量はそれほど多くない。 その一方、 中国産陶器は平泉での希少性を考えるとその出土量

は非常に多いことを指摘で き る。 中国陶器の出土状況は国産陶器の出土状況と同様であり、 上記の国産陶器

の集積に中国産陶器 も 含 まれて いる可能性が考えられる。

瓦の出土量はこれ までの調査次に比較すると割合に多い量といえる。 様々な胎上、 質感、 色調の瓦が存在

するが、 その中で2種類の も のの量が多く 目 立つ。 その2種類は胎土、 質感のみならず、 厚さ、 タ タ キの縄

の太さ、 「離れ砂」 の有無など多数の点で相違 が有り、 明らかに製作工人ま た は製作時期の違いが存在して

いる。各々の種類の瓦は出 土遺構にまと まりが有り、 供伴するかわらけの形態から時期的な差異がある可能

性が高い。 そうすれば、 柳之御所遺跡堀 内 部地区において 、 瓦を葺く、 又は葺 き 替える画期が少なくと も 2

回存在し て い たということになる。

木製品は52SE 8から多量に出土した。折敷、 扇の骨、 形代、 櫛など様々な種類の も のがあるが、 種類

を分類で き ない木片 も 多く存在する。折敷の年輪年代では1186年伐採の結果が得られて おり、 遺構の年代、

遺物の年代を知る上で良好な資料である。

その他に特異な遺物として 、 貝の巣穴のある粘板岩 「穴あ き 石」がある。庭園の景石に使用され た 可能性
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が高 い。 また、 鎧の鉄製の札 も 平泉遺跡群では初めての出土である。

近世の遺物 近世の陶磁器が出土している。 注目されるのは17世紀前半代の肥前産磁器が まと まった量出

土している点である。 これ まで平泉町内で も17世紀前半に存在した屋敷の調査は数地点 で行われているが、

肥前産磁器の出土量は非常に少ない状況である。 肥前磁器の量から、 当該区に居住していた者の格の高さが

想定される。肥前産磁器の他に も 41次調査で志野織部の皿など出土しており、 肥前磁器の導入以前の陶磁

器に も 優品が存在する。

3 ま と め

52次調査では、 これ までの柳之御所観を覆すような2つの新事実が明らかになった。 1 点目は柳之御所遺

跡の遺構展開の開始が12世紀第 1 四半期 までさかのぼることである。2点目は柳之御所遺跡堀内部地区の中

心建物がある段階で北側に移動したということである。 この2点の新事実を踏 まえて、 遺構の変遷、 性格付

けの再度の検討がせ まられる状況になった。 しかし、 逆に言えば、 この新事実が明らかになったことは、 柳

之御所遺跡の内容解明において新しい段階に到達したと も 言えるのである。 いずれにせよ、 これから検討し、

明らかにしなければならないことは まだ まだ多い。継続的な地道な調査が必要で ある。
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第 V 章 付篇

1 柳之御所遺跡 出 土銅 印 の素材 に つ い て

国立歴史民俗博物館 永嶋 正春

標記の銅印に ついて、 非破壊的な蛍光 X 線分析並びに密度測定 を 実施した。

( 1 ) 蛍光 X 線分析結果

重元素系 に ついて、 真空下で測定した。検出 さ れた元素は下記の通りである。

他

銅 ( C u) ( 1 00) 

ヒ 素 ( As) 4 . 8 

ス ズ ( S n) 0 . 90 

鉛 ( P b) 0 . 45 

銀 (Ag) 0 . 2 5  

アンチモン ( S b) 0 . 20 

鉄 ( F e) 0 . 20 

ビ ス マ ス (Bi) 0 03 

※ 右側の数値は、 各々の元素の最強強度を示す ピークの高 さ の値が、 銅のそれ に 対して何 ％ に なっ

ているかを示した相対的な強度比である。

以上の結果から 、 本銅印の素材は概ね、 鋼 と ヒ素か ら なる青鋼質合金 と いえよう。ただし、 少量含 まれて

いるスズ と 鉛 についての評価は即 断し難い。すなわち 、 本銅印鋳造時 に スズ と 鉛 を わざわざ加えたのか、 あ

るいは何 ら かの事情で銅等のなか に 元々存在したのか については現時点では判 断でき な い。 なお、 銀、 アン

チモン、 ビスマス等 については、 鋼中に 汚れ 的 に存在したもの と 理解してよい。

(2) 密度測定結果

浮力法に より密度を測定した。

銅印の質量

銅印の体積

銅印の密度

1 67 . 2 749 g 

20 . 97cm 3 

7 . 98 g /cm3 

結果は以上の通りである。

- 1 5 1 -



背面 ( 2 ) 背 面 ( 1 ) 背面天側 斜 め

印 面

背面 斜 め

背面 （ 下 欠 ）

印 面 斜 め

印 面

背面 部分 斜 め

印 面 （ 上 欠 ）

印 面 「上」

背面 斜 め

背面天側部分 斜 め

印 面 横斜め

背面 「上」

背 面 細 部 ( 1 ) 背面 細 部 ( 2 ) 印 面 部 分

印 面 部 分 斜 め
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2 柳之御所遺跡か ら 出 土 し た 木製 品 の樹種

パ リノ ・ サー ヴェイ株式会社

は じ め に

柳之御所遺跡は北上川 西岸の河岸段丘上に位置 し 、 これ までの発掘調査の成果か ら 、 奥州藤原氏三代秀衡

に 関わ り の ある平泉館跡と考 え ら れている。 今回 の 発 掘 調査 で は、 12世紀の掘立柱建物跡、 井戸状遺構、

溝状遺構、 土坑、 道路跡、 竪穴状遺構な どが検出されている。この う ち52SE8井戸状遺構か ら は、 大量 の

土壁や木製品が出土してお り 、 ゴ ミ 穴と して利用され たことが う かがえる。

本報告では、 井戸状遺構等か ら 出土 し た 木製品の樹種同定を行い、 当時の 用材に 関する資料 を 得る。

1 試 料

試料 は、 出土 し た木製品40点 （試料番 号 1~40) である。 各試料の詳細は、 樹種 同定結果とともに表 1

に記した。

2 方 法
― 

表 1 樹種同定結果

剃 刀 の 刃 を 用 いて木 口 （ 横 断面） ．柾 目 （放 射 断

面） ・ 板 目 （接線断面） の3 断面の徒手切片 を 作製 し、

ガム ・ ク ロ ラ ー ル （抱 水 ク ロ ラ ー ル ， ア ラ ビ ア ゴム粉

末 ， グ リ セ リ ン ， 蒸留水の 混合液） で封入し 、 プ レパ

ラ ー ト を 作製する。 作製 し た 、 プ レパ ラ ー ト は、 生物

顕微鏡で観察 ・ 同定する。

3 結 果

樹種同定結果 を 表 l に示す。 木製品は、 針葉樹4 種

類 （スギ ・ ヒノ キ ・ サ ワ ラ ・ アスナ ロ ） 、 広葉樹 7 種類

（カバノ キ属 ・ ク リ ・ ケ ヤ キ ・ モ ク レ ン属 ・ イ スノ キ ・

カ エ デ属 ・ ？ ） に同 定され た 。 各種類の主な解剖学的

特徴を以下に記す。
・ ス ギ (Cryptomeria j apon ica  ( L..  f.) D. Don) 

ス ギ科スギ属

脊科播号

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 ， 

1 0  
1 1  
1 2  
1 3  
1 4  
1 5  
1 6  
1 7  
1 8  
1 9  
2 0  
2 1  
22  
23  
24 
25  

母物番号

5007  
5008  
5009  
5 0 1 0  
5 0 1 1  
5 0 1 2  
5 0 1 8  
5020  
5049  
5053  
5054  
5055  
5056  
5057  
5058  
5062  
5063 
5086 
5089 
5 0 9 1  
5 0 9 2  
5 0 9 5  
5097  
5 1 02 
5 1 03 

器 種 辿構名 層 位

漆 器 椀 52SE8 9層 下部
漆 器 椀 52SE8 7層

折 敷 52SE8 9層 下部
折 敷 52SE8 9層 下部
折 敷 52SE8 10層
折 敷 52SE8 9層下部
折 敷 52SE8 9層
折 敷 52SE8 9層下部

曲物の底板 52SE8 9層
扇 の 骨 52SE8 6層
扇 の 骨 52SE8 9層 下部

櫛 52SE8 9層下部
櫛 52SE8 9層

刀 子 の 鞘 52SE8 9層下部
刀 子 の 鞘 52SE8 9層下部

杓 子 52SE8 9層
木 槌 52SE8 9層下部
部 材 52SE8 9層 下部
形 代 52SE8 10層
部 材 52SE8 9層
部 材 52SE8 9層下部

不 明 部 材 52SE8 9層
不 明 部 材 52SE8 10層

部 材 52SE8 9層 下部
木 片 52SE8 9層 下部

樹 種

ケ ヤ キ
ケ ヤ キ

ス ギ
ス ギ
ス ギ
ス ギ
ス ギ
ス ギ

ヒ ノ キ
ス ギ
ス ギ

イ ス ノ キ
イ ス ノ キ

サ ワ ラ

ス ギ
ス ギ

カ エ デ 属
ク リ

ヒ ノ キ
モ ク レ ン 属

ス ギ
ス ギ

ヒ ノ キ
ク リ
ク リ

( _  

仮道管の 早材部か ら 晩材部への移行はやや急で、 晩

材部の幅は比較的広い。 樹脂細胞がほ ぼ晩材部に限っ

て認め られる。 放射組織は柔細胞 の みで構成 され、 柔

細胞 の 壁は滑 ら か。 分野壁孔はス ギ型で、 1 分野に 2

~4個 。 放射組織は単列 、 1 ~ 15細胞高 。

26 5 1 0 4_ 部 材 52SES 9層 下部 ク リ / 

・ ヒ ノ キ (Ch amaecypar is o b t u s a  (Si eb. et 

Zucc.) Endlcher) ヒノ キ 科 ヒノ キ 属

2 7  
2 8  
29  
30  
3 1  
32  
33  
34 
35  
36 
37 
38 
39  
40 

5 1 05 
5 1 7 9  
5 1 8 0  
5 1 8 6  
5 1 8 8  
5204  
5234  
5239  
5240  
5242  
5255  
5256 
5257 
5236  

板
木 片
木 片
不 明

棒 状 製 品
曲 物 側 板
ち ゅ う 木
ち ゅ う 木
ち ゅ う 木
ち ゅ う 木
部 材 ？
部 材 ？

ヘ ラ

物 差 し

52SE8 9層 下部
52SE8 10層
52SE8 7層
52SE8 7層
52SE8 7層
52SE9  9層

52S K 1 1  5層
52SK 1 1  6層
52S K 1 1  7層
52S K 1 1  7層
52SK24 4層
52SD26  黒色部分

52SB25(P866) 柱穴底面
52S K 1 1  5層

仮道管の早材部か ら 晩材部への移行は緩やか～やや

急で、 晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に認

め ら れる。放射組織は柔細胞の みで構成 され、 柔細胞

壁は滑 ら か。 分野壁孔は ヒノ キ型～ ト ウ ヒ 型で、 1 分

野に1~3 個。 放射組織は単列、 1 ~ 1 5細胞高。
※ 遺物番号は本文観察表 と 同 一 で あ る 。
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ス ギ
ク リ
ク リ
ク リ

ハイ）キ属サり7タギ筒
サ ワ ラ

サ ワ ラ

ア ス ナ ロ
ス ギ
ス ギ
ク リ
ク リ

カ バ ノ キ 属
ス ギ



・サ ワ ラ (Chamaecyparis pisifera (Sieb. et Zucc.) Endlcher) ヒノ キ 科 ヒノ キ属

仮道管の早材部か ら 晩材部への移行はやや急で、 晩材部の幅は狭い。 樹脂細胞が晩材部付近 に 認め ら れる。

放射組織は柔細胞のみで構成 さ れ、 柔細胞壁は滑 ら か。 分野壁孔はス ギ型～ ヒノ キ型で、 1 分野 に 1~3 個。

放射組織は単列、 1 ~ 1 5細胞高。

・ ア ス ナ ロ (Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc.） ヒノ キ 科ア ス ナ ロ 属

仮道管の早材部か ら 晩材部への移行はやや急で 、 晩材部の幅は狭 い。 晩材部付近 に樹脂油脂が認め ら れる。

放射組織は柔細胞のみで構成 され、 柔細胞壁は滑 ら か。 分野壁孔はス ギ型～ ヒノ キ型で、 1 分野 に 1~4個。

放射組織は単列、 1 ~15細胞裔。

・カ バノ キ属(Betula) カ バノ キ 科

試料は保存状態が悪 い。 散孔材で、 管孔は放射方 向 に 2 ~ 4 個 が複合 して散在する。 道管は階段穿孔を有 し、

壁孔は対列状～交互状 に 配列する。 放射組織は同性、 1 ~4細胞幅、 1 ~30細胞高 。 柔組織はタ ー ミ ナ ル

状および散在状～短接線状。

・ク リ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) ブナ科ク リ 属

環孔材 で、 孔園部は 1 ~ 4 列、 孔 圏外で急激～やや緩やか に管径を減じたのち 、 漸減 しながら 火炎状 に 配

列する。 道管は単穿孔を有 し 、 壁孔は交互状 に配列する。 放射組織は同性、 単列、 1 ~ 1 5細胞高。

・ケヤ キ (Zelkova serrata (Thunb.) Makino) ニ レ科ケヤキ属

環孔材で 、 孔 圏部は 1 ~ 2 列、 孔 圏外で急激 に管径を減じたの ち 漸減、 塊状に複合 し 接線 ・ 斜方 向の紋様

をなす。 道管は単穿孔を有 し 、 壁孔は交互状 に配列、 小道管内 壁 に はら せん肥厚が認め ら れる。 放射組織は

異 性 」型、 1 ~ 1 0細胞幅、 1 ~60細胞高。 放射組織の上下縁辺部に しば しば結 晶細胞が認め ら れる。

・モ ク レ ン属(Magnolia) モク レ ン科

散孔材で、 管壁厚は中庸～薄 く 、 横断面では角 張 っ た 楕 円 形 ～多 角 形、 単独および 2~ 4 個 が放射方 向 に

複合 して散在する。 道管の分布密度は比較的高い。 道管は単穿孔を有 し 、 壁孔は階段状～対列状に配列する。

放 射 組 織 は異 性 「型、 1 ~ 2 細胞幅、 1 ~40細胞高。

・イ スノ キ (Distylium racemosum Sieb. et Zucc. ） マ ンサ ク 科イ スノ キ 属

散孔材で、 道管は横断面では多角形、 ほとん ど単独で散在する。 道管は階段穿孔を有する。 放射組織は異

性「 型、 1 ~3 細胞幅、 1 ~ 20細胞高。 柔組織は独立帯状 ま たは短接線状でほば等 間 隔 に配列する。 道管

および柔細胞内に 黒色物質が認め ら れる。

・カ エデ属(Acer) カ エデ科

散孔材 で管壁は薄 く 、 横断面は角 張 った楕 円形、 単独および 2 ~3 個が複合 して散在 し 、 晩材部へ向か っ て

管径を漸減 さ せる。 道管は単穿孔を有 し、 壁孔は対列～交互状に配列、 内 壁 に はら せん肥厚が認め ら れる。

放射組織は同性、 1 ~ 5 細胞幅、 1~30細胞高。 細胞壁の厚 さ が異なる 2 種類の木繊維が木 口面に お いて不

規則な紋様をなす。

・ハイノ キ属サ ワ フ タ ギ節(Symplocos sect. palura) ハイノ キ 科

散孔材で小径の道管が単 独 ま た は 2~ 5 個が複合 して配列し、 年輪界付近で径を減 じる。 道管は階段穿孔を

有 し 、 対列状～ 階段状となる。 放 射 組 織 は 異 性 「 ～ 。 型、 1~ 2 細胞幅、 1 ~ 20細胞高で、 時 に 上下に連

結する。
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4 考 察

樹種同 定を行 っ た 木製品は、 容器類 （漆器椀、 曲物） 、 櫛、 折敷 、 ち ゅ う 木等の生活用 具や、 何らかの部

材 、 用 途不明木製晶等である。 各遺構 ・層位 ・ 用途別の種類構成 を、 表 2 に示す。

最 も 試料が多い52SE8では、 6 層、7層、 9 層、 1 0層から木製昂が出 上している。 このう ち 、 折敷は、 9 層と

1 0層で出土しているが、 いずれも ス ギであ り 、 層位 による樹種の違いは見られない。 同様の結果は、 6 層と9層

から出 土 した扇の骨 に も みるこ と ができる。こ れ らの結果から、 折敷や扇の骨 にはス ギが選択的 に 利 用 さ れて

い た ことが推定 さ れる。ス ギは、 この他 に も 刀 子の鞘 、 杓子な どの木製品や、 板、 部材 等 に も 認められている。

また 、 52SK1 1 の5~ 7 層か ら 出土した ち ゅう木や物差し に も ス ギが多 く 見られ、 様 々 な用 途 に 利用 さ れている

ことがうかがえる。 ス ギ材 は、 割裂性が高 く 、 板や角 材への加工が容易であ り 、 広葉樹に 比較 して比重 も 軽 い 。

こ れらの材 質と、 大木が得られるこ と 等が身の回 りの様 々 な木製晶や部材 等 に 利用され た 背景に考 え ら れる。

ま た 、 7層 、 9層 、 1 0層か ら 出土．し た 木片は、 用途な どの詳細 は不明であるが、 い ず れ も ク リ であ っ た。

ま た 、 9 層から出 土 し た 部材 に も ク リ が多 く 見 ら れ、 木 片 と 同 様の用材 がみら れる 。 同 様の結果は、

52SD26と52SK24の部材 ？ にもみられる。 ク リ 材の材質を考慰すれば、 強度や耐朽性を必要とする用 途 に

利 用され た こ とが推定 さ れる。

容器類の う ち 、 7 層と9層から各 1 点 出土し た漆器椀は、 と も にケヤキであ っ た 。 漆器椀の木地と しては、

ケヤキ 、 ブナ属、 ト チノ キな どが一般的な種類であ り 、 遺跡からの出土例 も 多数知られている（島地 ・伊東、

1988 ; 伊東、 1990)。 民俗事例では、 ケ ヤ キ は靭性が高 く 薄手物に適すると さ れる（橋本 、 1 979)。 今 回

の結果は、 民俗事例と も 一致 してお り 、 適材 を選択してい た こ とが う かがえる。
一 方 、 9 層から出土 し た 曲物の底板は、 針葉樹のヒノキであ っ た 。 52SE 9から出 土 し た 曲 物側板 も ヒノ キ 属の

サ ワ ラが利 用 さ れてお り 、 同 様の用材 がみら

れ、 ヒノキ属の利用 に つ いても民俗事例（成 田 、

19 96)との一 致がみ ら れる。 ヒノ キ属が利用

さ れた 背景には、 薄 い板の加工が容易である

こと、 耐水性 ・防虫性 に 優れていること等の材

質が考慮 されたものと考えられる。

本遺跡では、 こ れ までにも木製品の樹種同

定が行 われている（能城 ・ 高橋、 1 996)。 そ れ

によると、 ス ギが折敷 、 ち ゅ う 木、 箸な ど に 多

く 利 用 さ れる 一 方で、 建築材 、 板 、 部材（角

材 ・割材 ） に は ク リ 、 漆器椀にはケヤキがそ れ

ぞ れ多 く 見られる。 こ の結果は、 今 同の結果

とも 一致 してお り 、 同 様の用材 が うかがえる。

また 、 今 回の 調査では確認できなか っ た が、

能城 ・高 橋(1996) では、 曲物にも ス ギが多

く 利用 さ れてお り 、 ヒノ キ 属の利用は少ない。

しかし、 調査点数が少な し ヽ ため、 こ れが時代

時期や遺構による用材 の違 いを示 し た ものか

は不明である。

表2 木製品の遺構別 ・ 層位別 ・ 用途別種類構成

こ
サ

合
ァ バカ モ

ク ィ ヵ ; ヒ サ ス キノ ク ヤケ
レ ： ス ぷ ワ ン デ ギ 計

ギ ラ ナロ 属 リ キ 属 属
52SB25 (P866) 柱穴底面 ヘ ラ 1 1 
52SD26 黒色部分 部材 ？ 1 1 

6層 扇の骨 1 1 
漆器椀 1 1 

7層 棒状製品 1 1 
木 片 1 1 
不明 1 1 

板 1 1 
扇 の骨 1 1 

折敷 5 5 
刀子の鞘 1 1 2 

52SE8 櫛 2 2 
9層 漆器椀 1 1 

杓子 1 1 
部材 2 3 1 6 

11lJ物の底板 1 1 
木槌 1 1 
木片 1 1 
折敷 1 1 

10層 形代 1 
不 明 部材 1 1 

木片 1 1 
52SE9 9層 曲物側板 1 1 

5層 ち ゅ う 木 1 1 
52SK1 1  6層 ち ゅ う 木 1 1 

7層 ち ゅ う 木 2 1 
52SK24 4層 部材 ？ 1 1 
52SK1 1  5層 物差 し 1 1 

合 計 16 3 3 1 l 9 2 1 2 1 1 40 
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図版 l 木材 ( 1 )
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図 版 2 木材 ( 2 )
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図 版 3 木材 ( 3 )
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